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第1465号土坑（第304図）

位置　調査2区の北部，C3g6区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1455号土坑の北東側を掘り込み，第1460号土坑に北東側の上部を掘り込まれている。

規模と形状　南東壁が崩落しているため，開口部の平面形と規模は不明であるが，現状では長径1．40m，短径

1．02m程度の楕円形である。底面はほぼ平坦で，平面形は長径1．50m，短径1．28mの楕円形である。壁は内傾

するが，南東壁のみは崩落しているため外傾している。深さは88cmである。ピットは1か所で，東壁際に位

置している。ピットの深さは41cmである。

覆土　3層に分層される。第1・2層はレンズ状に堆積していることから自然堆積，第3層はロームブロック

を多く含むことから南東壁の内傾する壁が崩落したものと考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック・鹿沼パミス粒子少量

3　暗褐色　ロームブロック中量，鹿沼パミスブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片41点が出土している。6001の探鉢は覆土上層から出土している。

所見　本跡の廃絶時期は，底面や覆土下層から出土した土器がないため明確にすることはできないが，覆土上

層の堆積時期は出土土器から中期後葉（加曽利EⅡ式期）と考えられる。
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第304図　第1465号土坑・出土遺物実測図

第1465号土坑出土遺物観察表（第304図）
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番　 号 種　 別 器　 種 口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

6001

縄文土器 深　鉢 ［21．4］ （13） － 口綾部は沈線文を巡らしている。

胴部は懸垂文間を磨り消す。地

文は櫛歯状工具による条線文。

長石・石英 普通 にぷい褐 覆土上層

－325－



第1467号土坑（第305・306図）

位置　調査2区の北部，C3e6区。土坑墓群と住居跡群に挟まれた区域に位置する。

重複関係　第233号土坑墓に掘り込まれている。本跡の第2層上面に第16号屋外炉がつくられている。

規模と形状　平面形は，長径3．18m，短径2．70mの楕円形で，底面はほぼ平坦で，長径2．94m，短径2．60mの

楕円形である。壁は外傾して立ち上がり，深さは85cmである。ピットは7か所で，Plは中央部に，P2～P

5は壁際に，P6・P7は壁寄りに位置している。深さは，Plが54cm，P2が25cm，P3が38cm，P4が40cm，

P5が59cm，P6が72cm，P7が56cmである。

覆土　第1層が第16号屋外炉廃絶後の覆土で，その下部に第16号屋外炉がつくられている。本跡の覆土は第2

～5層で，4層に分層される。第2・3層はレンズ状に堆積していることから自然堆積，第4・5層はローム

ブロックを多く含んでいることから人為堆積と考えられる。

土眉解説
2　黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量　　　　　4　褐　色　ロームブロック中量，鹿沼パミス粒子・炭化粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック少量，炭化物微量　　　　　　　　　5　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片631点，土器片円盤1点，剥片1点が覆土から満遍なく出土している。TP6001の深

鉢片は覆土下層から，TP6002・6007の深鉢片は覆土中層から，TP6003・6005の深鉢片は覆土上層から出土して

いる。

所見　時期は，出土土器から中期復業（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

第305図　第1467号土坑・出土遺物実測図
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第306図　第1467号土坑出土遺物実測図

第1467号土坑出土遣物観察表（第305・306図）
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番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

TP6001

縄文土器深　鉢－（17．7）－ロ緑部は沈線が沿う隆帯文に

より描出。胴部は懸垂文間を磨

り消す。地文はLRの単節縄文。

長石・石英普通黒褐 覆土下層

TP6002

縄文土器深　鉢－（10．7）－沈線が沿う隆帯文により描出。

胴部は懸垂文間を磨り消す。L

Rの単節縄文を縦方向に施文。

長石・石英普通黒褐覆土中層TP6001

と同一

個体

TP6003

縄文土器深　鉢
－

（7．4）
－口縁部は沈線が沿う隆帯文に

より描出。胴部は懸垂文間を

磨り消す。LRLの複節縄文。

長石・石英

・雲母

良好にぷい褐攫土上層

TP6004

縄文土器探　鉢－（8．3） ロ緑部は沈線が沿う隆帯文。胴

部は沈線による逆U字状文外

を磨り消す。RLの単節縄文。

長石・石英良好暗褐 覆　　土

TP6005

縄文土器探　鉢－（6．6） 沈線による逆U字状文外を磨

り消す。RLの単節縄文を縦

方向に施文。

長石・石英普通褐 覆土上層

TP600（i

縄文土器深　鉢 （9．1）－3条一組の懸垂文間を磨り消

す。LRの単節縄文を縦方向

に施文。

長石・石英普通橙 覆　　土

TP6007

縄文土器探　鉢－（15．6）－沈線による懸垂文間を磨り消

す。LRの単節縄文を縦方向

に施文。

長石・石英普通橙 覆土中層

－327－



番　 号 器　 種
計　　 測　　 値

胎 土 ・色 調 特　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考
長 さ（cm ） 幅（cm ）厚 さ（cm ） 重量 ね ）

D P60 0 1 土器片円盤 2．6 2．2 1 6．7 石英 ・長石　 黒褐 L R の単節縄文。周縁 は研磨。 覆　　 土

第臓調号羞坑（第307～309図）

位置　調査2区の北部，C3幻区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1470号土坑の西側と第1472号士坑の東側を掘り込んでいる。

規模と形状　開口部の平面形は，長径2。66m，短径2。54mのほぼ円形である。底面は平坦で，平面形は長径

2。42m，短径2。30mの円形である。壁はほぼ直立し，深さは45cmである。ピットは8か所で，Plは中央部

に，P2と㌘3は中央部付近に，P4（－P8は壁際に位置する。ピットの深さは，Plが71cm，P2が61cm，㌘3

が59cm，P4が24cm，P5が25cm，P6が34cm，P7が63cm，P8が16cmである。

穫蓋　7層に分層され，第5～7層はP3の覆土である。第1～4層はレンズ状に堆積していることから，自

然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子少量

5　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
6　褐　色　ローム小ブロック微量
7　褐　色　ローム小ブロック少量

遺物出立状況　縄文土器片365点が主に覆土下層から出土している。6002の深鉢はP2覆土から，600306004e

6005の深鉢片は覆土下層から出土している。

所凰　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

第溺囲　第1471号土坑実測図
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第308図　第1471号土坑出土遺物実測図（1）
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第309図　第1471号土坑出土遺物実測図（2）

第1471号土坑出土遺物観察表（第308・309図）
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番　号種　別器　種U径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

6002

縄文土器探　鉢［21．6］28．1 7．6口綾部は隆帯による渦巻文と

縦位の沈線文。胴部は懸垂文間

を磨り消す。RLの単節縄文。

長石・石英

・雲母

良好にぷい褐P2覆土

6003

縄文土器深　鉢［18．8］（13．7）－口縁部は隆帯による渦巻文と

斜位の沈線文。胴部は懸垂文

間を磨り消す。地文は撚糸文。

長石・石英

・雲母

良好にぷい褐覆土下層

6004

縄文土器深　鉢［20．6］（18．8）－
眼鏡状把手。口綾部は隆帯に

よる区画文。胴部は懸垂文間

を磨り消す。RLの単節縄文。

長石・石英やや

不良

にぷい橙覆土下層

6005

縄文土器深　鉢［24．7］（10．0）－口緑部は隆帯による渦巻文。

胴部は懸垂文間を磨り消す。

地文はLRの単節縄文。

長石・石英

・雲母

良好窯褐覆土下層

6006

縄文土器深　鉢 （16．5）－胴部は懸垂文間を磨り消す。

地文はRLの単節縄文。

長石・石英

・雲母

普通黒褐覆　　土

TP6009

縄文土器探　鉢－（5．5）－
口唇部直下に洗練文。以下は

懸垂文間を磨り消す。地文は

LRの単節縄文。

長石・石英普通にぷい赤褐覆　　土

TP6010

縄文土器深　鉢 （8．8）－沈線による懸垂文間を磨り消

す。地文はRLの単節縄文を

縦方向に施文。

長石・石英

・雲母

良好褐 覆土下層

第1473号土坑（第310・311図）

位置　調査2区の北部，C3eO区。住居跡群域に位置する。

規模と形状　本跡の北東部が調査区城外にあるため，開口部の平面形は径2．20mの円形と推定される。底面は

ほぼ平坦で，平面形は径2．45mの円形と推定される。確認面からの深さは63cmであるが，土層観察では深さ

は75cmである。壁は南壁の一部は直立する以外は内傾して立ち上がっているが，土層観察では中位まで内傾

して立ち上がり，上位で外傾して立ち上がることが確認されている。底面からくびれ部までの高さは，平均

42cmである。ピットは2か所で，Plは壁際に位置し，深さは40cmである。P2はやや壁寄りにあるが，その

ほとんどが調査区域外にあるため，深さは不明である。

覆土　7層に分層され，第7層はP2の上部に堆積する覆土である。第1・2層は黒褐色を呈し，レンズ状に

堆積していることから自然堆積と考えられる。第5層はロームブロックを多く含み，壁が崩落している南壁際

にのみ堆積していることから崩落土と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・鹿沼パミス′トブロック微量
2　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子微量
4　極暗褐色　ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

5　暗褐色　ロームブ
6　暗褐色　ロームブ
7　褐　　色　ロームプ

ロック中量
ロック少量

ロック中量

遺物出土状況　縄文土器片189点が，主に覆土下層に廃棄されたような状態で出土している。6007の鉢と6008

の深鉢片は覆土中層から出土している。

－330－



所見　覆土下層に遺物の集中がみられ，一括廃棄された様相を呈している。時期は覆土下層に廃棄された遺物

から，中期後葉（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

A30．0m A．
一　　旦29．2m

6807　　TP6013　B’

．°－．

0　　　　　　　　　　　　　　　2m
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第310図　第1473号土坑・出土遣物実測図
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第311図　第1473号土坑出土遺物実測図

第1473号土坑出土遺物観察表（第310・311図）
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番　号 種　別 器　種 口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土 焼成 色　調 出土位置 備　考

6007

縄文土器 鉢 ［38．2】 （24．7） － H 綾部無文。胴部上位は沈線

が沿う隆帯文。R Lの単節縄

文を縦方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通 赤褐 覆土中層

6008

縄文土器 深　鉢 ［25．5］ （12．5） － ロ縁部は隆帯による渦巻文。

胴部は懸垂文間を磨り消す。

地文はLR の単節縄文。

長石・石英

・雲母

普通 暗赤褐 覆土中層

TP6011

縄文土器 探　鉢 － （8．0） － 口縁部は隆帯による渦巻文。

胴部は懸垂文間を磨り消す。

地文はLR の単節縄文。

長石・石英

・雲母

普通 暗赤褐 覆土下層

TP6012

縄文土器 探　鉢 － （7．7） － 口綾部は隆帯による渦巻文。

胴部は懸垂文間を磨り消す。

地文はR Lの単節縄文。

長石・石英

・雲母

普通 にぷい褐 覆土下層

TP（1013

縄文土器 探　鉢

－

（7．5） － 口緑部は隆帯による区画文。

区画文内は刺突文を充填。R

Lの単節縄文を縦方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通 黒褐 覆土下層

TP6014

縄文土器 探　鉢 （10．0） － 胴部上位は2本一組の隆帝に

より文様を描出。区画文内は

沈線文を充填している。

長石・石英

・雲母

普通 にぷい橙 覆土下層

TP6015

縄文土器 探　鉢 （8．6） － 頚部は2条一組の沈線文間を

磨り消している。R Lの単節

縄文を横方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通 にぷい黄橙 覆土下層

第1476号土坑（第312図）

位置　調査2区の北部，D3b2区。住居跡群城に位置する。

重複関係　覆土上面を第165号住居の土器埋設炉が掘り込んでいる。第1360・1391・1423号土坑と重複するが，

新旧関係は不明である。

規模と形状　開口部の平面形は，長径2．22m，短径1．92mの楕円形である。深さは30cmで，壁はほぼ直立す

る。ピットは3か所で，Plは壁際に，P2とP3は中央部に位置している。Plはピットの南東壁際の底面に

深さ5cmの小ピットがある。ピットの深さはPlが61cm，P2が89cm，P3が47cmである。

覆土11層に分層され，第1～3層は第165号住居跡の炉の覆土と掘り方の土層である。第4～7層は本跡の

主体となる覆土で，レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。第8～10層は本跡のP2の覆

土，第11～14層は本跡のPlの覆土である。

－332－



土眉解説
4　暗褐色
5　黒褐色
6　黒褐色
7　黒褐色
8　黒褐色
9　極暗褐色

ローム小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
ローム小ブロック中量，炭化粒子微量
ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
ローム小ブロック中量

10　暗褐色　ローム小ブロック中量
11黒褐色　ローム小ブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
12　黒褐色　ローム粒子中量

13　黒褐色　ローム小ブロック中量，鹿沼パミス粒子微量
14　暗褐色　ローム小ブロック中量，鹿沼パミス粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片81点が出土している。6009の深鉢はP3の覆土から，TP6016の深鉢片はPlの底面

から出土している。

所見　時期は，ピットから出土した6009から中期後葉（加営利EⅢ式期）と考えられる。

（勘　　　㌔。。2

第312図　第1476号土坑・出土遺物実測図
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番 号　 種 別 庫 種
腰 km ）器離 cm ）底飢 m ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調　 出土位置施　 考

［軸脚 縄文土㌍ 25つ 26つ 849 口唇部直下は沈線文。以下は沈

線による渦巻文を起点に懸垂文

間を磨り消す。R L の単節縄文。

長石や石英 普通 褐灰　　　 P 3風刺

にぷい褐　 i

縄文土器　 深　 鉢 十7．第 目線部は隆帯による渦巻文。 長石 も石英 普通 黒褐　　　　 P l底面

TPhOl（1 R L の単節縄文を縦方向に施 6雲母
i＋ ＋＋＋ i 文。

TP醐け 縄文土㌍ 鉢

［　　　　 ［

（6－㌦ つ 目線部は隆帯による渦巻文。

L R の単節縄文を横方向に施

文。

長石 藩 粛

1雲母

普通 橙　　 覆　 土i

i

l　′＿，L－．テ　　＿‥　ノ言．：　ユ　ー　ご

位置　調査2区の北部，C射区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1477号土坑に南側をタ　第摘鋸号土塊に北側を掘　込まれている。

規模髪形状　開口部の平面形は長径。飢m　短径。凱mの楕円形である。深さは30cmでタ壁は外傾して立ち

上がる。底面は平坦である。ピットはiか所で汐　酋壁寄りに位置しタ深さが4鮎mである。P　は本跡のピット

としたがタ　壁寄りに位置するピットとしてば小形であることからタ　本跡に伴わない可能性もある。

啓羞　5層に分層される。レンズ状に堆積していることから芦　自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロックや炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
3　極暗褐色　ローム小ブロック少量

4　黒褐色　ローム小ブロック中量

5　暗褐色　ロぬ叫ムブロック少量

遺物出羞状況　縄文土器片54点が覆土から出土している。6010の深鉢は壁際の底面から横位の状態で出土して

いる、、

新風　時期は，底面から出土した6鋸0の深鉢から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第割　図　第1478号土坑実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！－‥‥、1－－1T1－　‥「‥」
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第314図　第1478号土坑出土遣物実測図

第1478号土坑出土遺物観察表（第314図）

番　 号 種　 別 券　 種 口径 （cm ） 器 高 （cm ） 底 径 （cm ） 文 様 の 特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出土 位 置 備　 考

60 10

縄 文 土 器 深　 鉢 ［30．1］ 39．5 1 1．4 口 緑 部 は洗 練 が 沿 う細 い 隆 帯

文 。 R L の 単節 縄 文 を縦 方 向

に施 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 に ぷ い 橙 底　　 面 上 半 ス

ス付 着

P L 4 9

T P 60 18

縄 文 土 器 探　 鉢 － （10．2）
－ 口緑 部 は 隆 帯 に よ る 区 画 文 。

区 画 文 内 は縦 位 の沈 線 文 を充

填 。 胴 部 は R L の 単 節 縄 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 黒 褐 覆　　 土

第1479号土坑（第315図）

位置　調査2区の北部，C3gO区。住居跡群城に位置する。

重複関係　第1482号土坑に西側を掘り込まれている。第1481号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　開口部の平面形は円形で，規模は現状では径1．94m程度である。底面はほぼ平坦である。確認面

からの深さは24cmであり，壁は直立する。

覆土　3層に分層される。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック微量
2　暗褐色　ローム小ブロック少量

3　暗褐色　ローム小ブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片19点が出土している。6011の探鉢は底面から出土している。
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所見　時期は，底面から出土した6011の深鉢から中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

第315図　第1479号土坑・出土遺物実測図
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第摘開音士坑出土遺物観察表　第別図）

番 号　種 √「嘉‾‾‾‾‾‾‾‾‾壷恒径km薄 離cm）底径km） 文様の特徴 胎 土　極成 色　調 出土位可 備 考

訂 岨 ㌍ 雪 錮 日 当 摘

i

波頂部に渦巻文を施す4単位の
波状日録。口唇部直下はキザミを
有する隆帯文。RLの単節縄文。

璧㌫ 石英！普通 橙 底 面声

第摘鵬尊堂坑（第3160317図）

位置　調査2区の北部，監3g9区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1481号土坑を掘り込み，第1482号土塊に掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は，第148101482号土坑と重複しているため，現状では長径2。26m，短径1。98m

の楕円形と推定される。底面はほぼ平坦である。確認面からの深さは42cmであり，壁は内偵して立ち上がる。

酋壁だけは崩落しているためか，外傾して立ち上がる。ピットは2か所で，いずれも壁際に位置している。

ピットの深さはPlが53cm，㌘2が42cmである。

尊堂　5層に分層される。第28485層はロームブロックを多く含み，特に第4層は内傾する壁が崩落した

と考えられる酋壁際付近に堆積にしていることから，崩落士と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　褐　色　ローム小ブロック多量
3　黒褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子微量

4　暗褐色　ロームブロック中量
5　暗褐色　ローム小ブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片198点，剥片3点が覆土から出土している。6012の深鉢は覆土下層から出土してい

る。・）

所凰　時期は，覆土下層から出土した6鋸2の深鉢から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

SK1482

第割　図　第1480号土坑実測図

SK1479

0　　　　　　　　2m

L＿．＿＿＿＿L＿＿二＿＿＿二＿」
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第317図　第1480号土坑出土遺物実測図

第1480号土坑出土遺物観察表（第317図）

番　 号 種　 別 器　 種 口 径 （cm ） 器 高 （cm ） 底 径 （cm ） 文 様 の 特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出 土 位 置 備　 考

60 12

縄 文 土 器 深　 鉢 （36．3） 11．4 口緑 部 と胴 部 の境 に 隆 苗 文 。

R L の単 節 縄 文 を 縦 方 向 に施

文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 に ぷ い 赤 褐 覆 土 下 層 上 半 ス

ス付 着

第1487号土坑（第318図）

位置　調査2区の北部，C4gl区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1493号土坑との新旧関係は，出土土器から本跡が新しい。第1492号土坑と重複しているが，新旧

関係は不明である。

規模と形状　開口部の平面形は，第1492号土坑と重複しているため，現状では長径2．26m，短径1．96mの楕円

形と推定される。底面はほぼ平坦で，平面形は長径2．24m，短径2．10mのほぼ円形である。確認面からの深さ

は52cmで，壁は内傾する。

覆土　7層に分層される。各層とも壁際から流れ込んだような堆積状況であることから，自然堆積と考えられ

る。
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土層解説
1　黒褐色　ロームブロック少量，炭化物微量
2　黒褐色　ローム小ブロック少量，炭化物微量
3　黒褐色　ローム小ブロック・炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム′トブロック少量

5　暗褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
6　暗褐色　ロームブロック微量
7　黒褐色　ロームブロック・炭化物微量

遺物出土状況　縄文土器片149点，敲石1点，石鉄1点，剥片4点が，主に覆土下層から出土している。6013

の探鉢は，西壁際の覆土下層から横位の状態で出土している。

所見　時期は，6013の探鉢が覆土下層から出土していることから中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第318図　第1487号土坑・出土遺物実測図

一重臓02
0　　　　　　　　3cm

！　i　！
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第路紺号士坑出土遺物観察表　第別図）

番　号　 種　 別 器 種 厄 径（cm ）庫 高（cm ）
i

底径km ）　　　　 文様の特徴 胎　 土
l

焼成 色 調　 桓 土位置 備　 考

縄文土器
6013

深 鉢 「 5つ 31つ 錮 ！眼鏡状把手。目線部は細い隆帯

iによる波状文誹賠汚は洗練によiり描出。地文はL R の単節縄文。

長石e石英 普通 にぷい橙 i′覆土欄 P L∠拶

番　 号 器　 種
計　 測　 値　　 i　 餌

特　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

i
長さ五m 恒 m 恒 km ）重量ね ）材　 質

Q 6001 敲　　 石 e　 巨 2 日 ・中　 錮・中 砂　 岩 下端に敲打痕あり。凹石に併用。 覆土下層 P L 62

Q 6002 石　　 鉄 2．2
i

聖 ⊥ 空 と 。⊥
＿ 聖と1 竺 二と 縦長剥片を素材。基部中央が大きく湾入，。 覆　　 土 P L 与り

第摘約号蓋坑（第319・320図）

位置　調査2区の北部タ　C4gユ区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1492号土坑と第484号ピッ吊こ掘り込まれている。第1487号土坑との新旧関係はタ　出土土器から

本跡が古い。第ユ544号土塊と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　開口部の平面形は，第148781544号土坑と重複しているため言乳状では長径工花町　短径1。52m

の楕円形である。底面はほぼ平坦でタ　平面形は長径1。88m，短径1。48mの楕円形である。確認面からの深さは

37cIllで，壁は内傾して立ち上がる。∴重複している北壁から南東壁にかけての壁はほぼ直立している。

尊堂　3層に分層される。各層ともにほぼ水平に堆積していることからプ　自然堆積と考えられる。

土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム小プロぁツク少量

3　暗褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片12点．打製石斧1点が，主に覆土下層からLLH二している。TP6019の深鉢片は覆土

下層から出土している。

新風　時期は，覆土下層から出土したTP6019の深鉢片から中期中葉（阿王台Ⅲ。Ⅳ式期）と考えられる。

第割　図　第1493号土坑実測図

0　　　　　　　　2m

！　　　－仁　　一－」
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第320図　第1493号土坑出土遺物実測図

第1493号土坑出土遺物観察表（第320図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　　；　　　！

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

TP6019

縄文土器深　鉢－ （15，3）－口唇部直下に押庄文を有する

隆帯を巡らしている。櫛歯状

工具による波状の条線文。

長石・石英

・雲母

普通黒褐 覆土下層

番　号器　種
計　　測　　値

材　　質 特　　　　　　　 徴 出土位置備　　考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

Q6004打製石斧8．4 3．9 1．2 56．1 砂　　岩片面調整。裏面に原礫面を残す。 覆土下層

第1495号土坑（第321図）

位置　調査2区の北部，C3g7区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1496号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　開口部の平面形は，長径2．88m，短径2．32mの楕円形である。底面はほぼ平坦で，平面形は長径

2．88m，短径2．30mの楕円形である。確認面からの深さは88cmである。壁は北壁から東壁にかけては内傾し，

それ以外は直立する。ピットは6か所で，いずれも壁際に位置している。ピットの深さは，Plが36cm，P2

が22cm，P3が40cm，P4が27cm，P5が55cm，P6は30cmである。

覆土11層に分層される。第8・9・11層は壁が直立する西壁側から堆積し，ロームブロックを多く含むこと

から，内傾する壁が崩落したものと考えられる。第1～7層はレンズ状に堆積していることから，自然堆積と

考えられる。

土層解説
1　黒褐色
2　黒褐色
3　黒褐色
4　黒褐色
5　黒褐色
6　暗褐色

ローム小ブロック・炭化粒子少量
ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
ロームブロック少量，炭化粒子微量
ロームブロック中量，炭化粒子微量
ロームブロック・炭化粒子中量
ローム小ブロック中量，炭化粒子微量

7　黒褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
8　黒褐色　ロームブロック中量
9　黒褐色　ロームブロック少量

10　暗褐色　ロームブロック多量，鹿沼パミスブロック少量
11極暗褐色　ローム小ブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片204点，剥片2点が，覆土から出土している。6016の探鉢片は壁際の底面から出土

している。

所見　時期は，底面から出土した6016の探鉢片から中期後菓（加曽利EII式期）と考えられる。
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第321回　第1495号土坑・出土遺物実測図

第1495号土坑出土遺物観察表（第321図）

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　　　　；　　　！

・・一吋；艶†、乾f．I廓，

l6。21

番 　 号 種 　 別 器 　 種 口 径 （c m ） 器 高 （ c m ） 底 径 （ c m ） 文 様 の 特 徴 胎 　 土 焼 成 色 　 調 出 土 位 置 備 　 考

6 0 1 6

縄 文 土 器 探 　 鉢 － （ 1 0 ．4 ） ［ 1 3 月 ］ 胴 部 は 沈 線 に よ る 3 粂 一 組 の

懸 垂 文 間 を 磨 り 消 し て い る 。

地 文 は L R の 単 節 縄 文 。

長 石 ・ 石 英 良 好 に ぷ い 褐 底 　 　 面
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Z埜 」 〔恒 日 中 器 種 口径（cm ）器高（cm ）底径（cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 i備 考

TP6020 i縄文土㌍
－ （7．5）

… 目線部は沈線が沿う2本一一一線 長石 ・石英 良好 にぷい褐 覆土中層

の隆帯により文様を描出。地

文はR L の単節縄文。

さ雲母 i

1；恒 土器 i深 鉢

TP602日
－ （6．2） － 胴部は沈線による3 条一組の

懸垂文間を磨 り消 している。

長石 ・石英

e雲母

良好 橙 覆土上層 i

i地文はR L の単節縄文。

縄文土器　 深　 鉢 － （7．の － 口唇部は半裁竹管による刺突 長有 ・石英 良好 にぷい赤褐 覆土中層　 内面炭
T P6022 i i 文。目線部は半裁竹管による ！化物付

平行洗練文。 i着

第相関考量琉（第3226323図）

位置　調査2区の北部，C3hO区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1507号士坑に掘り込まれている。第1549号土坑との新旧関係は，出土土器から本跡が古い。

規模藍形状　第1507の1549号土坑と重複しタ　東壁は崩落していると考えられるためタ　本来の開口部は復元でき

ないがタ　現況では平面形は長径1。50m，短径1。32mの楕円形である。底は鹿沼パミス層の上面を底面とし，ほ

ぼ平坦である。底部の平面形は長径。粥m　短径ま。74mの楕円形である。確認商からの深さは6おmで　壁は

東壁だけが直立する以外は内傾する。

淫蓋　9層に分層される。第9層は床面中央部に凸状に堆積した土層でタ　開口部から流入した最下層である。

第6～8層は壁際に堆積しク　ロームブロックを多く含む土層で，内傾した壁の崩落土と考えられる。第1～5

層はレンズ状に堆積していることからタ　自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム小ブロックさ炭化粒子微量
4　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
5　黒褐色　ロームブロック・炭化物微量

6　黒褐色　炭化粒子少量，ローム小ブロック微量
7　極暗褐色　ローム小ブロック中量，炭化物微量
8　黒褐色　ロームブロック少鼠　鹿沼パミス粒子少量
9　窯褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出藍状況　縄文土器片121点が出土している。遺物は覆土中層から上層にかけて廃棄されたような状態で

出土している。6019の6020の探鉢は覆土上層から，6021の深鉢は覆土下層（第7層）から出土している。

所凰　土器の多くは覆土中層から上層にかけて廃棄されたような状態で出土していることから，東壁が崩落し

た直後に廃棄されものと考えられる。時期は，遺構の新旧関係や出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考

えられる。

第誤聞　第1506号土坑実測図
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第323図　第1506号土坑出土遺物実測図

第1506号土坑出土遺物観察表（第323図）

番　 号 種　 別 器　 種 口 径 （cm ） 器 高 （cm ） 底 径 （cm ） 文 様 の 特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出土 位 置 備　 考

60 19

縄 文 土 器 深　 鉢 ［28．3］ （16．1） － 4 単 位 の 山 形 状 把 手 。 口唇 部

直 下 に キ ザ ミ を 有 す る 隆 帯

文 。 L の 無 節 縄 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 黒 褐 覆 土 上 ・

中層

ス ス 付

着

6 02 0

縄 文 土 器 探　 鉢 ［2 5．7］ （2 1．5） － 口 唇 部 直 下 に キ ザ ミ を有 す る

隆 帯 文 。 L の 無 節 縄 文 を縦 方

向 に 施 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 に ぷ い橙 覆 土 上 層 上 半 ス

ス付 着

60 2 1

縄 文 土 器 深　 鉢 ［35．0］ （15．4） － 口 唇 部 直 下 に隆 帯 文 。 L の 無

節 縄 文 を縦 方 向 に施 文 。

長 石 ・雲 母

・針 状 鉱 物

普 通 にぷ い褐 覆土 下層 上 半 ス

ス付 着
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第1511号土坑（第324～327図）

位置　調査2区の北部，C3i5区。住居跡群城に位置する。

重複関係　第1512号土坑の南西側を掘り込み，第1518号土坑に南東側を掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は，現状では長径2．20m，短径1．60mの楕円形と推定される。底面はほぼ平坦

で，平面形は長径2．50m，短径1．94mの楕円形である。確認面からの深さは54cmである。壁は内傾して立ち

上がり，土層では第1512号土坑と重複している北東壁だけが直立することが確認されている。

覆土　5層に分層される。第5層は床面の中央部に凸状に堆積しているローム小ブロックを多量に含む土層

で，一度に堆積した状況から人為堆積と考えられる。第1～4層はレンズ状に堆積していることから，自然堆

積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・炭化物微量
2　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

4　黒褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム小ブロック多量

遺物出土状況　縄文土器片114点，磨製石斧1点が出土している。主な遺物は第5層上面付近の覆土中層ある

いは第5層が堆積していない壁際の底面付近から廃棄されたような状態で出土している。6022・6023の探鉢は

壁際の覆土下層から横位の状態で出土している。

所見　遺物の多くは第5層が堆積した後に廃棄されたものと考えられる。時期は，出土土器から中期後菓（加

曽利EI式期）と考えられる。
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第324図　第1511号土坑・出土遺物実測図
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第325図　第1511号土坑出土遺物実測図（1）
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第326図　第1511号土坑出土遣物実測図（2）
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第327図　第1511号土坑出土遺物実測図（3）

第1511号土坑出土遣物観察表（第324～327図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　」　　　」

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

6022

縄文土器深　鉢28．6 38．0 11．6 ロ縁部は隆帯による横S字伏文。

LRの単節縄文を隆帯上は横方

向に，それ以外は縦方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通黒褐

橙

覆土下層底部網

代痕

PL50

6023

縄文土器深　鉢－（44．5）13．1胴部は半裁竹管による平行沈

線文で文様を描出。LRの単

節縄文を縦方向に施文。

長石・雲母普通にぷい橙覆土下層

6024

縄文土器深　鉢［31．4］【45．0］11．9 RLとLRの単節縄文を縦方

向に施文。

長石・石英

・雲母

普通黒褐

にぷい褐

覆土下層

6025

縄文土器深　鉢－（13．2）－眼鏡状把手。口緑部と頚部の

境に隆帯文。頸部は沈線文。

長石・石英

・雲母

普通橙 覆土中層

6026

縄文土器探　鉢［17．8］（8．5）－目線部と頸部の境に隆帯文。

口緑部は隆帯による波状文。

頚部は沈線文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい赤褐覆土中層P6025
と同一

個体
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番 号　 種 別 桓 種 口径（cm ）器高（cm ）底径（cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

6027

［23．2］ （22．8） － 眼鏡状把手。日縁部は沈線を有す

る隆帯文。胴部は半裁竹管による
平行沈線文。L R の単節縄文。

長石 ・石英 普通 黒褐 覆土中層

縄文土器十深　 鉢 － （2私扇 － 胴部は沈線 により文様 を措 長石 ・石英 普通 橙 覆士中層

TPbO2b

l

出。L R の単節縄文を縦方向

を施文。
・雲母

TP軸27 縄文土器 i深 鉢
－ （6．3） － 目線部は背に沈線を有する隆

帯文と半裁竹管による平行沈

線文を巡らしている。

長石 ・石英 普通 にぷい赤褐 覆　　 土

番　 号 器　 種
計　　 測　　 値 i材 質

特　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考唇 さ（cm ）庫 cm）
厚さ（cm ） 重量（g ）

Q 6009 磨製石斧 （6・3） 巨 4
2．8 （153．3） 砂　　 岩 器体研磨入念。 覆土下層

第臓帽尊堂坑（第328～330図）

位置　調査2区の北部，C3i6区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1511号士坑に南西部を掘り込まれている。

親機と形状　開口部は第1511号土塊に掘り込まれているため，南西側は残存していないが，現状から径1。12m

程度の円形と推定される。底は鹿沼パミス層の上面を底面とし，ほぼ平坦である。確認面からの深さは72cm

である。壁は下位からくびれ部にかけて内傾し，くびれ部から上位にかけては直立する。底面からくびれ部ま

での高さは，54cmである。

覆土　上位から中位にかけて第1511号土坑に掘り込まれているため，確認できた土層は下位に堆積している2

層である。最下層の第2層はローム小ブロックと炭化物を含む土層で，遺物が集中して出土していることか

ら，遺物の廃棄活動に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロック微量 2　極暗褐色　ローム小ブロック中量，炭化物微量

遺物出藍状況　縄文土器片126点，石核1点が覆土下層から出土している。6029・6030の深鉢，6031の深鉢片，

6032の浅鉢片，6033の鉢片は，いずれも廃棄されたような状態で出土している。

新風　第2層に遺物の集中がみられ，一括廃棄されたことがうかがわれる。時期は，廃棄された土器から中期

中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

＼溌

第3調図　第1512号土坑実測図

6031　　　　　6029

0　　　　　　　　　　　　　　　2m
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第329図　第1512号土坑出土遺物実測図（1）

ー350－



、－

番　号 種　別 器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土 焼成 色　調 出土位置備　考

6029

縄文土器深　鉢 ［22．9］ 34．0 7．7 口緑部は結節沈線文が沿う隆苛

文。胴部は隆帯により縦位に4分

割。沈線による上下対向弧線文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい赤褐覆土下層上半ス

ス付着

PL50

6030

縄文土器深　鉢 24．7 32．7 10．1 口唇部直下は隆帯による波状

文。地文はLRの単節縄文。

長石・石英普通にぷい橙 覆土下層上半ス

ス付着

PL50

6031

縄文土器深　鉢 ［31．8］ （25．5） 口唇部直下は交互刺突による

連続コの字状文。以下は沈線

文。地文はLRの単節縄文。

長石・石英

・雲母

良好黒 覆土下層

6032

縄文土器浅　鉢 （52．6） （18．8） 10．0 無文。 長石・石英

・雲母

普通にぷい褐 覆土下層
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番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器高 （cm ） 底径 （cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

6033

縄文 土器 鉢 ［2 1．2］ 7．6 ［7．9］ 無 文。 長石 ・石 英

・雲母

普通 にぷい赤褐 覆土下層 内 ・外

面赤彩

第1514号土坑（第331図）

位置　調査2区の北部，C3f7区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第11号井戸に掘り込まれている。第1503・1538・1547号土坑と重複するが，新旧関係は不明である。

規模と形状　開口部の平面形は，長径2．36m，短径2．20mのほぼ円形である。底面はほぼ平坦で，確認面から

の深さは64cmである。壁は一部が外傾するが，ほとんどは直立している。ピットは4か所で，いずれも壁際

に位置している。ピットの深さは，Plが41cm，P2が34cm，P3が43cm，P4が24cmである。

覆土　2層に分層される。ほぼ水平に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム／トブロック少量，炭化粒子微量 2　暗褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片11点，土製耳飾1点が出土している。遺物は，第1層の下部から第2層の上部にか

けて出土している。なお，TP6029は，第1547号土坑の遺物である可能性がある。

所見　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

－352－

第331図　第1514号土坑・出土遺物実測図
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第ヱ5ユ4号土坑出土遺物観察表（第331図）

i番　 号　 種　 別 澤 種 口径 （c m ） 器 高 （cm ） 底 径 （cm ） 文 様 の特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出土 位 置 備　 考

縄 文 土 器　 深　 鉢 － （8．0） － 胴 部 は 洗 練 に よ る 3 条 一組 の 長 石 ・石 英 良好 暗 赤 褐 覆 土 上 層

T P 60 28 懸 垂 文 間 を磨 り消 す 。 地 文 は

L R の単 節 縄 文 。

縄 文 土 器　 深　 鉢 － （7．5） － 胴 部 は沈 線 に よる 懸 垂 文 間 を 長 右 ・石 英 良 好 に ぷ い褐 覆 土 下層

T P 6 02 9 i 磨 り消 す 。 R L の 単 節 縄 文 を

縦 方 向 に施 文 。

・雲 母

縄 文 土 器　 探　 鉢 － （8，5） － 胴 部 は沈 線 に よ る 懸 垂 文 間 を 長 石 ・石 英 良好 灰 褐 覆土 下層

T P bO jO 磨 り消 す 。 L R の単 節縄 文 を

縦 方 向 に 施 文 。

・雲 母

計　　 測　　 値 i 胎土 ・色調 i 特　 徴
出土位置 備　　 考［：コ ‖

号　 器　 孝
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

刑 00 2 序　 飾 4 ・1 日 掴 ］
2．9 （3 0の 長 石 石 英 褐 灰 極 線 に よ り 文 様 を 描 出 。

覆 土 下 層 P L 5 8

第臓2号羞琉（第332ゆ333図）

位置　調査2区の北部，C勘区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1527号士坑を掘り込み，第177号住居に東側上面を掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は，現状では長径2。18m，短径1。80mの不整楕円形である。底面はほぼ平坦で，

確認面からの深さは30cmである。壁は外傾して立ち上がる。

尊堂　5層に分層される。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ロームブロックの炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

2m

4　黒褐色　ローム粒子少量
5　極暗褐色　ロームブロックの炭化粒子微量

可
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遺物出土状況　縄文土器片44点が出土している。6036の探鉢は底面から横位の状態で出土している。

所見　時期は，底面から出土した6036の探鉢から中期復業（加曽利EI式期）と考えられる。

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器高（cm ）底径 （cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

60 36

縄 文土器 確　 鉢 25．3 33．1 ［10．4］ 口唇部外面 に渦巻文 を有す る

突起。 口縁部 は隆帯 によ り文

様 を描出。 L R L の複節縄文。

長石 ・石英 普通 にぷい褐 底　　 面

第1536号土坑（第334・335図）

位置　調査2区の北部，C3i6区。住居跡群城に位置する。

重複関係　第1537号土坑の東側を掘り込んでいる。第1584号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　開口部の平面形は楕円形と推定され，規模は長径2．45m，短径1．65mである。底は鹿沼パミス層

上面を底面とし，ほぼ平坦であるが，第1537号土坑の覆土を底面とする範囲ではわずかに沈んでいる。底面の

平面形は長径2．62m，短径1．96mの楕円形である。確認面からの深さは92cmである。壁は崩落していると考

えられる北壁以外は内傾する。

覆土11層に分層される。第9～11層はローム粒子を多く含む褐色土で，底面中央に凸状に堆積していること

から，短期間に埋め戻された人為堆積と考えられる。第1～8層はレンズ状に堆積していることから，自然堆

積と考えられる。
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土層解説
1　黒褐色
2　黒褐色
3　黒褐色
4　黒褐色
5　極黒褐色
6　暗褐色

ローム粒子少量
ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
ローム小ブロック・炭化粒子微量
ローム小ブロック少量
ロームブロック少量，炭化粒子微量
ローム粒子中量，鹿沼パミス粒子微量

7　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
8　黒褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子微量
9　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
10　褐　　色　ロームブロック中量
11褐　　色　ローム小ブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片45点，磨製石斧片1点が出土している。遺物は壁際の覆土中層に集中して出土して

いる。6040の探鉢は，覆土中層の下部から破片の状態で出土している。

所見　遺物が壁際の覆土中層の下部に集中して出土している状況は，それらの遺物が凸状に堆積した第9～11

層上面に廃棄され，壁際に転落したと考えられる。時期は，覆土中層の下部から出土した6040の深鉢から中期

後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第334回　第1536号土坑・出土遺物実測図
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第335図　第1536号土坑出土遺物実測図

第1536号土坑出土遺物観察表（第334・335図）

10cm

」　　＿＿呈　　　！

番　号種　別券　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

6040

縄文土器深　鉢21．1 （30．2）－口緑部直下に隆帯を巡らして

いる。RLの単節縄文を縦方

向に施文。

長石・石英

・雲母

普通黒褐

にぷい褐

覆土中層PL49

6041

縄文土器探　鉢［200］（20．8） ロ縁部は渦巻文を有する突起

を起点に2本一組の隆帯文。

地文はRLの単節縄文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい褐覆　　土上半ス

ス付着

6042

縄文土器深　鉢［18．0］（10．1）－口緑部は隆帯文。地文はRL

の単節縄文。

長石・石英普通灰褐 覆土中層

TP6031

縄文土器深　鉢－ （14．2） 目線部は隆帯文。区画文内は縦

位の沈線文。胴部は沈線による

懸垂文。地文はRLの単節縄文。

長石・石英

・雲母

普通暗褐 覆土上層
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番　 号 種　 別 器 種 恒 径 cm）器高 cm）底径行m） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

TPbOjユ

縄文土器 探 鉢 「 「 つ 目線部は2 本一組の隆帯によ

り文様を描出。胴部はL R の

単節縄文を縦方向に施文。

長石 ・有薬 普通 窯褐 覆土中層

T PbOjj

縄文土器′… 「 「 つ 口唇部直下に交互刺実による連

続コの字状文。沈線を有する隆

帯により描出。R Lの単節縄文。

…長石 e石英

・雲母

普通 暗赤褐 覆　　 土

縄文土器 深　 鉢　　　　　 （5．8） ！ 目線部は隆管による渦巻文。 長石 ・石英 普通 暗赤褐 覆　　 土

TP60対 R L の単節縄文を縦方向に施

文。

TP（10j5

縄文土器 深 鉢 「 「 つ R L の単節縄文を縦方向に施

文。

長有 ・石英

・皇母

普通 黒褐 覆土中層

T PbOjb

縄文土器 深　 鉢　　　　　　 （7の 半裁竹管による平行沈線文を

巡らしている。L R の単節縄

長石 さ石英 普通 にぷい橙 覆　　 土

i 文を縦方向に施文。

∴∴∴‾二　1′一・／′言∴　三三㍉ぐ

位置　調査2区の北部タ　¢3i6区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第鼠536号土坑に東側を掘り込まれている。第1584号土塊と重複しているがタ　新旧関係は不明である。

規模藍形状　開口部の平面形は　第蟻罰号士坑に掘　込まれているため　長径。糾m　短径。鋸mの楕円形と

推定される。底面はほぼ平坦で　平面形は長径。閥m　短径。謝mの楕円形である。確認面からの深さは

且28cmである。壁は下位から中位にかけて内懐して立ち上がる。くびれ部より上位はほぼ直立する。底面から

くびれ部までの高さは平均で98clllである、－）

尊堂　摘層に分層される。第　の摘層は　ローム粒子を多く含む褐色土で，床面中央に凸状に堆積しているこ

とからタ　短期間に埋め戻された土層と考えられる。第1～8層はほぼ平行に堆積していることから資　それらの

層は自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子ゆ焼土粒子e炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロックe焼土粒子や炭化物少量
3　黒褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック中量
5　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

6　黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子を焼土粒子8鹿沼パミス小ブロック微量
7　黒褐色　ローム小ブロック少量，鹿沼パミス小ブロック微量
8　黒褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
9　褐　色　ローム粒子e鹿沼パミス小ブロック少量
1（）褐　色　ローム粒子・鹿沼ノ〈ミス粒子中量

遺物出藍状況　縄文土器片開点　土製耳飾　点　石錘　点が出土している。6043の深鉢は覆土中層（第6層）

から，604∠tの深鉢片は底面から出土している。

新風　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

－／　　　　　　－、＼
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第337図　第1537号土坑出土遺物実測図

第1537号土坑出土遣物観察表（第337図）

0　　　　　　　5cm

亡．＿＿＿」

番　号 種　別 器　種 U径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土 焼成 色　調 出土位置 備　考

6043

縄文土器深　鉢 29．8 （22．9） － 無文で，研磨している。 長石・石英

・雲母

普通 にぷい橙

褐灰

覆土中層 底　部

網代痕

6044

縄文土器 深　鉢 － （15．7） 10．0 Lの無節縄文を縦方向に施

文。

長石・石英

・雲母

普通 にぷい黄橙 底　　 面

番　号 器　種
計　　 測　　 値

胎土・色調 特　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考
［良さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

DP6005 耳　　 飾 3．0 3．0 1．9 15．7 長石・石英・雲母　にぷい橙中央部に円孔。無文。 覆土下層 P L58
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器　 種
計　　 測　　 値

材　　 質 特　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考弓‾ 長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

Q 60 14 石　　 錐 （3．1） 1．4 0．6 （1．4） チ ャー ト 両面調整。側線 に押圧剥離調 整 を施す。 覆　　 土 P L 6 2

第1539号土坑（第338・339図）

位置　調査2区の北部，C3j4区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1540号土坑の西部を掘り込んでいる。

規模と形状　開口部の平面形は，北半の内傾する壁が崩落しているため本来の規模は不明であるが，現状では

径2．52m程度の円形である。底面はほぼ平坦で，平面形は長径2．70m，短径2．34mの楕円形である。確認面か

らの深さは48cmである。壁は崩落している北壁付近以外は内傾する。ピットは3か所で壁際に位置している。

ピットの深さは，Plが46cm，P2が21cm，P3が55cmである。

覆土　7層に分層される。第7層はP3の覆土上層である。第4・5層はロームブロックを多く含み，内傾す

る壁が崩落している北西壁側から堆積していることから，崩落土と考えられる。第1～3層は平行に堆積して

いることから自然堆積と考えられる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
3　暗褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

⑥

5　暗褐色　ロームブロック中量，鹿沼パミス粒子微量
6　黒褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
7　黒　色　ローム小ブロック・焼土粒子微量

＼・、　　　　　　　＿ノ／

叫

第338図　第1539号土坑実測図
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第339図　第1539号土坑出土遺物実測図
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遺物出丑状況　縄文土器片94点が覆土から出土している。6045の採鉢は底面から，60壷の深鉢は覆土中層から

出土している。

新風　時期は，6045の深鉢が底面から出土していることから中期複葉（加曽利EI式期）と考えられる。

第鼠539号士坑出土遺物観察表（第339図）

番 可 種 別 極 種 口径 （cm ）庫 高 cm ）底径 k m ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

縄文土器　 深　 鉢 ［26の　　 42．4　　　 日2 眼鏡状把手。日縁部 は背に洗練 長石 の石英 普通 にぷい赤褐 底　　 面 上 半 ス

鮒45 i

ぎ】

を有す る隆帯 と隆帯 による剣

先状文。地文はR L の単笛縄文。

ス付着

P L 50

縄 文土器　 深　 鉢 ［31劇 ！ （36潮 口縁部 は 2 本一組 の隆帯 に よ 長 石 ・石英 普通 黒褐 覆土 中層
皇 d＿＿＿＿＿＿ル＿＿＿＿＿ i

i

るクランク文。胴部は洗練に よ

り文様を描出。L R の単節縄文。

・雲母 にぷい橙

窮臓那考量琉　第凱　0　姐図）

位置　調査2区の北部，C3i5区しつ日朝亦群域に位置する。、

重複関係　第路的号士坑の東部を掘り込んでおり　第祁号ピットに掘り込まれている。第路符号士坑との新

旧関係は出十十器から本跡が新しい、－、

規模藍形状　開口部の平面形は　現状では径の凱mの円形である。底面はほぼ平坦でタ　確認商からの深さは

・・13clllである。、壁は南壁付近が外傾する以外は内傾する。二、

啓羞　6層に分層される。第6層はロームブロックを多く含みタ　壁が外傾する南壁側から堆積していることか

ら，人為堆積と考えられる。それ以外の層は平行に堆積していることからタ　自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子微量　　　　　　4　極暗褐色　ロームブロック少量
2　極暗褐色　ローム小ブロック少量　　　　　　　　　　　　　5　極暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム小ブロック少量　　　　　　　　　　　　　6　暗褐色　ロームブロック多量

遺物出立状況　縄文土器片19点芦　右横2点が出土している。6047の深鉢は底面から横位の状態で出土している。

所凰　時期は，6047の深鉢が底面から出土していることから中期複葉（加曽利EI式期）と考えられる。

第鍼囲　第1541号土坑実測図
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第341図　第1541号土坑出土遺物実測図

第1541号土坑出土遺物観察表（第341図）

0　　　　　　　　　　10cm

ヒ＿一一　　　十一－「∃

番　号 種　別 器　種 口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土 焼成 色　 調 出土位置 備　考

6047

縄文土器 深　 鉢 20．4 （34．6） 8．5 眼鏡状把手。口緑部は隆帯に

よる波状文。R L の単節縄文

を縦方向に施文。

長石・石英 普通 黒褐

橙

底　　 面 P L51

第1550号土坑（第342・343図）

位置　調査2区の北部，C3iO区。住居跡群城に位置する。

確認状況　第1507号土坑の底面で確認したが，土層が撹乱を受けていたために第1507号土坑のピットかどうか

の確認ができなかった。本跡は第1507号土坑のピットである可能性もあるが，第1507号土坑から出土する遣物

は少なく，本跡には多いことから，別の遺構と判断した。

規模と形状　開口部の平面形は，長径0．68m，短径0．57mの楕円形である。底面はほぼ平坦で，平面形は長径

0．64m，短径0．61mのほぼ円形である。壁は直立するが，東壁のみは内傾している。深さは第1507号土坑の底

面から48cmである。

覆土　撹乱を受けているため，1層だけを確認する。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片30点が覆土から出土している。6050の深鉢は横位の状態で，6051の探鉢の下半部片

は逆位の状態で，いずれも底面から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。
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第342回　第1550号土坑・出土遺物実測図
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第343図　第1550号土坑出土遺物実測図

第1550号土坑出土遺物観察表（第342・343図）

番　 号 種　 別 器　 種 口 径 （cm ） 器 高 （cm ） 底 径 （cm ） 文様 の 特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出 土 位 置 備　 考

6 05 0

縄 文 土 器 探　 鉢 ［2 3．2］ （2 3．6） － 口緑 部 は 隆帯 に よ る波 状 文 。

R L の単 節 縄 文 を縦 方 向 に施

文 。

長 石 ・石 英 普 通 にぷ い橙

黒 褐

底　　 面

6 05 1

縄 文 土 器 深　 鉢 － （35．5） ［13．0］ R L の 単 節 縄 文 を縦 方 向 に施

文 。

長 石 ・石 英 普 通 黒 褐

にぷ い橙

底　　 面

第1559号土坑（第344・345図）

位置　調査2区の北部，D2g9区。住居跡群の外周域に位置する。

規模と形状　開口部の平面形は，径1．67mの円形である。底面はほぼ平坦で，平面形は径1．75m程度の円形で

ある。壁は南壁が直立する以外は，わずかに内傾する。深さは99cmである。ピットは1か所で，Plは北東壁

際に位置しており，深さは50cmである。

覆土　6層に分層される。第2・5・6層はロームブロックを多く含み，遺物が廃棄されたような状態で出土

していることから，廃棄活動による人為堆積と考えられる。第1・3・4層はレンズ状に堆積していることか

ら自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子微量
2　褐　色　ローム粒子・鹿沼パミス粒子中量
3　暗褐色　ローム小ブロック少量，鹿沼パミス粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子微量
5　褐　色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
6　褐　色　ロームノトブロック中量，鹿沼パミス粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片188点が出土している。遺物は覆土上層（第2層）と覆土下層（第5層）に集中し，廃

棄されたような状態で出土している。6052・6053の深鉢と6054の浅鉢は覆土下層から，6055の探鉢片は覆土上

層から出土している。

所見　遺物の出土状況から二度の廃棄活動が行われたことがうかがわれる。時期は，覆土下層から出土した土

器から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。
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第344図　第1559号土坑・出土遺物実測図
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第345図　第1559号土坑出土遺物実測図

第1559号土坑出土遣物観察表（第344・345図）

番　 号 種　 別 器　 種 口 径 （cm ） 器 高 （cm ） 底 径 （cm ） 文 様 の 特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出土 位 置 備　 考

605 2

縄 文 土 器 深　 鉢 ［32．8］ （11．5） － 口緑 部 は 隆帯 に よ る渦 巻 文 。

頚 部 は 2 条 一 組 の 結 節 沈 線 に

よる懸垂 文 。 R L の単節 縄文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 黒 褐 覆 土 下 層

6 05 3

縄 文 土 器 深　 鉢 ［20．5］ （15．5） － 口 緑 部 は隆 帯 に よ る渦 巻 文 。

R L の 単 節 縄 文 を ロ 緑 部 は 横

方 向に ，胴部 は縦方 向 に施文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 にぷ い橙

黒 褐

覆 土 下 層

6 054

縄 文 土 器 浅　 鉢 ［4 6月］ （15．6） － 口 唇 部 は沈 線 に よ り描 出 して

い る 。 胴 部 は無 文 で ，研 磨 し

て い る 。

長 石 ・石 英 良 好 に ぷ い褐 覆 土 下 層 赤彩 痕

60 55

縄 文 土 器 深　 鉢
－

（7．8）
－

口緑 部の 上位 には渦 巻状 の突 起

を有 す る隆 帯 を巡 らす 。口縁 部

は隆帯 で描 出。R L の単 節縄文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普通 灰 褐 覆 土 上層

T P 60 37

縄 文 土 器 探　 鉢 － （10．4） － ロ緑 部 は 隆 帯 に よ る渦 巻 文 。

胴 部 は 沈 線 に よ る懸 垂 文 。 地

文 は R L の単 節 縄 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 にぷ い 褐 覆土 下層

T P 60 38

縄 文 土 器 探　 鉢 － （9．7） － 口緑 部 は 沈線 に よ り文 様 を描

出 。 胴 部 は 沈 線 に よ る懸 垂

文 。 地 文 は R L の 単 節 縄 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

良 好 にぷ い 赤 褐 覆 土 下 層

第1581号土坑（第346図）

位置　調査2区の北部，D2gO区。住居跡群の外周城に位置する。

重複関係　第181号住居に南側を掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は，長径2．41m，短径2．16mの楕円形である。底面は平坦で，平面形は長径

2．26m，短径2．01mの楕円形である。壁は外傾し，深さは34cmである。ピットは3か所で，PlとP3は壁寄
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りに，P2は壁際に位置している。ピットの深さは，Plが52cm，P2が14cm，P3が45cmである。

覆土　5層に分層される。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック微量，
2　黒褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
3　黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子・鹿沼パミス粒子微量

4　暗褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
5　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片387点が出土している。6056・6057・6058の深鉢片は，いずれも覆土中層から出土し

ている。

所見　時期は，覆土中層から出土した土器から中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

旦－29．4m

0　　　　　　　　　　　　　　2m

」＿＿＿＿＿＿＿i　　　［

第346図　第1581号土坑・出土遣物実測図

第1581号土坑出土遣物観察表（第346図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

j　　　　；　　　！

番　号種　別券　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

6056

縄文土器深　鉢［34．0］（15．6）－眼鏡状把手。把手頂部は隆帯によ

る渦巻文。口緑部は沈線が沿う隆

帯文。地文はRLの単節縄文。

長石・石英

・雲母

良好明赤褐 覆土中層
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番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器高 （cm ） 底径 （cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

6057

縄 文土器 探　 鉢 （6．1） －
渦巻状 の突起 を有す る隆帯を

巡 ら している。地文 は撚 糸文

を施 している。

長石 ・石英

・雲母

良好 にぷい橙 覆土 中層

605 8

縄文 土器 深　 鉢 － （9．1） － 3 条一組 の懸垂文間 を磨 り消

してい る。 L R の単節縄文 を

縦方向 に施文。

長石 ・石英 良好 にぷい橙 覆土 中層

第1600号土坑（第347・348図）

位置　調査2区の北部，C3j6区。住居跡群城に位置する。

重複関係　第1601号土坑に東側を，第495号ピットに西側を掘り込まれている。

規模と形状　東壁が崩落しているため，開口部の平面形は長径1．14m，短径1．03mの楕円形と推定される。底

面はほぼ平坦で，平面形は長径1．78m，短径1．50mの楕円形である。確認面からの深さは90cmである。壁は

崩落している東壁以外は，内傾して立ち上がり，上位はほぼ直立する。底面からくびれ部までの高さは，平均

で40cmである。

覆土　5層に分層される。第4層はロームブロックを多く含み，東壁が崩落していることから，崩落土と考え

られる。第1・2層は黒褐色を呈し，レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒了‥炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック少量

4　暗褐色　ロームブロック中量，鹿沼パミス小ブロック少量

5　黒　色　ロームブロック少量，鹿沼パミス小ブロック微量

遺物出土状況　縄文土器片105点が，主に底面から覆土中層にかけて廃棄されたような状態で出土している。

6212の探鉢は底面から出土している。

所見　時期は，底面から出土した6212の探鉢から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

第347図　第1600号土坑・出土遺物実測図
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第348図　第1600号土坑出土遺物実測図

第1600号土坑出土遣物観察表（第347・348図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

仁一－ー一一十一一一一1－11－－1－1」

番　 号 種　 別 器　 種 口径（cm）器高（cm ）底径（cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

62 12

縄文土器 深　 鉢 ［21．6］ （19．2） － 口緑部は隆帯に沿った結節沈

線文。胴部は隆帯によるY 字

状文。地文はR L の単節縄文。

石英 ・長石 普通 黒褐 底　　 面

T P6039

縄文土器 深　 鉢 （4．9） 口唇部直下に交互刺突による

連続コの字状文を巡 らしてい

る。L の無節縄文。

長石 ・石英

・雲母

普通 黒褐 覆　　 土

T P6040

縄文土器 深　 鉢 － （5．4） － 隆帯による懸垂文。沈線により

文様を描出。0段多条によるR

L の単節縄文を縦方向に施文。

長石 ・石英

・雲母

普通 明赤褐 覆土上層

TP6041

縄文土器 浅　 鉢 － （6．5） － 無文で，入念に研磨 してい

る。

長石 ・石英

・雲母

普通 暗赤褐 覆土上層

TP6042

縄文土器 浅　 鉢 － （7．6） － 無文で，入念に研磨 してい

る。

長石 ・石英

・雲母

普通 にぷい褐 覆土下層 内面赤

彩

第1604号土坑（第349図）

位置　調査2区の北部，D3j5区。住居跡群の外周域に位置する。

重複関係　第1605号土坑に南東側を掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は，径2．29mの円形である。深さは85cmで，壁は北西壁が外傾する以外は内傾

する。ピットは2か所で，いずれも壁際に位置している。ピットの深さは，Plが54cm，P2のが53cmであ

る。

覆土　8層に分層される。レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子微量，第1層より色調が明るい
4　褐　色　ローム粒子中量

5　黒褐色　ローム粒子少量
6　褐　色　ローム粒子中量
7　暗褐色　ローム小ブロック少量
8　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片92点，磨石1点，打製石斧1点が覆土から出土している。6059の鉢片と6060の探鉢

片は散在する破片が接合したもので，いずれも覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。
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第摘鍼号土坑出土遺物観察表（第349図）

番　 号　 種　 別 ナ器　 種
［

口径（cm ）器高（cm ）底径（cm ） 文様の特徴 胎　 士
焼成 i 色 調 出土位置 極 考

縄文土器

6059 i i

鉢 ［38．6］ （15．0） － 無文で，入念 に研磨 してい 長右 ・石英 普通　 にぷい橙 覆土下層　 内 ・外

る。 ・雲母
i

面赤彩

i

深　 鉢

！

（13．2） 12．2 沈線による懸垂文を施 してい 長石 ・石英 良好　 にぷい黄橙 覆土下層 i

る。 L R L の複節縄文を縦方

向に施文。

黒褐

番　 号

上 目 言　　　 計　 測　 値

斤庁 特　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考［　 桓 さ（cm ）桓 cm ）恒 （cm ） 重量（g ）
材　　 貝

Q 6020 i磨　 石 目 3日 7・中 ・7
848．5 安　山　岩 両側縁に擦痕。 覆土下層 P L 62

Q 6021
厄 製石斧 i 用・3　 日 ・7 1・4　 日 ・8 粘 板 岩 剥離による両面調整後，刃部付近を局部研磨。 覆土下層

窮相関考量琉（第350～353図）

位置　調査2区の北部　掛軸区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第蟻2号土坑の南西側を掘り込みタ　第1607号土坑に西側を掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は長径2。36mタ　短径2。20mのほぼ円形である。底面は平坦で，底部の平面形は長

径2。30m資　短径2。00mの楕円形である。深さは110cmである。壁は北東壁が外傾する以外は，内傾あるいは直

立する。ピッ日豊8か所で，㌘1ほ中央部に，P2から㌘8は壁際に位置している。ピットの深さ隠誹門が

射cmタ　㌘2が44cmタ　㌘37うゞ52cm芦　㌘4が27cm，㌘5が36cm，P6が21cm，P7が31cm，㌘8が17cmである。

援羞　ま2層に分層される。第6－摘層はロームブロックを多く含み芦　北東壁側から堆積していることから，内

傾する壁の崩落土と考えられる。第2～4層からほ散在した破片が接合する土器が多量に出土していることか

らタ　廃棄活動による人為堆積と考えられる。

土層解説
l　黒褐色［トーム粒f一微量
2　黒褐色　ローム小ブロック・炭化物微量
3　黒褐色　ローム小ブロックe炭化物の鹿沼パミス粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子0炭化物少量，鹿沼パミス粒子微量
5　褐　色　ローム小ブロック少量
6　暗褐色　ロームブロック・炭化物少量

第義閃　第蟻08号土坑実測図

7　黒褐色　ローム粒子微量
8　黒褐色　ロームブロック中量芦　炭化物少量夕　鹿沼パミス粒子微量
9　暗褐色　ロームブロック少量，炭化物微量
ユ0　暗褐色　ロームブロック少量，炭化物0砂質粘土小ブロック微量
は　暗褐色　ローム小ブロック中量
12　暗褐色　ローム小ブロック少量
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遺物出土状況　縄文土器片551点，石皿片1点，磨石1点，凹石片1点，石鉄1点が出土している。主な遺物

は覆土上層（第2～4層）から廃棄されたような状態で出土している。6061・6066の深鉢は覆土下層から，6062

～6065，6067～6069の深鉢片は覆土上層（第2～4層）から出土している。

所見　覆土上層（第2～4層）に遺物の集中が見られ，一括廃棄された様相がうかがわれる。本跡の廃絶時期

と覆土上層の堆積時期は，それらの出土土器からいずれも中期後菓（加曽利EⅢ式期）であり，本跡の廃絶か

ら覆土上層が堆積するまでは短期間であったと考えられる。

＼

0　　　　　　　　　　10cm

⊆二｛」
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第352図　第1608号土坑出土遣物実測図（2）
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二二
第353図　第1608号土坑出土遺物実測図

第1608号土坑出土遣物観察表（第351～353図）

0　　　　　　5cm

i i　！

0　　　　　　　3cm

」　⊥＿　－」

番　号種　別器　種U径（cm）器高（cm）底径（cm）文様の特徴胎　土焼成色　調出土位置備　考

6061

縄文土器深　鉢33．0（25．9）－
ロ縁部は隆帯による渦巻文。

胴部は3条一組の沈線による

懸垂文。LRの単節縄文。

長石・石英普通橙

灰褐

覆土下層

6062

縄文土器探　鉢－（21，3）9．53条一組の沈線による懸垂文

を施している。RLの単節縄

文を縦方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい赤褐覆土上層

6063

縄文土器探　鉢［24．2］（19．7）－ロ緑部は隆帯による渦巻文。

胴部は沈線による懸垂文間を

磨り消す。LRLの複節縄文。

長石・石英良好黒褐覆土上層

6064

縄文土器探　鉢［19．2］（12．3）ロ緑部は隆帯による渦巻文。

胴部は沈線文間を磨り消す。

地文はRLの単節縄文。

長石・石英良好灰褐覆土上層

6065

縄文土器深　鉢－（9．0）6．53条一組の沈線による懸垂

文。LRの単節縄文を縦方向

に地文。

長石・石英良好にぷい褐覆土下層

6066

縄文土器深　鉢－（6．9）4．53条一組の沈線による懸垂

文。RLの単節縄文を縦方向

に施文。

長石・石英良好にぷい褐覆十上層PL50

6067

縄文土器深　鉢－（26．0）9．0
Lの無節縄文を縦方向に施

文。

長石・石英普通灰褐

にぷい褐

覆土上層

6068

縄文土器深　鉢－（20．2）［9．4］2条一組の沈線による懸垂

文。Lの無節縄文を縦方向に

施文。

長石・石英

・雲母

普通渠褐

にぷい褐

覆土上層

6069

縄文土器探　鉢－（11．4）頚部は3条一組の沈線による

連弧文。櫛歯状工具による条

線文。

長石・石英普通にぷい黄橙覆土上層

TP6043

縄文土器深　鉢－（9．6）－
2本一組の隆帯により文様を

描出。RLの単節縄文を横方

向に施文。

長石・石英普通暗赤褐覆土上層

TP6044

縄文土器探　鉢－（5．6）－波頂部に隆帯による渦巻文を

施している。RLの単節縄文

を縦方向に施文。

長石・石英普通赤褐覆　　土

TP6045

縄文土器深　鉢－
（7．4）－3条・一組の沈線による懸垂

文。RLの単節縄文を縦方向

に施文。

長石・石英普通にぷい褐覆　　土

TP6046

縄文土器深　鉢－（4．3）－ロ綾部に円形刺突文を巡らし

ている。櫛歯状工具による条

線文。

長石・石英普通黒褐覆土上層

番　号器　種

計　　測　　値
材　　質特　　　　　　　徴出土位置備　　考

長さ（cm）】幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

Q6022磨　　石（8．7）7．23．5（368．4）砂　　岩両側緑に擦痕。凹石に併用。覆土上層PL61

Q6023石　　級1．51．40．30．4オパール剥片を素材。基部が湾入する。覆土上層PL59
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第1612号土坑（第354・355図）

位置　調査2区の北部，D3d2区。住居跡群の外周域に位置する。

重複関係　規模がひとまわり大きい第1611号土坑の中心部を掘り込んでいる。

規模と形状　第1611号土坑の底面で確認した平面形は，長径1．96m，短径1．75mの楕円形である。底面はほぼ

平坦である。確認面からの深さは78cmで，壁は直立する。ピットは2か所で，いずれも壁際に位置している。

ピットの深さは，Plが38cm，P2が18cmである。

覆土10層に分層され，第10層はP2の覆土である。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられ

る。

土層解説
1　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック・炭化物微量
3　黒褐色　ローム粒子微量
4　黒褐色　ローム小ブロック少量，炭化物微量
5　黒褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化物子微量

6　暗褐色　ローム小ブロック・炭化物微量
7　黒褐色　炭化物少量，ローム粒子微量
8　暗褐色　ローム粒子少量，鹿沼パミス粒子微量
9　黒褐色　ローム小ブロック少量，炭化物・鹿沼パミス粒子微量
10　黒褐色　ローム粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片114点が出土している。6070の探鉢は底面から横位の状態で出土している。6071の

曽利式土器の探鉢片は，覆土上層から廃棄されたような状態で出土している。

所見　時期は，底面から出土した6070の探鉢から中期後菓（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

B　　　　6073　　6071　　6870　　　　B・

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

上　　　；　　　！

0　　　　　　　　　　　10cm

ト　　　l　　　－1
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第354図　第1612号土坑・出土遺物実測図



第355図　第1612号土坑出土遺物実測図

第1612号土坑出土遺物観察表（第354・355図）

鞄鞠四膠野

、、’ノ∴∴’－、

TP6049

10cm

l・・－　　1　　　1

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調 出土位置備　考

6070

縄文土器深　鉢 16．5 24．9 6．1 口緑部は隆帯による渦巻文。

胴部は懸垂文間を磨り消す。

地文はLRの単節縄文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい橙 底　　面上半ス

ス付着

PL50

6071

縄文土器探　鉢［19．3］ 24．0 ［6．4］頚部に隆帯文を巡らす。それ以外

は交互に押圧された隆帯文。地文

は半裁竹管による平行沈線文。

長石・石英普通にぷい橙 覆土上層上半ス

ス付着

PL51

6072

縄文土器深　鉢 － （4．5） － 波頂部直下に隆帯による渦巻

文。口縁部は沈線が沿う隆帯

文。地文はRLの単節縄文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい橙 覆　　土

6073

縄文土器鉢 ［34．0］（13．7） －
ロ緑部は無文。胴部上位は沈

線が沿う隆帯文。地文はLR

の単節縄文。

長石・石英普通にぷい橙 覆土下層
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番 号　 種 別 i器 種 恒 径（cm ）器高（cm ）底径（cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

縄文土器　 深　 鉢 （6．9） － 洗練による懸垂文間を磨り消 長石 ・石英 普通 褐 覆　　 土

TP6047 している。L R L の複節縄文

を縦方向に施文。

TP尋 縄文土器 門 （4潮
－ 口唇部は半裁竹管による刺突

文。目線部は半裁竹管による

平行洗練文。

長石 ・石英 普通 にぷい橙 覆　　 土

T P6049 i縄文土器 門 （5．4） － 押庄文を有する隆帯による懸

垂文。半裁竹管による平行沈

線文。

長石 ・石英 普通 橙 覆　　 土

第帽摘考量坑（第356e357図）

位置　調査2区の北部，り3d3区。住居跡群の外周域に位置する。

重複関係　第1613号土坑を掘り込み，第1659号土坑に上面を掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は，第1659号土坑に掘り込まれているため，現状では長径2。13m，短径1。72mの

楕円形である。底面はほぼ平坦で，平面形は長径2。01m，短径工85mの楕円形である。確認面からの深さは

44cmである。壁は内傾して立ち上がるが，南壁と北壁は崩落しており，外傾している。

尊皇　3層に分層される。第2層はロームブロックを多く含み，内傾する壁が崩落したと考えられる北壁側か

ら堆積していることから，崩落土と考えられる。

土層解説
1・黒褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック中量

3　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物出藍状況　縄文土器片15点が出土している。6074の深鉢は南東壁際の覆土下層から出土している。

所凰　時期は，覆土下層から出土した6074の探鉢から中期後柔（加曽利EI式期）と考えられる。

可　　　　叫

第詭図　第1614号土坑実測図

－377－



第357図　第1614号土坑出土遺物実測図

第1614号土坑出土遺物観察表（第357図）

番　 号 種　 別 器　 種 日 径 （cm ） 器 高 （cm ） 底径 （cm ） 文様 の 特 徴 胎　 上 焼 成 色　 調 出 十 位 置 備　 考

60 74

縄 文 ⊥ 器

l

！深 鉢 ［27．0］ （42 ．4） － 眼壷則夫把 手。ロ縁部 は洗練 を有 す

る隆苛 文。胴部 は半 戟竹管 による

平行沈線 文。L R の単 節縄文 。

長 オr ・イf英 普 通 にぷ い橙 覆 土 下 層 P L 5 1

第1622号土坑（第358図）

位置　調査2区の北部，D3e3区。住居跡群の外周域に位置する。

重複関係　第1621・1623・1659号土坑を掘り込んでいる。

～378－



規模と形状　開口部の平面形は，第1623号土坑と重複しているるため，現状では径2．83mほどの円形と推定さ

れる。底面はほぼ平坦である。確認面からの深さは37cmである。壁は外傾しているが，土層断面では内傾す

ることが確認されている。ピットは3か所で，Plは中央部に，P2とP3は壁際に位置している。ピットの深

さは，Plが56cm，P2が33cm，P3が40cmである。

覆土　9層に分層される。第9層はPlの覆土である。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えら

れる。

土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック少量，炭化物微量
2　黒褐色　ロームブロック少量
3　黒褐色　ローム′トブロック中量
4　黒褐色　ローム小ブロック多量
5　黒褐色　ロームブロック多量

6　黒褐色　ローム小ブロック中量
7　黒褐色　ロームブロック微量

8　黒褐色　ロームブロック少量，炭化物微量
9　黒褐色　ローム小ブロック・鹿沼パミス粒子少量

遺物出土状況　縄文土器片136点が出土している。TP6052・TP6053の探鉢片は曽利式土器で，TP6052は覆土下

層から出土している。覆土から出土した土器は加曽利EⅡ・Ⅲ式土器と併行する時期の曽利式土器で，他時期

の土器は出土していない。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EⅢ・Ⅲ式期）と考えられる。

∴・ 訳。6。51

第358図　第1622号土坑・出土遺物実測図

葵i！，

賢才
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第1622号士坑出土遺物観察表（第358図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径（cm ）！器高（cm ）！底径 （cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

TPbO5 1

縄文土器 深　 鉢 L（4．9） 口唇部外面を肥厚させ，直下に 長石 ・石英 普通 にぷい黄褐 覆　　 土
沈線文を巡らしている。L R L ・雲母
の複節縄文を縦方向に施文。

TP6052

縄文土器 深　 鉢 i （12°2） i 半裁竹管による平行沈線文を

施 している。

長石 ・石英 普通 橙 覆土下層

TP6053

縄文土器 深　 鉢 i （6つ 隆帯による懸垂文。半裁竹管

による平行沈線文。

長石 せ石英 普通 にぷい褐 覆　　 土

第柑調号羞琉（第359～361図）

位置　調査2区の北部，り3e3区。住居跡群の外周域に位置する。

重複関係　第1622号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は，第1622号土坑に掘り込まれているため，現状では径工98mの円形である。底

面はほぼ平坦で，平面形は長径2．29m，短径2。11mのほぼ円形である。確認面からの深さは49cmで，壁は内

傾して立ち上がる。ピットは1か所で，壁寄りに位置している。Plの深さは，11cmである。

尊堂　4層に分層される。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量　　　　　　　3　暗褐色　ロームブロック少量
2　黒　色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量　　　　　　4　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

遺物出藍状況　縄文土器片176点が出土している。出土土器の多くは覆土中層（第3層）から廃棄されたような

状態で出土している。6076～6079の深鉢片は覆土中層（第3層）から出土している。

所凰　覆土中層（第3層）に遺物の集中がみられ，一括廃棄された様相がうかがわれる。本跡の廃絶時期は明

確にすることはできないが，覆土中層の堆積時期は出土土器から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第359園　第1623号土坑実測図

…380－

0　　　　　　　　2m

L∴二二＿＿＿＿L二二二．」



第360国　第1623号土坑出土遺物実測図（1）
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明

第361図　第1623号土坑出土遺物実測図（2）

第1623号土坑出土遣物観察表（第360・361図）

0　　　　　　　　　　　10cm

L，＿＿＿＿＿L」

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm）文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

6076

縄文土器深　鉢［38．6］（35．8） 口緑部は隆帯文。胴部は半裁

竹管による平行沈線文。地文

はLRの単節縄文。

長石・石英普通黒褐色第　3　層

6077

縄文土器深　鉢［23．0］（8．9）－口緑部は細い隆帯文。RLの

単節縄文を口緑部は横方向，

胴部は縦方向に施文。

長石・石英普通にぷい橙第　3　層

6078

縄文土器探　鉢［20．6］（15．7）－口綾部は細い隆帯文。胴部は

沈線による鋸歯状の懸垂文。

地文はLの無節縄文。

長石・石英普通にぷい褐第　3　層

6079

縄文土器探　鉢［23．0］（13．5）－
口緑部は条線文を横方向に，

胴部は縦方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通橙 第　3　層H緑部

スス付

着

6080

縄文土器深　鉢－（6．9）9．4条線文を縦方向に施文。長石・石英

・雲母

普通にぷい褐底　　面底部網

代痕

6081

縄文土器浅　鉢［41．4］（11．9） 無文で，内・外面を入念に研

磨。

長石・石英良好にぷい橙第　3　層
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窮帽2謬考量坑（第362～363図）

位置　調査2区の北部，り3g3区。住居群の外周域に位置する。

重複関係　第1608号土塊に掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は第1608号土坑に掘り込まれているためタ　径1。53mほどの円形と推定される。底

面はほぼ平坦で，平面形は長径が推定で2言Om，短径2。08mのほぼ円形である。確認面からの深さは62cmで，

壁は内傾している。

啓豊　9層に分層される。第809層が底面の中央部に凸状に堆積している以外は，レンズ状に堆積している

ことから自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック・焼土粒子や炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
4　黒褐色　ローム小ブロック・焼土粒子も炭化粒子微量
5　黒褐色　ローム小ブロック少量

6　黒褐色　ローム小ブロック少量
7　黒褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
8　褐　色　ローム小ブロック多量
9　暗褐色　ローム小ブロック少量

遺物出藍状況　縄文土器片蟻点　石皿片　点が覆土から出土している。6082の浅鉢片はタ　壁際の覆土中層か

ら出土している，、、

所農　本跡の廃絶時期は明確にすることができないが，覆土中層の堆積時期は6082の浅鉢片から中期後菓（加

曽利EI式期．）と考えられる。

／
／

Q6026／

完。h。

／〆〆…－、＼＼㌔
／　　　　　　　　　　　　　　＼

＼

◎6082

◎TP6055

／

カ
＼　　　　　　ノン

0　　　　　　　10cm

上　∴＿＿＿　＿上　＿　＿＿＿＿」
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亡つ
第363図　第1627号土坑出土遺物実測図

第1627号土坑出土遺物観察表（第362・363図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

l i　　　　［

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm）文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

6082

縄文土器浅　鉢【29．8］（9，6）－ロ緑部は沈線により描出して

いる。胴部は無文で，入念に

研磨している。

長石・石英

・雲母

良好にぷい赤褐覆土中層内・外

面赤彩

TP6055

縄文土器深　鉢－（14．6）
－口唇部直下にキザミを有する

隆帯をめぐらしている。沈線

により文様を描出している。

長石・石英

・雲母

普通にぷい褐覆土上層

番　号器　種
計　　測　　値 i材質

特　　　　　　　徴 出土位置備　　考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

Q6023石　　皿（12．5）（10．4）6，5（598．6）安　山岩表面に皿状のくぼみを有する。 覆土中層

第1633号土坑（第364図）

位置　調査2区の北部，D2g9区。住居跡群の外周域に位置する。

規模と形状　開口部の平面形は長径1．82m，短径1．56mの楕円形である。底は鹿沼パミス層中を底面とし，ほ

ぼ平坦である。底部の平面形は長径2．00m，短径1．88mのほぼ円形である。確認面からの深さは115cmであ

る。壁は内債して立ち上がり，西壁以外は中位でくびれ，開口部付近はわずかに外傾する。

覆土11層に分層される。第7～10層は壁際に堆積し，ローム粒子を多く含む土層であることから，内傾した

壁の崩落土と考えられる。第1、6層はレンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色
2　黒褐色
3　暗褐色
4　暗褐色
5　暗褐色
6　暗褐色

ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

ローム小ブロック少量
ロームブロック中量

ローム小ブロック中量

ローム小ブロック少量

7　暗褐色　ローム小ブロック多量
8　褐　色　ローム小ブロック多量（第9層より粘性あり）
9　褐　色　ローム小ブロック多量
10　褐　色　ローム小ブロック多量，白色粘土粒子中量
11暗褐色　ローム小ブロック多量，鹿沼パミス粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片124点が出土している。土器の多くが廃棄されたような状態で覆土上層から出土し

ており，6083の鉢片と6084の探鉢片はその覆土上層から出土したものである。

所見　覆土上層に遺物の集中が見られ，一括廃棄されたことがうかがわれる。本跡の廃絶時期は明確にするこ

とができないが，覆土上層の堆積時期は出土土器から中期後菓（加曽利EⅡ式期）と考えられる。
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第364図　第1633号土坑・出土遺物実測図

第1633号土坑出土遺物観察表（第364図）

60ⅥTPT59
B’

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

L I l

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm）文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

6083

縄文土器鉢
－
（4．3）9．5RLRの複節縄文を縦方向に

施文。

長石・石英普通暗赤褐覆土上層

6084

縄文土器深　鉢－（6．0）9．5無文。 長石・石英良好にぷい橙覆土上層

TP6056

縄文土器探　鉢－（7．0）－沈線により文様を措出してい

る。

長石・石英

・雲母

普通黒褐覆　　土

TP6057

縄文土器深　鉢－
（7．9）

－沈線により文様を描出してい

る。Lの無節縄文を縦方向に

施文。

長石・石英

・雲母

普通黒褐覆　　土TP6056

と同一

個体

TP6058

縄文土器深　鉢－（7．0）－頚部に沈線を巡らしている。

LRLの複節縄文を縦方向に

施文。

長石・石英普通にぷい褐覆　　土

TP6059

縄文土器深　鉢－（8．5）－沈線による3条一組の懸垂文

間を磨り消している。RLの

単節縄文を縦方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい褐覆土上層
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第1636号土坑（第365・366図）

位置　調査2区の北部，D3d3区。住居跡群城に位置する。

重複関係　第1635号土坑の東側と第1637号土坑の南側と第1638号土坑の北側を掘り込んでいる。

規模と形状　開口部の平面形は，現状では長径2．46m，短径2．00mの楕円形である。底面はほぼ平坦で，平面

形は長径2．50m，短径2．10mの楕円形である。確認面からの深さは54cmである。壁は内傾して立ち上がり，

南東壁だけが外傾している。ピットは1か所で，壁際に位置している。Plの深さは28cmである。

覆土　7層に分層される。最下層の第7層が床面中央部に凸状に堆積しており，それ以外はレンズ状に堆積し

ていることから，自然堆積と考えられる。

土眉解説
1　黒　色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
4　黒褐色　ロームブロック少量

5　暗褐色　ローム小ブロック中量
6　黒　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
7　暗褐色　ロームブロック少量

第365図　第1636号土坑実測図
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遺物出土状況　縄文土器片115点が出土している。6085の探鉢とTP6060・TP6061の探鉢片は底面から，TP6062

の深鉢片は覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　10cm

ト一一一一一一一　一l　　　」

第366図　第1636号土坑出土遺物実測図

第1636号土坑出土遣物観察表（第366図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （C汀1） 器 高 （c m ） 底 径 （cm ） 文様 の特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出 土 位 置 備　 考

6 0 85

縄 文 土 器 探　 鉢 17．1 （2 1．8） － 波 頂 部 に隆 帯 に よ る 渦 巻 文 。

口緑 部 は 隆 帯 に よ る波 状 文 。

地文 は R L の 単節 縄 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 に ぷ い褐 底　　 面 P L 5 1

T P 6 06 0

縄 文土 器 探　 鉢 － （7．5） － 沈線 が 沿 う隆 帯 に よ り渦 巻 文

を施 して い る。 R L の単 節 縄

文 を斜 方 向 に施 文 。

長 石 ・石 英 普 通 にぷ い褐 底　　 面

T P 60 6 1

縄 文 土 器 探　 鉢 （6．6） － 隆 帯 に よ り文 様 を描 出 し，区 画

文 内 に沈 線 を充 填 してい る 。R

L の単節 縄 文 を縦方 向 に施文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 にぷ い 赤 褐 底　　 面

T P 60 52

縄 文 土 器 深　 鉢 －
（6．8）

－ 交 互 刺 突 に よる連 続 コの 字 状

文 と沈 線 に よ る連 弧 文 。 L R

の 単 節 縄 文 を横 方 向 に施 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 黒 褐 覆 土 下 層

第1641号土坑（第367～369図）

位置　調査2区の北部，D38区。住居跡群の外周域に位置する。

規模と形状　開口部は，現状では径1．82mの円形である。底面はほぼ平坦で，平面形は径1．90mの円形であ

る。確認面からの深さは36cmで，壁は北壁が直立する以外は内傾する。

覆土　5層に分層される。最下層の第5層が床面の中央部に凸状に堆積しており，それ以外はレンズ状に堆積

していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土粒子微量
3　暗褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子微量
5　暗褐色　ローム小ブロック少量
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遣物出土状況　縄文土器片72点が覆土上層から覆土下層にかけて廃棄されたような状態で出土している。6088

の探鉢は接合するとほぼ完形となるもので，破片は東壁寄りと西壁寄りに離れた状態で出土している。6091の

碧は破片が接合したもので，破片は離れて中央部付近から出土している。

所見　図示した土器は，覆土上層から覆土下層にかけての堆積時に廃棄されたものである。時期は，廃棄され

た土器から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

旦＿29．4m
K K A．

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

】　　　i　　　　－！

第367図　第1641号土坑・出土遺物実測図
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第368図　第1641号土坑出土遺物実測図（1）
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第369図　第1641号土坑出土遣物実測図（2）

第1641号土坑出土遺物観察表（第367～369図）

番　 号 種　 別 器　 種 U 径 （cm ） 器 高 （cm ） 底 径 （cm ） 文 様 の 特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出 土 位 置 備　 考

6 08 8

縄 文 土 器 深　 鉢 ［2 7．2 ］ 47 ．8 11．4 口緑 上 部 は 隆帯 文 。ロ縁 部 と頚

部 の 境 に は 背 に 沈 線 を有 す る

隆帯 文 。地 文 は L の無 節縄 文 。

長 石 ・石 英 普 通 黒 褐

にぷ い 橙

覆 土 上 層 P L 5 1

6 08 9

縄 文 土 器 深　 鉢 ［30 ．4］ （27 ．7 ） － 眼 鏡 状 把 手 。 ロ緑 部 は 隆 帯 に

よ る波 状 文 。 R L の 単 節 縄 文

を縦 方 向 に施 文 。

長 石 ・石 英 普 通 に ぷ い橙

灰 褐

覆 土 下 層

60 90

縄 文 土 器 探　 鉢 ［24 ．0 ］ （9．4） － ロ 縁 部 は背 に沈 線 を有 す る 隆

帯 に よ る横 S 字 状 文 。 地 文 は

L の 無 節縄 文 。

長 石 ・石 英 普 通 黒 褐 覆 土 下 層

60 9 1

縄 文 土 器 嚢 ［34 ．6 ］ （38 ．6 ） － L の 無 節 縄 文 を 縦 方 向 に 施

文。

長 石 ・石 英 普 通 褐 灰

にぷ い橙

覆 土 上 層

T P 60 64

縄 文 土 器 深　 鉢 － （4．9） 2 本 一 組 の 隆 帯 に よ り文様 を

描 出。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 灰 褐 覆　　 土

T P6 0 65

縄 文 土 器 深　 鉢 － （7．2） － 3 粂 一 組 の 沈 線 に よ り文 様 を

描 出。 R L の 単 節 縄 文 を縦 方

向 に施 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 黒 褐 覆 土 上 層

第1642号土坑（第370・371図）

位置　調査2区の北部，D3a5区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1849号土坑を掘り込んでいる。第1656・1848号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　開口部の平面形は，径1．75mの円形である。底面はほぼ平坦である。確認面からの深さは60cm

で，壁は直立する。ピットは3か所で，Plが中央部に，P2・P3が壁際に位置している。ピットの深さは，

Plが42cm，P2が57cm，P3が40cmである。

覆土　5層に分層され，第5層はPlとP2の覆土である。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考

えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック中量，炭化物微量

4　黒褐色　ローム粒子少量

5　暗褐色　ローム小ブロック中量，鹿沼パミス粒子少量

遺物出土状況　縄文土器片113点が出土している。6093の深鉢片は覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。
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第370図　第1642号土坑・出土遺物実測図
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第371図　第1642号土坑出土遺物実測図

第1642号土坑出土遺物観察表（第370・371図）

番　 号 種　 別 器　 種 口 径 （cm ） 器 高 （cm ） 底径 （cm ） 文様 の 特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出 土 位 置 備　 考

60 9 3

縄 文 土 器 探　 鉢 ［2臥0］ （22．3） －
口 縁部 は 隆帯 に よる渦 巻 文。胴

部 は 3 条 一 組 の 沈線 に よ る懸

垂 文。地 文 は R L の単 節縄 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 黒 褐 覆 土 下 層

60 95

縄 文 土 器 深　 鉢 ［2 1．4］ （15 ．7） － R L の 単 節 縄 文 を縦 方 向 に施

文 。

長 石 ・石 英 普 通 褐 覆　　 土
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番　 号 種　 別 器　 種 ロ径（cm）器高（cm）底径（cm ） 文様の特徴 胎　 士 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

6096

縄文土器 鉢 － （12．0） － L R L の複節縄文を縦方向に

施文。

長石 ・石英 普通 黄橙 覆　　 土

TP6066

縄文土器 深　 鉢 － （4．9） － 隆帯により文様 を描出。 0段

多条によるR L の単節縄文を

横方向に施文。

長石 ・石英

・雲母

普通 にぷい褐 覆　　 土

TP6067

縄文土器 深　 鉢 － （7．4）
－

沈線が沿う隆帯により文様を

描出。R L の単節縄文を縦方
向に施文。

長石 ・石英 普通 黒褐 覆　　 土

TP6068

i

縄文土器 深　 鉢 － （5．9） － 隆帯により文様を描出。R L

の単節縄文を斜方向に施文。

長石 ・石英 普通 にぷい黄褐 覆土上層

第相磯尊堂坑（第372e373図）

位置　調査2区の北部，り3b4区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1645土坑の南側と第1647号土坑の北西側を掘り込んでいる。第1655号土坑と重複しているが，新

旧関係は不明である。

親機と形状　開口部の平面形は，現状では径1。51mの円形と推定される。底面はほぼ平坦で，確認面からの深

さは70cmである。壁は直立する。ピットは4か所で，いずれも壁際に位置している。ピットの深さは，Plが

43cm，P2が32cm，P3が20cm，P4が66cmである。

尊堂　3層に分層される。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロック微量
2　極暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出立状況　縄文土器片15点，敲石1点が覆土から出土している。6097の浅鉢は覆土下層から出土している。

所凰　時期は，覆土下層から出土している6097の浅鉢から中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

0　　　　　　　2m
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第罪因　第1646号土坑。出土遺物実測図
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第373図　第1646号土坑出土遺物実測図

第1646号土坑出土遺物観察表（第372・373図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

ト　　　I l

番　号種　別券　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土 焼成 色　調 出土位置備　考

6097

縄文土器浅　鉢［51．6］ （11．3） － 突出させた口唇部には沈線に

より文様を措出している。胴

部は無文で，研磨している。

長石・石英

・雲母

良好にぷい褐 覆土下層

番　号器　種
計　　測　　値

材　　質 特　　　　　　　 徴 出土位置 備　　考長さ（cm）恒（cm）厚さ（cm）重量（g）

Q6030 敲　　石 16．1 7．8 7．0 1295．7 安山　岩下端に敲打痕あり。裏面に擦痕あり。 覆土下層PL62

第1649号土坑（第374図）

位置　調査2区の北部，D3C4区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1647号土坑の南西側と第1651号土坑の北東側を掘り込んでいる。第1648・1670号土坑と重複して

いるが，新旧関係は不明である。

規模と形状　開口部の平面形は，径1．87mほどの円形である。底面はほぼ平坦である。確認面からの深さは

42cmで，壁は外傾する。ピットは1か所で，中央部のやや北寄りに位置している。Plの深さは28cmである。

覆土　4層に分層される。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土眉解説

1黒褐色　ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量　　　　3　黒褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量　　　　　　　4　黒褐色　ローム小ブロック多量

遺物出土状況　縄文土器片21点が出土している。6099の探鉢は，底面から斜位の状態で出土している。

所見　時期は，底面から出土している6099の探鉢から中期複葉（加曽利EI式期）と考えられる。
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第374図　第1649号土坑・出土遺物実測図
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第1649号土坑出土遺物観察表（第374図）

番　 号 種　 別 券　 種 口 径 （cm ） 器高 （cm ） 底 径 （cm ） 文 様 の特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出土 位 置 備　 考

6 099

縄 文 土 器 深　 鉢 25．5 （34 ．3） － ロ 綾 部 は沈 線 が 沿 う隆 帯 に よ

り渦 巻 文 を施 す 。 R L の 単 節

縄 文 を 縦 方 向 に 施 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 黒 褐

にぷ い 橙

底　　 面 P L 5 1

6 100

縄 文 土 器 探　 鉢 － （18．0） ［10 ．8］ 0 段 多 条 に よ る R L の 単 節縄

文 を縦 方 向 に 地 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 にぷ い 橙 覆土 上 層

T P 60 69

縄 文 土 器 深　 鉢 － （8．6） － 沈 線 が 沿 う隆 帯 に よ り渦 巻 文

を施 して い る 。

長 石 ・石 英 普 通 黒 褐 底　　 面

T P 607 0

縄 文 土 器 深　 鉢 － （12．3） － 沈 線 に よる 3 条 一 組 の 懸 垂 文

間 を磨 り消 して い る。 R L の

単 節 縄 文 を縦 方 向 に施 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 にぷ い 橙 底　　 面

第1658号土坑（第375・376図）

位置　調査2区の北部，D3cl区。住居跡群城に位置する。

規模と形状　開口部の平面形は，径1．84mの円形である。底面はほぼ平坦で，平面形は長径2．36m，短径

2．14mのほぼ円形である。確認面からの深さは36cmで，壁は内傾する。

覆土10層に分層される。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土居解説
1黒褐色　ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子・鹿沼パミス粒子微量
4　暗褐色　ローム小ブロック少量
5　黒褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

／

A29．2m

2m

「　　；　　！

第375図　第1658号土坑・出土遺物実測図

10cm

「＿＿＿＿⊥＿＿　　　！

6　黒褐色　ローム粒子微量
7　暗褐色　炭化粒子微量
8　暗褐色　ローム小ブロック少量
9　暗褐色　ローム小ブロック中量
10　褐　色　ローム粒子中量
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遺物出土状況　縄文土器片77点が出土している。6105の探鉢は西壁際の覆土下層から横位の状態で，6106の探

鉢は西壁際の覆土上層から出土している。

所見　時期は，覆土下層から出土している6105の深鉢から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

第376図　第1658号土坑出土遺物実測図

第1658号土坑出土遺物観察表（第375・376図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

トー　　　ト－・・　l

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器高 （cm ） 底径 （cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出土位 置 備　 考

6105

縄文土器 深　 鉢 26．0 37．1 10．8 口緑部 は隆 帯 に 沿 って 爪形

文。 R L の単 節縄文 を縦方 向

に施文。

長石 ・石英 普通 褐灰

にぷい橙

覆土下層 P L 52

底　 部

網代痕

610 6

縄 文土器 深　 鉢 ［21．0］ （33．5）
－ 口綾部 は隆帯 に沿って半裁竹

管 による平行沈線 文。 R L の

単節縄文を縦方向 に施文。

長石 ・石英

・雲母

普通 にぷい橙 覆土上層
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第1662号土坑（第377・378図）

位置　調査2区の北部，D3C6区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第691号ピットに掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は，現状では長径2．44m，短径2．26mのほぼ円形である。底面はほぼ平坦であ

る。確認面からの深さは32cmで，壁はほぼ直立する。ピットは4か所で，PlとP2は壁際に，P3とP4は

中央部付近に位置している。ピットの深さは，Plが51cm，P2が65cm，P3が67cm，P4は18cmである。

覆土　5層に分層される。第3層はP4の覆土である。レンズに堆積していることから自然堆積と考えられ

る。

土層解説
1　黒　色　ロームブロック少量，炭化物微量
2　暗褐色　ローム小ブロック中量
3　黒褐色　ロームノトブロック中量

4　暗褐色　ローム小ブロック少量
5　暗褐色　ローム小ブロック中量，鹿沼パミス粒子少量

遺物出土状況　縄文土器片630点，土器片円盤2点が出土している。土器片は接合するものが少なく，その大

部分が覆土上層から出土している。

所見　本跡の廃絶時期は底面や覆土下層から出土している土器が少ないため明確ではないが，覆土上層の堆積

時期は出土土器から中期後菓（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

④）

第377回　第1662号土坑・出土遺物実測図
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第378図　第1662号土坑出土遣物実測図

第1662号土坑出土遺物観察表（第377・378図）

番　 号 種　 別 器　 種 U 径（cm ）器高（cm ）底径（cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

TP6077

縄文土器 探　 鉢 － （9．0） － 沈線が沿う隆帯により渦巻文

を施 している。 L R の単節縄

文。

長石 ・石英 普通 赤褐 覆土上層

T P6078

縄文土器 深　 鉢 － （6．2） － 沈線が沿う隆帯により文様を

描出。 R L の単節縄文を縦方

向に施文。

長石 ・石英 普通 橙 覆土下層 I

TP6079

縄文土器 深　 鉢 － （8．4）
－ 胴部は沈線による懸垂文間を

磨り消している。 R L の単節

縄文を縦方向に施文。

長石 ・石英

・雲母

普通 黒褐 覆土上層

TP6080

縄文土器 深　 鉢 － （6．5） － 胴部は沈線による懸垂文間を

磨 り消 している。 R L の単節

縄文を縦方向に地文。

長石 ・石英 普通 橙 覆土上層

T P6081

縄文土器 探　 鉢 － （8．0）
－ 胴部は沈線による懸垂文問を

磨り消 している。 L R の単節

縄文を縦方向に施文。

長石 ・石英 普通 にぷい褐 覆土上層

TP6082

縄文土器 探　 鉢 － （5．1） － 交互刺突文を有する隆帯を巡

らし，押庄文を有する隆帯を垂

下。半裁竹管による平行沈線文。

長石 ・石英 普通 黒褐 覆土上層

番　 号 器　 種
計　　 測　　 値

胎 土 ・色 調 特　　　　　　 徴 出土 位 置 備　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （c m ） 重 量 （g ）

D P6 00 8 土器片円盤 4．1 4．0 1．8 2 2．7 長 石 ・石 英 灰 褐 沈 線文 と L R の 単節 縄 文。周 縁 は研 磨。 覆　　 土 P L 59

第1663号土坑（第379図）

位置　調査2区の北部，C3h4区。住居跡群城に位置する。

規模と形状　開口部の平面形は，径0・78mの円形である。底面はほぼ平坦で，平面形は長径2．68m，短径

2．32mの楕円形である。確認画からの深さは92cmで，壁は内傾する。

覆土14層に分層される。第8～14層は底面の中央部に凸状に堆積しており，短時間に堆積したと判断できる

ことから，人為堆積と考えられる。

土屑解説
1　黒褐色
2　黒褐色
3　黒褐色
4　暗褐色
5　暗褐色
6　黒褐色
7　黒褐色

ローム小ブロック少量
ローム粒了‥焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子・炭化粒子微量
ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
ロームブロック中量，炭化粒子少量
ローム小ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
ローム小ブロック少量

8　黒褐色
9　暗褐色
10　黒褐色
11暗褐色
12　黒褐色
13　黒褐色
14　暗褐色

炭化物中量，ローム小ブロック少量
焼土粒子少量，ローム小ブロック微量
ロ

lコ

ロ

ーム粒子・鹿沼パミス粒子微量
－ムブロック少量，炭化粒子・鹿沼パミス小ブロック微量
－ム粒子・炭化粒子・鹿沼パミス小ブロック微量

炭化物少薫，ローム小ブロック・鹿沼パミス小ブロック少量
炭化物・ローム粒子少量，鹿沼パミス小ブロック微量

遺物出土状況　縄文土器片48点，磨製石斧2点が出土している。6108の深鉢片は，覆土上層から出土している。

所見　本跡の廃絶時期は底面や覆土下層から出土している土器がないため明確でないが，覆土上層の堆積時期

は出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。
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第379図　第1663号土坑・出土遺物実測図
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第1663号土坑出土遺物観察表（第379図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器高 （cm ） 底径 （cm ） 文様 の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

6108

縄 文土器 深　 鉢 ［36．0］ （25．8） － 口唇部 直下は刺突 による連 続

コの字状 文 を，胴部上位 はキ
ザ ミ昌列 を巡 ら している。

長石 ・石英

・雲母

普通 灰 褐 覆土上層

TP6083

縄文土器 深　 鉢 － （6．1） － 口緑部 は洗練 文 を巡 らしてい

る。 口唇部外 面には R L の単
節縄 文 を横方向 に施文。

長石 ・石英

・雲母

普通 にぷい橙 覆　　 土

縄文土器 深　 鉢 － （8．7） － 結節沈線文 によ り文様 を描出 長石 ・石英 普通 にぷい褐 覆　　 土

T P6084 してい る。 L の無節縄 文 を縦

方向に施 文。
・雲母

番　 号 器　 種
計　　 測　　 値 ！材 質

特　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ）厚 さ（cm ） 重 量 （g ）

Q 6038 磨　　 石 7．0 7．2 5．9 415．6 安 山 岩 周縁 に擦痕。 覆　　 土 P L 6 1

第相関号蓋坑（第380の381図）

位置　調査2区の北部，C3h7区。住居跡群域に位置する。

規模と形状　開口部は内偵する南西壁が第5層の堆積後に大きく崩落しているため，南西側が沈下してテラス

状になっている。平面形は残存している形状から径0。80mの円形と推定される。底面はほぼ平坦で，平面形は

長径2の75mタ　短径2。64mのほぼ円形である。確認面からの深さは84cmで，壁は内傾している。

尊堂10層に分層される。大きく崩落した南西壁は第5層上面に堆積しており，第1～4層は崩落後に堆積し

たものである。第5～7層はレンズ状に堆積していることから自然堆私　第8～10層はロームブロックを多く

含むことから崩落土と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
4　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
5　黒褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

6　黒褐色　ローム小ブロック少量
7　黒褐色　ローム小ブロックの炭化粒子微量
8　黒褐色　ローム小ブロック中量，鹿沼パミスブロック微量
9　黒　色　ロームブロック・炭化粒子少量

10　黒褐色　ローム小ブロック中量，鹿沼パミス粒子少量，炭化粒子微量

遺物出立状況　縄文土器片250点が出土している。6109の深鉢片は底面から出土している。

所凰　廃絶時における土坑内の状態は，大きく崩落した南西壁の下位の堆積状況が自然堆積と崩落土であるこ

とから空洞であったと判断できる。時期は，底面から出土した6109の深鉢片から中期中葉（阿王台Ⅱ式期）と

考えられる。

⑥　　　　　　　七。h8
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第38の園　第1666号土坑出土遺物実測図
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第381図　第1666号土坑出土遺物実測図

第1666号土坑出土遣物観察表（第381園）

10cm

L＿　　i I

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm）文様の特徴胎　土焼成色　調出土位置備　考

6109

縄文土器！深　鉢

l

－（18．5）－胴部上位に隆帯によるⅩ字状

文。キザミ目列を巡らしてい

る。

長石・石英

・雲母

普通にぷい褐底　　面

TP6085

縄文土器深　鉢－（8．9）－隆帯により文様を描出し，隆

帯に沿ってアナダラ属の月に

よる刺突文を施している。

長石・石英

・雲母

普通赤褐覆土下層

TP6086

縄文土器探　鉢－（6．8）－胴部上位に隆帯によるⅤ字状

文。隆帯に沿って結節沈線

文。

長石・石英

・雲母

普通灰褐覆　　土

TP6087

縄文土器深　鉢－（5．5）－キザミを有する隆帯文を巡らし，

半裁竹管による結節平行沈線文

を施している。Lの無節縄文。

長石・石英

・雲母

普通灰黄褐覆　　土

一402－



番　 号 種　 別 器　 種 U 径 （cm ） 器高 （cm ） 底径 （cm ） 文様の特徴 胎　 十 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

TP6 08 8

縄文 土器 深　 鉢 － （6．0） － 口緑部 は隆帯に よる区画文。

隆帯 に沿 って結節沈線文。 キ

ザ ミ目列 を巡 ら している。

長石 ・石英

・雲母

普通 にぷい褐 覆　　 土

TP60 89

縄文土器 探　 鉢 － （6．1）
－ キザ ミ日列 を巡 らしている。 長石 ・石英

・雲母

普通 灰褐色 覆　　 土

T P609 0

縄 文土器 深　 鉢 － （6．5） － 櫛 歯状工具 による波状文 を施

している。

長 石 ・石英

・雲母

普通 暗赤褐 覆　　 土

TP6 09 1

縄文土 器 探　 鉢 － （6．6） － 無文。 長石 ・石英

・雲母

普通 黒褐 覆　　 土

TP60 92

縄文土器 探　 鉢 － （7．3） － 3 条一組の沈線 に より文様 を

描 出。 R L の単節縄 文を縦方

向に施文。

長石 ・石英

・雲母

普通 にぷい赤褐 覆　　 土

第1671号土坑（第382・383図）

位置　調査2区の北部，D3C4区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1669号土坑を掘り込み，第246号住居に掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は，長径2．02m，短径1．62mの楕円形である。底面はほぼ平坦で，確認面からの

深さは52cmである。壁は南壁が内傾している以外は外傾している。ピットは2か所で，いずれも壁際に位置

している。ピットの深さは，Plが56cm，P2が58cmである。

覆土　4層に分層される。第4層はP2の覆土である。レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられ

る。

土層解説
1暗褐色　ロームブロック少量，鹿沼パミス粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム小ブロック・炭化粒子少量
4　暗褐色　ロームブロック少量，鹿沼パミス粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片70点が出土している。6113の探鉢片は覆土上層から，6114の深鉢片と6115の器台は

覆土下層から出土している。

所見　時期は，覆土下層から出土した6114の深鉢片と6115の器台から中期後菓（加曽利EⅡ式期）と考えられ

る。

第382図　第1671号土坑実測図
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第383図　第1671号土坑出土遺物実測図

第1671号土坑出土遺物観察表（第383図）

6115　　0　　　　　　　　　10cm
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番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

6113

縄文土器深　鉢－
（21．6）－胴部は沈線による3条一組の

懸垂文間を磨り消している。R

Lの単節縄文を縦方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通灰褐覆土上層

6114

縄文土器探　鉢－（5，8）6．2胴部は沈線による懸垂文を施

し，RLの単節縄文を縦方向

に施文。

長石・石英普通にぷい橙覆土下層

6115

縄文土器器　台14．0 （9．0）19．8体部上位に大・小4単位ずつ

の透かし孔がある。無文で，

入念に研磨している。

長石・石英普通にぷい褐覆土下層PL52

第1672号土坑（第384図）

位置　調査2区の北部，D3e4区。住居跡群城に位置する。

重複関係　第1681号土坑を掘り込んでおり，第1673号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は，第1673号土坑に掘り込まれているため，長径が推定で2．38m，短径1・88mの

楕円形である。底面はほぼ平坦で，確認面からの深さは34cmである。壁は内傾している。

覆土　5層に分層される。レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム小ブロック微量
5　暗褐色　ローム粒子微量

－404－



遺物出土状況　縄文土器片71点が出土している。6116の深鉢片は底面から，6117の深鉢片は覆土中層から出土

している。

所見　時期は，底面から出土した6116の探鉢片から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

④）　　′／一一一一一

0　　　　　　　　　　　　　　2m

l・－　l”一一　1

第384図　第1672号土坑・出土遺物実測図

第1672号土坑出土遺物観察表（第384図）

番　 号 種　 別 器　 種 口 径 （cm ） 器 高 （cm ） 底 径 （c m ） 文 様 の 特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出 土 位 置 備　 考

6 1 16

縄 文 土 器 深　 鉢 － （19，4） 8．8 L の 無 節 縄 文 を縦 方 向 に 施

文 。

長 石 ・石 英 普 通 赤 褐 底　　 面 底 部 網

代 痕

－405－



番　 号 種　 別 器　 種 口径（cm ） 器高 （cm ） 底径 （cm ） 文様 の特徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出土位置 備　 考

6117

縄 文土器 深　 鉢 － （8．5） ［8．5］ L R の単節縄文 を縦 方向に施

文。

長石 ・石英 普通 明赤褐 覆土 中層

TP60 93

縄 文土器 採　 鉢 － （7．0） － 口唇部直下に隆帯を巡らし，ロ緑

部は細い隆帯により文様を描出。

L の単節縄文を縦方向に施文。

長石 ・石英 普通 褐灰 覆　　 土

TP60 94

縄 文土器 深　 鉢 － （7．6） －
2 本一組の隆帯 によ り文様 を

描 出。R L の単節縄文 を縦 方

向 と横方 向に施文 。

長石 ・石英 普通 にぷい橙 覆　　 土

T P60 95

縄 文土器 探　 鉢 －
（15．6） － 沈線 が沿 う2 本一組の隆帯 に

よ り文様 を描出。 R L の単節

縄文 を縦方 向に施 文。

長石 ・石英 普通 橙

粟褐

覆　　 土

第1673号土坑（第385図）

位置　調査2区の北部，D3e5区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1672号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　開口部の平面形は，長径1．61m，短径1．46mの楕円形である。底面はほぼ平坦で，確認面からの

深さは100cmである。壁は直立する南西壁以外は内傾している。ピットは1か所で，深さは38cmである。

第385図　第1673号土坑・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　　　　；　　　！
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者達　6層に分層される。レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量　　　　　　　　　　　4　黒褐色　ローム小ブロック・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・鹿沼パミス粒子微量　　5　暗褐色　ロームブロック少量
3　黒褐色　ローム粒子の炭化粒子微量　　　　　　　　　　　6　暗褐色　ロームブロック中量・鹿沼パミス小ブロック微量

遺物出藍状況　縄文土器片237点が出土している。TP6096とTP6097の深鉢片は覆土上層から出土している。

新風　時期はタ　出土土器から中期後葉（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

第1673号土坑出土遺物観察表（第385図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径（cm ）器高（cm ）底径（cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色 調　 桓 士位置 i 備 考

6118

縄文土器 深　 鉢 ［16．0］ （18．0） － 口綾部 と胴部 に洗練 を巡 ら

し，洗練 間を磨 り消 してい

る。地文はR L の単節縄文。

長石 ・石英 普通 白こぶい橙 iM．藤．一．．…MW．．．．VW．．ル．‘W．m．「 ‾

T P6096 i

！縄文土器 深　 鉢 － （氾 0） － 目線部は沈線が沿う隆帯によ 長石 ・石英 普通 黒褐　　　　 覆土上層
り文様を描出。胴部は3 条一組

の懸垂文間を磨り消している。

・雲母

l

i
！

縄文土器 深　 鉢 － （10．5） － 沈線による 2 条一組の懸垂文 長右 ・石英 普通 暗赤褐　　　 覆土上層　 内面炭

TP（）0り7 を施 している。櫛歯状工具に

よる条線文を縦方向に施文。

化物付

着

第相関尊堂坑（第386～388図）

位置　調査2区の北部，C3j5区。住居跡群域に位置する。

規模と形状　開口部の平面形は，径1。12mの円形である。底面はほぼ平坦でタ平面形は長径2。65m，短径

2。38mの楕円形である。壁は内傾している。北壁は第15根号土坑が上部にあるため沈下しており，内傾する壁

の立ち上がる角度が小さくなっている。深さは85cmである。

孝藍　5層に分層される。第4。5層が底面の中央部に凸状に堆積している以外は芦　レンズ状に堆積している

ことから自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック中量
3　黒　色　ロームブロック少量，炭化物微量

▼…＿、＿‥＿＿＿＿＿＿＿＿＿　Llノ1一一6120

1

／、一一・6124

シ’＼、、
、、

’ヽ、

一一・一、　　　　　　　　　　　　　　　　一′

、・．、・叫軸－≠榔－

第謂図　第1676号土坑実測図
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4　暗褐色　ロームブロック多量，鹿沼パミスブロック少量

5　暗褐色　ロームブロック中量，鹿沼パミスブロック微量

2m

』二二二」二二二二』

－∠ノ107　－



遺物出土状況　縄文土器片147点が出土している。6119の探鉢，6122と6124の探鉢片は，いずれも第4層上面

から出土している。

所見　6119の探鉢は胎土が在地の土器と異なることから，搬入されたものと考えられる。時期は，出土土器か

ら中期中葉（阿王台Ⅲ式併行期）と考えられる。

皇さ　＿　　　　　一－＿′・ブーコ＼

ん

第387回　第1676号土坑出土遺物実測図（1）
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二：三三三Il＿I

第388図　第1676号土坑出土遺物実測図（2）

第1676号土坑出土遣物観察表（第387・388図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　l　　　　！

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

6119

縄文土器探　鉢27．6 32．2 9．7 二段の橋状把手。ロ緑部は隆長石・石英普通にぷい赤褐第　4　層PL52
帯により文様を描出。胴部は

無文で，研磨している。

・雲母 橙 上　　面底　部

網代痕

6120

縄文土器深　鉢［17．6］（11．7）
－把手及び口唇部直下は隆帯，ロ

綾部は沈線により文様を描出。

地文はRLとLRの単節縄文。

長石・石英普通褐灰 第　4　層

上　　面

6121

縄文土器深　鉢－
（7．5）

－口綾部は，結節沈線文を有

し，突出させた隆帯文を巡ら

している。

長石・石英

・雲母

普通灰褐 覆　　土

6122

縄文土器深　鉢－ （5．7）－口唇部外面は，結節沈線文とキ

ザミを有し，突出させ隆帯文を

巡らしている。Lの無節縄文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい褐第　4　層

上　　面

6123

縄文土器探　鉢－ （4．0）
－口唇部外面は上下に突出させ

た隆帯文を巡らし，隆帯に沿

って結節沈線文を施している。

長石・石英普通にぷい橙覆　　土

6124

縄文土器深　鉢－ （臥2）11．0 LRの単節縄文を縦方向に施

文。

長石・石英

・雲母

普通橙 第　4　層

上　　面

底　部

網代痕

TP6098

縄文土器深　鉢－ （6．6）－隆帯による懸垂文。沈線によ

り文様を描出。RLの単節縄

文を縦方向に地文。

長石・石英普通橙 覆　　土

TP6099

縄文土器有孔鍔

付土器
－ （5．2）

－無文で，研磨している。 長石・石英

・雲母

普通にぷい赤褐覆　　土内・外

面赤彩

第1680号土坑（第389図）

位置　調査2区の北部，C4i2区。住居跡群城に位置する。

確認状況　平安時代の第173号住居跡の掘り方調査で確認する。

重複関係　第173・182号住居と第1839号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は，第173・182号住居跡に掘り込まれているため，径1．86mの円形と推定され

る。底面はほぼ平坦である。壁は直立し，深さは40cmである。ピットは3か所で，いずれも壁寄りに位置し

ている。ピットの深さは，Plが25cm，P2が23cm，P3が35cmである。

覆土　3層に分層される。レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロック少量
2　極暗褐色　ロームブロック中量

3　暗褐色　ロームブロック中量

－409－



遺物出土状況　縄文土器片75点が出土している。6126の探鉢は，北壁寄りの底面から出土している。

所見　時期は，底面から出土した6126の探鉢から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第389図　第1680号土坑・出土遺物実測図

第1680号土坑出土遺物観察表（第389図）

0　　　　　　　　　　　　　　2m

「　　一十l・　－1

0　　　　　　　　　　　　　10cm

仁　一＿＿⊥－」

番　号 種　別 器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土 焼成 色　調 出土位置備　考

6126

縄文土器深　鉢 19．6 29．0 ［9．0］ ロ緑部は沈線が沿う隆帯によ

る渦巻文。胴部は沈線による懸

垂文。地文はRLの単節縄文。

長石・石英普通暗赤褐 底　　 面PL52

第1681号土坑（第390・391図）

位置　調査2区の北部，D3d4区。住居跡群の外周域に位置する。

重複関係　南側を第1672・1682号土坑に掘り込まれている。

－410－



規模と形状　開口部の平面形は，第1672・1682号土坑に掘り込まれているため，現状では径1．72mの円形であ

る0底面はほぼ平坦で，径2．16mの円形である。壁は第1672号土坑に掘り込まれて直立している南壁以外は内

傾している。深さは56cmである。ピットは1か所で，東壁際に位置している。Plの深さは54cmである。

覆土　5層に分層され，第5層はPlの覆土である。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられ

る。

土層解説
1黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量　　　　　　　4　黒褐色　ロームブロック少量，炭化物微量
2　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・鹿沼パミス粒子微量　　5　黒褐色　炭化粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック少呈，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片23点が出土している。6127・6129・6130の深鉢片は，いずれも壁際の底面から出土

している。

所見　時期は，底面から出土した6127・6129・6130から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

AI B TP6100　　6128

2m

［一一　；　　＿」

10cm

L　　；　　！

－411－

第390図　第1681号土坑・出土遺物実測図
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第391図　第1681号土坑出土遺物実測図

第1681号土坑出土遺物観察表（第390・391図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

」二－＿」＿＿　　」

番　号 種　別 器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土 焼成 色　調 出土位置備　考

6127

縄文土器探　鉢 ［24．2］ （29．9） －
口唇部外面にキザミを有する

隆帯文。口縁部は隆帯文。R

Lの単節縄文。

長石・石英普通灰褐

にぷい橙

底　　面PL52

6128

縄文土器深　鉢 【22．2］ （20．2） － 口唇部外面に渦巻状の突起を有

する。ロ縁部は交互刺突による連

続コの字状文。RLの単節縄文。

長石・石英

・雲母

普通褐灰

にぷい橙

覆土下層

6129

縄文土器探　鉢 16．0 （11．3） － ロ縁部は結節沈線文を巡らし

ている。地文はLの無節縄文

で，縦方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通黒褐 底　　 面

6130

縄文土器探　鉢 － （7．1） 9．2 半裁竹管による平行沈線文に

より文様を措出している。地

文はRLの単節縄文。

長石・石英

・雲母

普通明赤褐 底　　面

TP6100

縄文土器深　鉢 － （8．1） － 無文。 長石・石英普通灰褐 覆土下層
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第1682号土坑（第392・393図）

位置　調査2区の北部，D3d4区。住居跡群の外周城に位置する。

重複関係　第1681号土坑の南西側を掘り込んでいる。

規模と形状　開口部の平面形は長径1．90m，短径1．60mの楕円形である。底面はほぼ平坦で，平面形は長径

2．07m，短径1．94mのほぼ円形である。確認面からの深さは108cmで，壁は内傾している。

覆土　6層に分層される。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土眉解説

1黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量　　　　　　　　　4　黒褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・鹿沼パミス粒子微量　　5　暗褐色　ロームブロック少量

3　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量　　　　　　　　　　　6　暗褐色　ロームブロック中量，鹿沼パミス小ブロック微量

遺物出土状況　縄文土器片158点，磨製石斧片4点，剥片3点が出土している。遺物の多くは覆土上層から出

土しており，図示した土器はいずれも覆土上層から出土したものである。

所見　本跡の廃絶時期は覆土下層からから出土した土器がないため明確ではないが，覆土上層の堆積時期は出

土土器から中期後葉（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

l∈ヲ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ○　　　　 ＼

二 ヲ
　」　　　　 丁＼＼／ ‾Ⅰ ＼、ノ／

第392図　第1682号土坑・出土遺物実測図
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第393図　第1682号土坑出土遣物実測図

第1682号土坑出土遺物観察表（第392・393図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l l　…　　－1

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

6131

縄文土器鉢－（12．3）－ロ縁部は無文で，研磨している。

胴部上位は隆帯により文様を

描出。地文はLRの単節縄文。

長石・石英普通にぷい褐覆土上層

6132

縄文土器有孔鍔

付土器

［19．3］（8．7）－無文で，入念に研磨してい

る。

長石・石英普通橙色 覆土上層内・外

面赤彩

TP6102

縄文土器鉢－（9．4）－
沈線が沿う隆帯により文様を

描出。撚糸文を横方向に施

文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい褐覆土上層

TP6103

縄文土器鉢－（9．5）－ロ緑部は無文。胴部上位は沈線

による2条一組の波状文。RL

の単節縄文を縦方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通橙 覆土上層

TP6104

縄文土器深　鉢－（8．0）－頸部は無文。胴部は沈線によ

る3条一組の懸垂文。LRの

単節縄文を縦方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通黒褐 覆土上層

TP（）105

l

縄文土器鉢－（9．0）－
沈線による懸垂文間を磨り消

している。LRLの複節縄文

を縦方向に施文。

長石・石英普通にぷい橙覆土上層

番　号器　種
計　　測　　値

材　　質 特　　　　　　　 徴 出土位置備　　考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

Q6045磨製石斧（12．2）5．1 3．0 （311．0）緑色凝灰岩器体研磨入念。刃部欠損。 覆　　土

Q6046磨製石斧（10，1）4．6 2．8 （206．9）緑色凝灰岩器体研磨入念。刃部欠損。 覆　　土

第1685号土坑（第394～396図）

位置　調査2区の北部，D3斑区。住居跡群の外周城に位置する。

規模と形状　開口部の平面形は，径1．88mの円形である。底面は平坦で，径2．30mの円形である。深さは

52cmで，壁は内傾する。

－414－



覆土　7層に分層される。レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　炭化物少量，ロームブロック微量
2　褐　色　ロームブロック中量
3　黒褐色　ロームブロック・炭化物微量
4　暗褐色　ロームブロック中量

5　暗褐色　ロームブロック少量

6　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
7　褐　色　ロームブロック中量，第2層より粘性がある。

遺物出土状況　縄文土器片113点，打製石斧片1点，掻器片1点が主に覆土上層から廃棄されたような状態で

出土している。6133と6134の探鉢は，いずれも覆土上層から出土している。

所見　覆土上層に遺物が集中し，一括廃棄されたことがうかがわれる。本跡の廃絶時期は明確ではないが，覆

土上層の堆積時期は出土土器から中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。

l

／／′ク／
＿／

第394図　第1685号土坑・出土遣物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l i　　　　！
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0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

第395図　第1685号土坑出土遺物実測図（1）
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第396図　第1685号土坑出土遣物実測図（2）

第1685号土坑出土遺物観察表（第394～396図）

10cm

」＿＿　　i r＝∃

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

6133

縄文土器探　鉢［30．7］48．8 11．8 口緑部は隆帯によるⅤ字状

文。口唇部外面はLRの単節

縄文。それ以外は撚糸文。

長石・石英普通橙 第　4　層

上　　面

PL53

底　部

網代痕

6134

縄文土器深　鉢28．5 40．2 10．5 口唇部外面に沈線が沿う隆帯

を巡らしている。LRの単節

縄文を縦方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい橙第　4　層

上　　面

PL52
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番　 号 性　 別
極 種

口径 （cm ） 器高 （cm ） 底径 （cm ） 文様 の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

6 13 5

縄文土 器 深　 鉢 －
（9．3） 10．0 沈線 に よる懸垂文。地文 はL 長石 ・石英 普通 にぷい橙 底　　 面 ！

R の単節 縄 文 を縦 方 向 に施

文。

・雲母

613 6

縄文土器 i探 鉢

i

－ （9ぶ 6溜 R L の単節縄 文 を縦方向 に施

文。

長石 ・有英 i普通 黒 褐 底　　 面 i

i

i

6 137

縄 文土器 鉢 － （8．2） 7．り 胴部 は洗練文 と沈線 に よる鋸 長 石 ・石英 普通 暗赤褐 覆土上層 内 0 外

i

歯状文。地文 はL R の単 節縄

文で，縦方向に施文。

・雲母 面赤彩

P L 53

6 13 8

縄文 土器 鉢 － （6．2） 6．9 無文で，入念 に研磨 。 長石 ・石英

・雲母

普通 にぷい褐 覆土上層

TP6 10 7

縄文土器 深　 鉢 － （14．1） － 目線部 は肥厚 して，無文。胴 長石 ・石英 普通 黒褐 覆土上層

i

部 は櫛歯状工 具 による波状文

を縦方向 に施文。

・雲母

T P6 108

縄文土器 深　 鉢 （6．5）
－ 口唇部直下に押圧文 を有する隆

帯を巡 らしている。櫛歯状工具

による波状文 を縦方向に施文。

長石 ・石英

・雲母

普通 灰褐 覆土上層 ！

T Ph IOり

縄 文土器

i

探　 鉢 － （15．2） － L R の単節縄文 を縦 方向に施

文。

長石 ・有薬

・雲母
i

普通 にぷ い橙 覆土上層

第帽酢考量坑（第397～400図）

位置　調査2区の北部，C3j6区。住居跡群域に位置する。

重複関係　南側を平安時代の第178号住居に掘り込まれている。第1686号土坑との新旧関係は，出土土器から

本跡が古い。

親機と形状　開口部の平面形は，第178号住居と第1686号土坑に掘り込まれているため径1。26mの円形と推定さ

れる。底面は平坦で，平面形は径2。10mの円形である。深さは78cmで，壁は残存している北壁が内傾している。

尊皇　7層に分層される。レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック微量
3　暗褐色　ロームブロック少量
4　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子徴還

5　黒　色　ロームブロック0鹿沼パミス粒子少量，炭化粒子微量
6　黒褐色　ロームブロックも鹿沼パミスブロック少量

7　黒褐色　ロームブロック中量，鹿沼パミス粒子少量

遣物出立状況　縄文土器片300点，磨石1点が出土している。主な遺物は底面から覆土下層にかけて廃棄され

たような状態で出土している。6140の探鉢は底面から，6141の探鉢と614206143の浅鉢は覆土下層から破片が

散在する状態で出土している。6146と6147の深鉢は，接合しないが同一個体である。

新風　底面から覆土下層にかけて遺物が集中し，一括廃棄されたことがうかがわれる。時期は，底面から出土

した6140の深鉢から中期中葉（阿王台Ⅱ～Ⅲ式期）と考えられる。

二二二主二



第398図　第1687号土坑出土遣物実測図（1）
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第399図　第1687号土坑出土遺物実測図（2）
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0　　　　　　　　　　　　10cm

←　i　　　」

第400図　第1687号土坑出土遺物実測図（3）

第1687号土坑出土遺物観察表（第398～400図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器 高 （cm ） 底 径 （cm ） 文 様 の 特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出土 位 置 備　 考

6 14 0

縄 文 土 器 探　 鉢 ［3 1．4］ 4 0．3 1 1．8 口綾 部 と胴 部 に沈 線 に よ る 大

振 りの 波 状 文 を巡 ら し て い

る。 地 文 は L の 無 節 縄 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 黒 褐

にぷ い 橙

底　　 面 P L 53

6 14 1

縄 文 土 器 深　 鉢 35．8 （32 ，1） － 無 文 で ， 研 磨 。 長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 黒褐

に ぷ い橙

覆 土 下 層

6 14 2

縄 文 土 器 浅　 鉢 ［4 4．2］ 14 ．6 1 1．5 無 文 で ， 入 念 に研 磨 。 長 石 ・石 英

・雲 母

普通 にぷ い赤 褐 覆土 下層 P L 53

6 14 3

縄 文土 器 浅　 鉢 ［3 9．2］ 13．8 9 ．4 無 文 で ，入 念 に研 磨 。 長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 暗 赤 褐 覆 土 下 層 P L 5 3

6 144

縄 文 土 器 鉢 ［33．2］ （8．4） － 口唇 部 外 面 に押 圧 文 を施 して

い る 。 無 文 で ， 研 磨 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 に ぷ い褐 覆 土 下層

6 14 5

縄 文 土 器 探　 鉢 ［17．8］ （6．5）
－ 押 庄 文 を有 す る隆 帯 を 懸 垂 さ

せ て い る 。

長 石 ・石英 普通 にぷ い赤 褐 覆 土 下層

6 14 6

縄 文 土 器 深　 鉢 ［24．0］ （9．4 ） － L の無 節 縄 文 を口 唇 部 外 画 は

横 方 向 ， そ れ 以 外 は 縦 方 向 に

施 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 に ぷ い 橙 覆 土 下 層

6 14 7

縄 文 土 器 探　 鉢 ［24．0］ （9．5） － L の 無 節 縄 文 を 口唇 部 外 面 は

横 方 向 ， そ れ以 外 は 縦 方 向 に

施 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 灰 褐 覆 土 下層

6 14 8

縄 文 土 器 深　 鉢 － （12．5） ［1 1．5］ 胴 部 に 隆 帯 を懸 垂 させ ， 券 面

を 4 分 割 して い る。 L R の 単

節 縄 文 を縦 方 向 に施 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 にぷ い 橙 覆土 下層

6 149

縄 文 土 器 深　 鉢
－ （4．5） 9．8 無 文 。 長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 に ぷ い 橙 底　　 面 底　 部

網代 痕

第1690号土坑（第401・402図）

位置　調査2区の北部，C3h9区。住居跡群城に位置する。

重複関係　第175号住居と第1522土坑に掘り込まれている。

規模と形状　平面形は，第175号住居と第1522号土坑に掘り込まれているため，現状では長径2．48m，短径

2・20mの楕円形である。底面はほぼ平坦である。確認面からの深さは41cmである。壁は直立しているが，北

壁が土層断面から内傾することが確認されている。

覆土　6層に分層される。第1・2層の上面は第175号住居の床面であり，踏み締まっている。第3・4層は

ロームブロックを多く含み，北壁側から堆積していることから，内傾する壁の崩落土と考えられる。第5・6

層は，レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。
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土層解説
1　黒　鮎　邑　LJ－ム粒子少量
2　極暗褐色　ローム粒子中量
3　極暗褐色　ロームブロック中量

4　暗褐色　ロームブロック多還
5　極暗褐色　ローム粒子少量
6　極暗褐色　ローム粒子中鼠　第2層より締まりがない

遺物出藍状況　縄文土器片54点，磨石1点が出土している。6150の深鉢は散在して底面から出土している。

新風　6150の深鉢はタ廃絶時に廃棄されたことがうかがえる。時期はタ6ユ50の深鉢から中期中葉（阿王台Ⅳ式

期）と考えられる。

⑥　慧

窮鯛図　第1690号士坑実測図
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第402図　第1690号土坑出土遺物実測図

第1690号土坑出土遺物観察表（第402図）

0　　　　　　　　　　10cm

－」

番　号 種　別 器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土 焼成 色　調 出土位置備　考

6150

縄文土器深　鉢 23．3 32．1 8．8 口縁部は隆帯によるⅤ字状

文。RLの単節縄文。Ⅴ字状

文下には綾繰文。

長石・石英

・雲母

普通黒褐

にぷい赤褐

覆土下層底部網

代痕

PL53

番　号 器　種
計　　測　　値

材　　質 特　　　　　　　 徴 出土位置 備　　考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

Q6056 磨　　 石 9．0 7．5 4．6 431．6 砂　　岩側縁に擦痕。 覆土下層

第1697号土坑（第403図）

位置　調査2区の北部，C3jO区。住居跡群の外周域に位置する。

重複関係　第1696号土坑と第1699号土坑を掘り込み，第1698号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は，土層断面から長径2．18m，短径2．08mの円形である。底面はほぼ平坦である。

深さは57cmである。壁は南壁が直立しているが，土層断面から内傾していることが確認されている。ピットは

3か所で，いずれも壁際に位置している。ピットの深さは，Plが19cm，P2が41cm，P3が27。mである。

覆土　8層に分層される。第7・8層はロームブロックを多く含み，内傾する壁の崩落土と考えられる。第1

～6層は，レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土眉解説
1　黒褐色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量
3　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
4　黒褐色　ロームブロック少量

5　黒褐色　ローム粒子中量，鹿沼パミス粒子少量
6　極暗褐色　ローム粒了‥鹿沼パミス粒子少量
7　暗褐色　ロームブロック中量

8　暗褐色　ロームブロック多量
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遺物出土状況　縄文土器片75点，磨製石斧1点が出土している。6152の深鉢は，覆土下層から出土している。

所見　時期は，覆土下層から出土した6152の深鉢から中期中葉（阿玉台Ⅲ・Ⅳ式期）と考えられる。

第403回　第1697号土坑・出土遺物実測図

第1697号土坑出土遺物観察表（第403図）

0　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　；　　一二∃

0　　　　　　10cm

L二＿＿－＿土＿二．」

番　 号 種　 別 器　 種 口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

6152

縄文土器 深　 鉢 13．6 16．8 7．7 無文で，研磨。 長石・石英

・雲母

普通 黒褐

にぷい橙

覆土下層 底部網

代痕
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番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ）器高（cm）底径（cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

TP6110

縄文土器 浅　 鉢 － （6．3） － 無文で，研磨。 長石 ・石英

・雲母

普通 暗赤褐 覆土下層 内面 ・

口唇部
赤彩

番　 号 器　 種
計　　 測　　 値

材　　 質 特　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

Q 6 0 58 磨梨石 斧 （6．3） 3．6 2．3 （93．6） 緑色凝灰岩 器体研磨入念。刃部欠損。 覆土下層

第1698号土坑（第404・405図）

位置　調査2区の北部，C3jO区。住居跡群域に位置する。

確認状況　確認面では検出できず，土層断面と第1697号土坑の底面で確認した。

重複関係　第1697号土坑の中央部を掘り込んでいる。

規模と形状　平面形は，1697号土坑の底面では長径0．66m，短径0．59mのほぼ円形である。底面はほぼ平坦で

ある。深さは96cmで，1697号土坑の底面からの深さは41cmである。壁は直立しているが，土層断面では東壁

の上位が緩やかに外傾していることが確認されている。

覆土　5層に分層される。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

4　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
5　黒褐色　ロームブロック・鹿沼パミス粒子少量

遺物出土状況　縄文土器片134点が主に覆土上層から出土している。6153・6154・6155・6156の深鉢片は覆土上

層から出土している。

所見　覆土上層に土器が集中し，一括廃棄されたことがうかがわれる。本跡の廃絶時期は底面や覆土下層から

の出土遺物がないため明確ではないが，覆土上層の堆積時期は出土土器から中期後葉（加曽利EⅢ式期）と考

えられる。

も一　旦2。．2m

0　　　　　　　　　　　10cm

［－＿　　；　一」



第405図　第1698号土坑出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm
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第路粥号土塊出土遺物観察表（第404e405図）

番　 号　 種　 別 器　 種 口径（clの 器高（cm ）底径（cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼成　　 色　 調 出土位置　 備　 考

縄文土器

6153 i

深　 鉢 ［24．6］ （18．1） － 沈線により区画文を施 し，区

画文外を磨 り消 している。 L

R の単節縄文。

長石 ・石英 良好　 にぷい褐 覆土上層

i

！縄文土器 深　 鉢 － （15．0）
－ 沈線により区画文を施 し，区 長石 ・石英 普通 にぷい赤褐 覆土上層 i

i
6154

】

画文外を磨 り消している。 L

R の単節縄文。
橙

縄文土器 深　 鉢 － （10．0） ［6．2］ 洗練による懸垂文間を磨り消 長石 ・石英 良好　 にぷい褐 覆土上層 i

i

6155 している。 R L の単節縄文を

縦方向に施文。
・雲母

！縄文土器 深　 鉢 － （22．7） － 沈線による懸垂文間を磨 り消 長石 ・石英 普通　 にぷい橙 覆土上層 i

6 156 している。条線文を縦方向に

施文。
TP6誹 亀文土器 i

i　 i

鉢 － （′19．2）
－ 日録部は無文。胴部上位は隆

帯により文様 を描出。条線文

を縦方向に施文。

長石 ・石英 普通　 にぷい褐 覆土上層 i
i

縄文土器

T Pbl12

深　 鉢 － （14．9） … 目線部は波頂部下に隆帯によ

る渦巻文。胴部は懸垂文間を
磨 り消す。 R L の単節縄文。

長石 ・石英 普通　 にぷい黄褐 覆土上層

縄文土勘

TPbllj

深　 鉢 － （私4）
－ 2 本一組の隆帯による渦巻

文。R L の単節縄文を縦方向

に施文。

長石 ・石英 普通 にぷい褐 i．i＿＿＿＿ふ＿＿＿＿＿＿，＿＿▼＿＿＿＿＿三＿h＿、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿サ＿＿．＿＿－

第膵馴考量境（第4066407図）

位置　調査2区の北部タ　C3i9区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第175号住居に掘り込まれている。

規模と形状　平面形はタ　第175号住居に掘り込まれているため，現状では長径1。72m芦短径打狛mのほぼ円形

である。底面はほぼ平坦である。確認商からの深さは40cmで，第175号住居の床面からの深さは3鹿mである。

壁は外傾しているがタ北壁と南壁の一部は内傾している。ピットは2か所でタ壁寄りに位置している。ピット

の深さは，Plが49cm，P2が39cmである。

尊堂　2層に分層される。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量 2　暗褐色　ロームブロック中量

遺物出藍状況　縄文土器片165点が出土している。出土土器の多くは廃棄されたよう射太態で覆土上層から出

土している。TP鋸14の深鉢片とTP6H5の浅鉢片は覆土上層（第1層）から出土している。

所凰　覆土上層に遺物が集中し，－一括廃棄されたことがうかがわれる。本跡の廃絶時期は底面や覆土下層から

の出土遺物がないため明確ではないが，覆土上層の堆積時期は，その出土土器から中期後菓（加曽利EI式期）

と考えられる。

⑥

第欄間　第1701号土坑実測図

－427－

TP6115　　　TP6114

＼／

‾二二）二‾‾

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

」二二∴I　一　一　」



第407図　第1701号土坑出土遣物実測図

第1701号土坑出土遣物観察表（第407図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　－1十一　　…－ll

番　号 種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土 焼成 色　調 出土位置備　考

TP（1114

縄文土器深　鉢 － （13．2） － 背に沈線を有する隆帯と2本一

組の隆帯により文様を描出。L

Rの単節縄文を縦方向に地文。

長石・石英

・雲母

普通黒褐

にぷい褐

覆土上層

TP6115

縄文土器浅　鉢 － （4．5） － ロ緑部は沈線により文様を描

出している。

長石・石英普通暗赤褐 覆土上層内・外

面赤彩

第1761号土坑（第408・409図）

位置　調査2区の中央部，E2eO区。住居群の外周域に位置する。

規模と形状　平面形は，径2．12mの円形である。底面は平坦で，深さは58cmである。壁は西壁が外傾してい

る以外は直立している。

覆土　5層に分層される。レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロック少量
2　暗褐色　ロームブロック中量
3　暗褐色　ロームブロック少量

①七2。。　　可　129・6m

可

第408図　第1761号土坑出土遺物実測図

4　暗褐色　ロームブロック中量，第2層より色調が明るい
5　褐　色　ロームブロック多量

－428－
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遺物出土状況　縄文土器片21点，石皿1点，打製石斧1点が出土している。Q6063の石皿は覆土下層から出土

している。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

く＝⊃ゝ

第409図　第1761号土坑出土遺物実測図

第1761号土坑出土遺物観察表（第409図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

ト一一一一一一一一一一一　一I　一一1－－－－」

10cm

ヒ＝「一一一一一一一一一一一一一一一一一一十一一一一「∃

番　 号 種　 別 器　 種 口径（cm ）器高（cm ）底径（cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

TP6127

縄文土器 鉢 － ほ3） － 口縁部は無文。隆帯により文

様を描出。R L の単節縄文を

縦方向に施文。

長石 ・石英 普通 にぷい橙 覆　　 土

TP6128

縄文土器 深　 鉢 － （6．1）
－ 沈線による懸垂文。R L R の

複節縄文を縦方向に施文。
長石・石英 普通 黒褐 覆　　 土

番　 号 器　 種
計　　 測　　 値

材　　 質 特　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考
長さ（cm ）幅（cm ）厚 さ（cm ）重量 （g ）

Q 6063 石　　 皿 （27．8） 27．4 9．9 （5634．6） 安 山 岩 表面に皿状のくぼみを有する。凹石に併用。欠損。 覆土下層 P L （11

Q 6064 打製石斧 9．3 5．0 1．6 92．3 緑色凝灰岩 片面調整。表面の一部と裏面に原石面を残す。 覆土下層 P L 60

－429－



第1771号土坑（第410図）

位置　調査2区の中央部，E3C4区。住居跡群の外周域に位置する。

規模と形状　平面形は長径2．34m，短径2．06mの楕円形である。底面は鹿沼パミス層中で，ほぼ平坦である。

深さは71cmで，壁は直立する。ピットは1か所で，東壁際に位置している。

覆土　6層に分層される。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子微量
2　黒褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量

4　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子・焼土粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・焼土粒子微量
6　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子・焼土粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片124点が出土している。6162と6163の深鉢片は覆土下層から出土している。

所見　時期は，覆土下層から出土した6162と6163の深鉢片から中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

．．‾こ二・一毎．＿－て騙

・　▲
此

0　　　　　　　2m

」＿二＿⊥二二＿＿　」

第410図　第1771号土坑・出土遺物実測図

第1771号土坑出土遺物観察表（第410図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

l l　　　　一一1

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cln）文様の特徴胎　土焼成色　調出土位置備　考

6162

縄文土器探　鉢［22．6］（16．8）－
口唇部外面に渦巻文を施す突

起を有する。口縁郡は隆帯によ

り文様を描出。RLの単節縄文。

長石・石英普通黒褐

にぷい橙

覆土下層

6163

縄文土器深　鉢－
（8．9）－波頂部下に隆帯による渦巻文。

口緑部は沈線が沿う隆帯文によ

り描出。地文はRLの単節縄文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい赤褐覆土下層

－430－



窮相関考量坑（第姐　の姐図）

位置　調査2区の中央部，E3e2区。住居跡群の外層域に位置する。

規模と形状　平面形は，長径2。18m，短径1。96mの楕円形である。底面はほぼ平坦で，深さは118cmである。

壁はほぼ直立しタ　酋壁の一部だけが内傾している。

尊堂12層に分層される。第4～12層は，ロームブロックを含む層がレンズ状あるいは凸状に堆積しているこ

とから，壁の崩落を繰り返しながら自然堆積したものと考えられる。第1～3層は，レンズ状に堆積している

ことから自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色

2　黒褐色

3　暗褐色

4　褐　色

5　褐　色

6　暗褐色

ローム粒子も炭化粒子微量
ローム粒子微量
ローム粒子や焼土粒子微量
ロームブロック少量
ローム粒子中量
ローム粒子少量，焼土粒子微量

7　暗褐色
8　暗褐色
9　暗褐色
10　暗褐色
11暗褐色
12　褐　色

ロームブロック少量，鹿沼パミス粒子微量
ロームブロック少量，鹿沼パミス粒子微量

ロームブロック中量

ロームブロック少量
ロームブロック中量

ロームブロック微量

遺物出藍状況　縄文土器片43点が出土している。6164の深鉢は底面から横位の状態で出土している。

所凰　時期は，底面から出土している6164の探鉢から中期後柔（加曽利EI式期）と考えられる。

6164

g・

l

l

l

2m

』二二二二二二と二二二二二二』

第都甘図　第1772号士坑0出土遺物実測図

10cm

ト一二二∴二王∴二Ill二一i
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第412図　第1772号土坑出土遺物実測図

第1772号土坑出土遺物観察表（第411・412図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

】　　　i l

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm）文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

6164

縄文土器深　鉢26．0 33．2［8．4］無文で，研磨。 長石・石英普通褐灰

橙

底　　面PL53

TP6129

縄文土器鉢－（12．0）－
無文で，研磨。 長石・石英普通にぷい橙覆土下層口縁部

内・外

面赤彩

TP6130

縄文土器深　鉢－（9．6）－RLの単節縄文を縦方向に施

文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい赤褐覆　　土

第1814号土坑（第413・414図）

位置　調査2区の南部，E3g7区。住居跡群の外周域に位置する。

重複関係　第1815号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　平面形は，径1．14mの不整円形である。底面はほぼ平坦である。深さは52cmで，壁は直立する。

第1815号土坑と重複している北東壁はテラス状になっている。

覆土　5層に分層される。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・炭化物微量　　　　　　　　　　　　4　暗褐色　ロームブロック少量
2　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量　　　　　　　　　5　褐　色　ロームブロック中量
3　暗褐色　ローム粒子少量

遺物出土状況　縄文土器片13点が出土している。6170の探鉢片は覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利EⅣ式期）と考えられる。

第413図　第1814号土坑実測図

tA
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第414図　第1814号土坑出土遣物実測図

第1814号土坑出土遺物観察表（第414函）

番　 号 種　 別 券　 種 口径 （cm ） 器 高 （c m ） 底 径 （cm ） 文 様 の特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出土 位 置 備　 考

6 17 0

縄 文土 器 深　 鉢 ［2 9．0］ （2 4．0） － 微 隆帯 に よ り文 様 を描 出 して

い る 。 区 画 文 内 に L R の単 節
縄 文 を充 填 してい る。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 橙 覆　　 土

第1817号土坑（第415・416図）

位置　調査2区の北部，C3h7区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1816号土坑を掘り込み，第1820号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　平面形は，第1820号土坑に掘り込まれているため，径1．86mの円形と推定される。底面はほぼ平

－よ　　　く－

第415図　第1817号土坑実測図

－433－
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坦である。深さは38cmで，壁はほぼ直立する。

覆土　4層に分層される。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量　　　　　　　　3　黒褐色　ロームブロック微量
2　極暗褐色　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　　4　極暗褐色　ローム粒子中量

遺物出土状況　縄文土器片73点が出土している。6171の深鉢片は覆土下層から出土している。

所見　時期は，覆土下層から出土している6171の深鉢片から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第416図　第1817号土坑出土遺物実測図

第1817号土坑出土遺物観察表（第416図）

10cm

L－－十一一一一一一一一一一一一一」

番　号 種　別 器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土 焼成 色　調 出土位置備　考

6171

縄文土器深　鉢 ［27．6］ （24．5） － ロ縁部は隆帯による波状文。頭

部は無文。胴部は沈線により文

様を描出。RLの単節縄文。

長石・石英普通にぷい橙 覆土下層

TP61：16

縄文土器探　鉢 － （10．7） －
RLの単節縄文を縦方向に地

文している。

長石・石英普通にぷい赤褐覆土下層

TP6137

縄文土器深　鉢 －
（6．4） － 沈線が沿う隆帯により文様を

措出している。RLの単節縄

文を縦方向に施文。

長石・石英普通にぷい褐 覆土下層

TP6138

縄文土器深　鉢 － （4．6） －
沈線が沿う隆苗による渦巻

文。LRの単節縄文を横方向

に施文。

長石・石英普通橙 覆土下層

－434－



第1821号土坑（第417・418図）

位置　調査2区の北部，D3a5区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1822土坑に東側を掘り込まれている。第1848号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　開口部の平面形は，径1．96mの円形である。底面はほぼ平坦で，平面形は径2．26mの円形であ

る。深さは96cmで，壁は内傾している。ピットは5か所で，いずれも壁際に位置している。ピットの深さは，

Plが38cm，P2が45cm，P3が32cm，P4が38cm，P5が25cmである。

覆土　7層に分層される。第6・7層が底面中央部に凸状に堆積している以外は，レンズ状に堆積しているこ

とから自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック少量
3　黒褐色　ローム粒子少量
4　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物微量

5　暗褐色　ロームブロック・鹿沼パミスブロック微量
6　暗褐色　ロームブロック少量，炭化物微量
7　褐　色　ローム粒子少量

遺物出土状況　縄文土器片104点，剥片1点が覆土から出土している。TP6140の探鉢片は覆土上層から出土し

ている。

所見　廃絶時期は底面や覆土下層から出土している遺物がないため明確にはできないが，覆土上層の堆積時期

は，出土土器から中期後葉（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

0　　　　　　2m

ヒ二＿　；　　＿＿」

第417図　第1821号土坑・出土遺物実測図
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第418回　第1821号土坑出土遺物実測図

第1821号土坑出土遺物観察表（第417・418図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

「…・・卜　　　1

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土 焼成 色　調 出土位置備　考

TP6140

縄文土器探　鉢 － （13．9） － 口緑部は隆帯により文様を描

出。胴部は沈線による懸垂文間

を磨り消す。RLの単節縄文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい赤褐覆土上層

TP6141

縄文土器深　鉢 －
（14．1） － 口綾部は2本一組の隆帯によ

り文様を描出。胴部は沈線に

よる懸垂文。撚糸文。

長石・石英良好灰褐 覆　　土

TP6142

縄文土器深　鉢 － （7．3） －
沈線が沿う隆帯による渦巻

文。RLの単節縄文を横方向

に地文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい赤褐覆　　土外面ス

ス付着

第1829号土坑（第419～421図）

位置　調査2区の北部，D3a8区。住居跡群城に位置する。

重複関係　第1830号土坑の西側を掘り込み，第217・218号住居と第1831号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　平面形は，第217号住居と第1831号土坑に掘り込まれているため，現状では長径2．16m，短径

1．62mの楕円形である。底面はほぼ平坦である。確認面からの深さは68cmで，第217号住居の底面からの深さ

は54cmである。壁は内債している。ピットは1か所で，北壁寄りに位置している。Plの深さは25cmである。

覆土　5層に分層される。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　極暗褐色　ロームブロック中量
2　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子少量
5　暗褐色　ローム粒子多量

遺物出土状況　縄文土器片57点が，主に覆土下層から廃棄されたような状態で出土している。6172と6173の深

鉢は壁際の覆土下層から，6174の深鉢は覆土下層から破片が散在している状態で出土している。

所見　時期は，覆土下層から出土している6172と6173の深鉢から中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。
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第420図　第1829号土坑・出土遺物実測図
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第421図　第1829号土坑出土遺物実測図（2）
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第ヱ82号士坑出土遺物観察表　第姐～墟図）

番　 号　 種　 別 器 種 恒 径 （cm ）
器 高 （cm ） 底 酢 。m ）i　 文様 の 特 徴　　　 …　 胎 土　 焼 成

I
色　 調 出 土 位 置 備　 考

縄 文 土 器

＝ 7ヱ

深　 鉢　 ［23，1］ 36．6 210‘8 曇 蓋 窯 蒼芸 買 還 羊 岩 豊 長 石 ！普 通 窯 褐

にぷ い橙

覆 土 下層 P L 54

縄 文 土 器

6 17：3

深　 鉢　 ［16．6］ 綾 ．り 7．7　 圧 了縁 部 は 2 ヰ← 一組 の 隆帯 に よ　 長 石 ・石 英　 普 通

再 持 出 し，縦 位 の沈 線 を充填 し
黒 禍

に ぷ い 赤 褐

覆 土 下 層 P L 54

ている。胴 部 はR L の単糸領亀文。

縄 文 土 器 深　 鉢　 ［27劇 （28．7） ロ縁 部は沈線 による波状 文。R L　 長 石 ・石 英　 普 通 灰 褐 覆 土 下 層
6 i74 の単節縄 文 を，口唇部 外面 に横方 ・雲 母

縄 文 土 器

j軋 そ れ以外 は縦 方向 に施す 。

深　 鉢　 ［2 3潮 扱 融 日録 部 は 隆 帯 に よ る波 状 文 を　 長 石 ・石 英 i普 通 灰 褐 覆 土 下 層
6 17 5 施 して い る 。 R L の 単 節 縄 文 ・雲 母

を縦 方 向 に施 文 。

縄 文 土 器 深　 鉢 （5．0） 11．2　　 R L の単 節 縄 文 を縦 方 向 に施　 長 石 e石 英　 普 通 に ぷ い 黄橙 覆 土 下 層

6 176 文 。　　　　　　　　　　　　 ゆ雲 母

縄 文 土 器 採　 鉢 （13．2） 7 41 －L R の 単 節 縄 文 を縦 方 向 に 施　 長 石 ・石 英　 普 通 橙 覆 土 下 層
6 17 7 文 。　　　　　　　　　　　　 e雲 母

縄 文 土 器 深　 鉢 （13．5） 口唇 部 直 下 に 隆 帯 を巡 ら して　 長 石 ・石 英　 普 通 黒褐 覆 土 下 層
T P 6 145 い る。 L R の単 節 縄 文 を縦 方　 や雲 母

向 に施 文 。

縄 文 土 器 深　 鉢 （13．8） 半裁 竹管 によ る平行 洗練 文 に よ　 長 石 e石 英　 普通 黒 褐 覆 土 下層

T P 6 14 6 り文 様 を描 出 。0 段 多条 に よ る

L R の単節縄文 を縦方 向に施 文。

ニー㍉こ∴h三　二！、，L！′∴ノノ・彗：、年

位置　調査2区の北軋り3a8区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第2ヱ8号住居と第1829号土坑に掘り込まれている。

親機藍形状　開口部の平面形軋第218号住居と第1829号土坑に掘り込まれているため言現状では長径上髭乳

短径1009mの楕円形である。底面はほぼ平坦で，平面形は長径3。21m，短径2。82mの楕円形である。確認商か

らの深さは102cmで，第218号住居跡の床面からの深さは86cmである。壁は内傾して立ち上がり，中位でくび

れタ上位は直立する。底面からくびれ部までの高さは平均で閥cmである。

穫羞　8層に分層される。第8層はロームブロックを多く含み声粘性がある土層であることから，内傾する壁

の崩落土と考えられる。覆土中層は炭化粒子を少量含み声遺物が集中していることからタ廃棄活動に伴う人為

堆積と考えられる。覆土上層はレンズ状に堆積していることからタ　自然堆積と考えられる。

土層解説
1　暗出色「「一ムゾし‾「′ク中量

2　黒褐色　ローム粒子少鼠　炭化粒子微量
：う　黒掲色　しトー！、粒千・歳化粒J’・微量
4　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

5　黒褐色　ロームブロック少鼠　炭化粒子微量
6　黒褐色　ロームブロックe炭化粒子少量
7　異　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
8　暗褐色　ロームブロック中量夕鹿沼パミス粒子少量

遺物出藍状況　縄文土器片442点が出土している。土器は覆土下層と覆土中層に遺物が集中し，特に覆土中層

からの出土量が多い。鋸関の深鉢は底面からTP私娼の探鉢片は南壁際の覆土下層から出土している。6178と

6180の深鉢は覆土中層から出土している。

所凰　遺物の集中が覆土下層と覆土中層に太則されることから，二度にわたる廃棄活動が行われたことがうか

がわれる0時期は，底面から出土している6179の深鉢と覆土下層から出土しているTP6147の深鉢片から中期

中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。
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B TP6147　　　　6178　TP6156　　6180

第422図　第1830号土坑・出土遺物実測図
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第423図　第1830号土坑出土遺物実測図
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第且830号土塊出土遺物観察義（第422の423図）

番　 号 種 別 庫 種 恒 径 （cm ）
器 高 （cm ） 底 径 （cm ）！　 文 様 の 特 徴

胎　 土 焼 成 色　 調
桓 土 位 置

備　 考

6 17 8

葬　　　　　 深 、′　　　 23．1 （22．2） － 目線 部 は 隆帯 に よる Ⅴ字状 文。 長 石 ・石 英 普 通 褐 灰 覆 土 上 層

R L の単 節縄 文 を口唇 部外 商 は ・雲 母

横 方 向に，以外 は縦 方向 に施 文。

6 179

又 」二　　 深 、′　　　 ほ ．6

！

白 ．郎

i

～ 目 線 部 は 2 本 の 隆帯 文 を巡 ら

して い る 。胴 部 は結 節 沈 線 で

描 出 。地文 は R L の 単 節縄 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 褐 灰

明 赤 褐

底　　 面 P L 54

6 18 0

縄 文 土 器　 深　 鉢　 ［27．0］

i

（22．9） － 口唇 部 外 面 に 隆 帯 を巡 ら し，

波 頂 部 に 渦 巻 文 を 施 し て い

る。 無 文 で ， 研 磨 して い る。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 に ぷ い橙 覆 土 上 層

6 183

縄 文 土 器 i 鉢 ［鵬 i 7・5

i

［7潮 無 文 で ， 入 念 に 研 磨 し て い

る 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 にぷ い橙 覆 土 中層 内 も外

面 赤 彩

T P b H 7

縄 文 土 器　 深　 鉢 （15．8）
－ ロ綾 部 は 隆 帯 に よ り文 様 を描

出。 L の 無 節 縄 文 と綾 繰 文 を

縦 方 向 に施 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 黒 褐 覆 土 下 層

T P 6 148

縄 文 土 器　 探　 鉢 （13．5）
－ 目線 部 は抑 圧 文 を有 す る隆 帯

に よ り文 様 を描 出 。 L R の 単

節縄 文 をい 縦 方 向 に施 文 。

長 石 ・石 英 普 通 黒 褐 覆 土 上層

T P 6 15 2

縄 文 土 器 だ 鉢 i （4．7） － 押 庄 文 を有 す る隆 帯 を 巡 ら し

て い る 。 L R の 単 節 縄 文 を 縦

方 向 に施 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 黒 褐

にぷ い 橙

覆　　 土

T P b 156

縄 文 土 器 深 鉢 i

i

（10．4） － L の 無 節 縄 文 を 縦 方 向 に 施

文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 黒 褐 覆 土 上 層

T P b 157

縄 文 土 器 門 （12．6） － 口 唇 部 外 面 は無 文 。 以 下 は L

の無 節 縄 文 を 縦 方 向 に 施 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 黒 褐 覆 土 上 層

T P b 15 8

縄 文 土 器　 深　 鉢 （5．2） … 無 文 で ， 入 念 に 研 磨 して い

る。

長 石 ・有 英

・雲 母

普 通 に ぷ い橙 覆 土 上 層

T P付値0

縄 文 士 器　 楽 ！ （7．7）
－ L の 無 節 縄 文 を 目線 部 の 一 部 長 石 ・石 英 普 通 黒 褐 l覆　　 土

は 横 方 向 に， 以 外 は 縦 方 向 に

施 文 。

e 雲 母

縄 文 土 器　 深　 鉢 （iO．8） － 隆帯 に よ り文 様 を描 出 。 R L 長 石 0 石 英 普 通 黒 褐 覆 土 下 層
T P（1柏1 の単 節 縄 文 を縦 方 向 に施 文 。 ・雲 母

第相別号豊蟻（第424図）

位置　調査2区の北部，り3a7区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1829号士坑を掘り込み，第1843号士坑に掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は，第1843号土坑に掘り込まれているためタ現状では径2調mの円形と推定され

る。底面はほぼ平坦である。深さは65cmで，壁はほぼ直立する。ピットは2か所で，いずれも中央部に位置

しているO P　は北壁と北東壁がテラス状となっておりタ　2か所のピットが重複している可能性がある。ピッ

トの深さはタ　㌘1が67cmタ　P2が50cmである。

援豊　9層に分層される。レンズに堆積していることから自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，炭化物微量
2　黒褐色　ロームブロック中量
3　黒褐色　ローム粒子少量
4　黒褐色　ローム粒子微量
5　黒褐色　ローム粒子・鹿沼パミス粒子少量

6　黒褐色　ロームブロック少量
7　暗褐色　ロームブロック中量
8　暗褐色　ローム粒子中量
9　極暗褐色　ロームブロック少量

遺物出藍状況　縄文土器片絡鰯ゞ出土している。6184の深鉢片は，覆土下層から出土している。

所凰　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。
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第424図　第1831号土坑・出土遺物実測図

第1831号土坑出土遣物観察表（第424図）

A’

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

】　　　；　　　；

番　号種　別器　種U径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

6184

縄文土器深　鉢－ （6．4）6．7 洗練文を巡らしている。地文

はRLの単節縄文で，縦方向

に施文。

長石・石英普通橙 覆土中層

第1832号土坑（第425・426図）

位置　調査2区の北部，D3a8区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第218号住居跡を掘り込んでいる。第1840号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　平面形は，長径1・37m，短径1・23mの楕円形である。底面はほぼ平坦である。深さは92cmで，

壁は外傾している。

覆土　4層に分層される。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

A．29．2m　　　　　　旦＿　　j

－443－
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土層解説
1黒　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量　　　　　　　　3　黒褐色　ローム粒子多量，鹿沼パミス粒子少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量　　　　　　　　4　極暗褐色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片132点，石核1点が出土している。TP6166～6169の深鉢片は覆土下層から出土して

いる。

所見　時期は，覆土下層から出土したTP6166～6169の深鉢片から中期後菓（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

第426図　第1832号土坑出土遺物実測図

第1832号土坑出土遺物観察表（第426図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

「一　　一十一・　」

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

TP6166

縄文土器深　鉢 －
（7．1） － ロ緑部は沈線が沿う隆帯によ

り文様を描出。RLの単節縄文

を縦方向に施文。頸吾即ま無文。

長石・石英普通灰褐 覆土下層

TP6167

縄文土器深　鉢 － （11．8） －
口唇部外面は無文。以下はR

Lの単節縄文を縦方向に地

文。

長石・石英普通にぷい褐 覆土下層

TP6168

縄文土器探　鉢 － （7．3） － 沈線による懸垂文間を磨り消

している。RLの単節縄文を

縦方向に施文。

長石・石英普通にぷい褐 覆土下層

TP6169

縄文土器深　鉢 － （8．5） － 微隆帯による区画文内にLR

の単節縄文を充填。微隆帯に

沿って磨り消しを施す。

長石・石英普通にぷい褐 覆土下層

第1841号土坑（第427図）

位置　調査2区の北部，C3i7区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1842号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は，第1842号土坑に掘り込まれているため，径1．24mの円形と推定される。底面

はほぼ平坦で，平面形は長径2．64m，短径2．38mの楕円形である。壁は内傾して立ち上がり，上位で強くくび

れている。深さは64cmで，底面からくびれ部までの高さは56cmである。

覆土　8層に分層される。第6～8層が底面中央部に凸状に堆積し，第1～5層はレンズ状に堆積しているこ

とから自然堆積と考えられる。
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土眉解説
1　黒褐色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子中量，炭化物微量
3　暗褐色　ローム粒子多量
4　黒褐色　ローム粒子中量

5　黒褐色　ローム粒子少量，炭化物微量
6　暗褐色　ローム粒子多量，鹿沼パミスブロック微量
7　暗褐色　ローム粒子少量，鹿沼パミス粒子微量
8　褐　色　鹿沼パミスブロック多量

遺物出土状況　縄文土器片140点が出土している。6186と6187の探鉢片は覆土下層から出土している。

所見　時期は，覆土下層から出土した6186と6187の深鉢片から中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

10cm

］一　　巨　　」

第427図　第1841号土坑・出土遣物実測図
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第1841号土坑出土遺物観察表（第427図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器 高 （cm ） 底 径 （cm ） 文 様 の特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出土 位 置 備　 考

6 18 6

縄 文 土 器 探　 鉢 ［32．0］ （34 ，0） －
口 綾 部 は 隆 帯 文 。胴 部 は 沈 線

文 。R L の 単 節縄 文 を，ロ 緑 部

は横方 向，胴部 は縦 方向 に施 す。

長 石 ・石 英 普 通 黒 褐 覆土 下 層

6 18 7

縄 文 土 器 探　 鉢 ［17．4］ （13 ．4） － 口緑 部 は眼鏡 状把 手 を起 点 に背

に沈線 を有す る 隆帯 を巡 らす 。

R L の単節縄 文を縦 方向に施 す。

長 石 ・石 英 普 通 橙 覆 土 下 層

第1842号土坑（第428・429図）

位置　調査2区の北部，C3i7区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1841号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　開口部の平面形は，径1．30mの円形と推定される。底面はほぼ平坦で，平面形は長径1．82m，短

径1．52mの楕円形である。深さは45cmで，壁は内傾している。

覆土　7層に分層される。レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量
3　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
4　黒　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

5　黒褐色　ローム粒子中量
6　暗褐色　ローム粒子多量
7　極暗褐色　ローム粒子中量

遺物出土状況　縄文土器片7点，磨製石斧1点が出土している。6189の深鉢と6190の深鉢片は壁際の底面から

出土している。

所見　時期は，底面から出土した6189の深鉢から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。
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第429図　第1842号土坑出土遺物実測図

第1842号土坑出土遺物観察表（第428・429図）

0　　　　　　10cm

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」　－」

番　号種　別券　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

6189

縄文土器深　鉢14．9 28．5 ［10．6］口緑部は眼鏡状把手と背に沈

線を有する隆帯文。RLの単

節縄文を縦方向に施文。

長石・石英普通黒褐

明赤褐

底　　面PL54

6190

縄文土器深　鉢［19．4］（23．7）－孔を有する山形状把手。口縁部

は隆帯により文様を描出。LR

の単節縄文を縦方向に施文。

長石・石英普通黒栂

にぷい黄橙

底　　面

番　号券　種
計　　測　　値

材　　質 特　　　　　　　 徴 出土位置備　　考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

Q6070磨製石斧7．5 4．3 1．2 55．9 緑色凝灰岩右側面に敲打痕が残る。器体研磨入念。 覆　　土

第1843号土坑（第430図）

位置　調査2区の北部，D3a7区。住居跡群域に位置する。

重複関係　南側で第1831号土坑を北西側で1844号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　開口部の平面形は，径1．12mの円形と推定される。底面は平坦で，平面形は長径1．72m，短径

1．44mの楕円形である。壁はわずかに内傾して立ち上がり，中位でくびれ，上位はほぼ直立する。深さは

83cmで，底面からくびれ部までの高さは封cmである。

覆土　6層に分層される。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・炭化物微量
2　黒褐色　ローム粒子少量
3　黒褐色　ローム粒子少量，第2層より色調が明るい

4　黒褐色　ローム粒子少量，炭化物微量
5　黒褐色　ローム粒子中量
6　黒褐色　ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片76点が出土している。6192の深鉢片は覆土下層から出土している。

所見　時期は，覆土下層から出土した6192から中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。
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第430図　第1843号土坑出土遺物実測図

第1843号土坑出土遺物観察表（第430図）

番　 号 種　 別 器　 種 口 径 （cm ） 器 高 （cm ） 底 径 （cm ） 文様 の 特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出 土 位 置 備　 考

6 19 1

縄 文 土 器 探　 鉢 － （8．8） － 波 頂 部 下 に 隆 帯 に よ る渦 巻 文

を施 し てい る。

長 石 ・石英 普 通 にぷ い橙 覆　　 土

6 19 2

縄 文 土 器 深　 鉢 －
（15．3） － 沈 線 に よ る懸 垂 文 を施 して い

る 。 地 文 は L の 無 節 縄 文 で ，

縦 方 向 に施 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 明 赤褐 覆 土 下 層

T P 6 174

縄 文 土 器 深　 鉢 － （9．0） － 口 緑 部 と胴 部 の境 に 隆 帯 を巡

ら し，胴 部 は沈 線 に よる懸 垂 文

を施 してい る。R L の単節縄 文。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 に ぷ い褐 覆　　 土

第1847号土坑（第431・432図）

位置　調査2区の北部，D3b9区。住居跡群城に位置する。

重複関係　第683号ピットと第721号ピットと重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　開口部の平面形は，現状では長径1．78m，短径1．54mの楕円形である。底面はほぼ平坦で，平面

形は長径1．88m，短径1．66mの楕円形である。深さは43cmで，壁は外傾しているが，南西壁だけは内傾して

いる。ピットは3か所で，いずれも壁際に位置している。ピットの深さは，Plが42cm，P2が57cm，P3．が

28cmである。

覆土　7層に分層される。第5～7層はロームブロックを多く含む層で，壁際に堆積していることから内傾す
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る壁の崩落土と考えられる。第1～4層は，レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子多量

5　暗褐色　ロームブロック中量
6　暗褐色　ロームブロック少量
7　暗褐色　ロームブロック・鹿沼パミス粒子少量

遺物出土状況　縄文土器片122点，磨製石斧片1点が出土している。6193の鉢片と6194の深鉢片は覆土下層か

ら出土している。

所見　時期は，覆土下層からから出土した6193の鉢片と6194の探鉢片から中期後葉（加曽利EⅢ式期）と考え

られる。

0　　　　　　　　　　　　　2m

ト　　】　－∃
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第431図　第1847号土坑・出土遺物実測図



10cm
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第432図　第1847号土坑出土遣物実測図

第1847号土坑出土遣物観察表（第431・432図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器 高 （cm ） 底 径 （cm ） 文様 の特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出 土 位 置 備　 考

6 19 3

縄 文 土 器 鉢 － （17．2） 8．6 胴 部 上 位 は沈 線 に よる 波 状 文

を巡 ら して い る 。 地 文 は L R

L の複節 縄文 を縦方 向 に地文 。

長 石 ・石 英 普 通 橙 覆 土 下層

6 19 4

縄 文 土 器 深　 鉢 ［22．2］ （17．5） － 口緑 部 は沈 線 に よ る波 状文 。胴

部 は 3 条 一一組 の 懸 垂 文 間 を磨

り消 してい る。R L の単 節縄文 。

長 石 ・石 英 普 通 黒褐 覆 土 下層

6 19 5

縄 文 土 器 深　 鉢 － （24．2） －
胴 部 は 沈 線 に よ る 3 粂 一 組 の

懸 垂 文 を施 して い る 。 R L の

単 節縄 文 を縦 方 向 に 施 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 にぷ い 黄 橙 覆 土 中層

6 196

縄 文 土 器 深　 鉢 － （15．1） － 胴 部 は 沈 線 に よ り縦 位 に 4 分

割 し， 沈 線 に よ り描 出 。 L R

の 単節 縄 文 を縦 方 向 に 施 文 。

長 石 ・石 英 普 通 明赤 褐 覆 土 中層

T P 6 177

縄 文 土 器 鉢 －
（10．9）

－
ロ縁 部 は 無 文 。 R L の単 節縄

文 を縦 方 向 に施 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 にぷ い 黄 橙 覆土 中層

T P 6 178

縄 文 土 器 鉢 － （6．6） － 無 文 で ，研 磨 。 長 石 ・石 英 普 通 にぷ い 橙 覆土 中層
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第1851号土坑（第433・434図）

位置　調査2区の北部，D3a7区。住居跡群域に位置する。

重複関係　南側で第1850号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　開口部の平面形は，長径1．36m，短径1．21mのほぼ円形である。底面はほぼ平坦で，平面形は長

径1．29m，短径1．18mのほぼ円形である。深さは56cmで，壁は東壁が外傾する以外は内傾している。

覆土　6層に分層される。第5・6層は外傾する東壁側から堆積していることから，内傾する壁の崩落土と考

えられる。第1～4層はレンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土眉解説
1　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量
3　極暗褐色　ロームブロック少量

4　暗褐色　ロームブロック少量
5　暗褐色　ロームブロック中量
6　暗褐色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片86点，打製石斧片1点，磨製石斧片1点が覆土から出土している。6197の鉢片と

6198の深鉢片は，いずれも覆土中層から出土している。

所見　時期は底面や覆土下層から出土している土器がないため明確ではないが，覆土中層の堆積時期はその出

土土器から中期後葉（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

6197血

㌔。。7

0　　　　　　　　　　　　　　2m
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第433図　第1851号土坑・出土遺物実測図
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第434図　第1851号土坑出土遺物実測図

第1851号土坑出土遺物観察表（第433・434図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　」

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

6197

縄文土器鉢［42．2］（21．1）－ロ緑部は無文。胴部上位は沈

線が沿う隆帯文。地文はLR

の単節縄文。

長石・石英普通にぷい赤褐覆土中層

6198

縄文土器探　鉢－（26．2）［13．0］胴部は沈線による3条一組の

懸垂文間を磨り消している。

地文はRLの単節縄文。

長石・石英普通橙 覆土中層

TP（i179

縄文土器深　鉢 （5．6）－
沈線が沿う隆帯による渦巻文。

LRLの単節縄文を縦方向に

施文。

長石・石英普通橙 覆土中層

第1854号土坑（第435・436図）

位置　調査2区の北部，C3j7区。住居跡群城に位置する。

重複関係　北側で第1601号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は，径1．24mの円形である。底面は平坦で，平面形は長径1．96m，短径1．80mの

ほぼ円形である。深さは56cmで，壁は内傾している。

覆土　8層に分層される。第5～8層は中央部に凸状に堆積し，特に第7層には遺物が廃棄されたように出土

していていることから廃棄活動による人為堆積と考えられる。

－452－



土居解説
1　黒褐色　ローム粒子少量
2　黒褐色　ローム小ブロック少量
3　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
4　黒褐色　ローム小ブロック少量

5　黒褐色　ローム粒子・炭化物少量

6　黒褐色　ローム小ブロック少量，炭化物微量
7　暗褐色　ロームブロック中量
8　極暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片119点が出土している。主な遺物は覆土下層（第7層）に廃棄されたような状態で出

土している。6199の探鉢と6200の浅鉢は，覆土下層から廃棄されたような状態で出土している。

所見　覆土下層に遺物が集中し，一括廃棄されたことがうかがわれる。時期は，覆土下層から出土した6199の

深鉢から中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。
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第435図　第18封号土坑・出土遺物実測図
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第436図　第1854号土坑出土遣物実測図

第1854号土坑出土遺物観察表（第435・436図）

番　 号 種　 別 器　 種 口 径 （cm ） 器 高 （cm ） 底 径 （cm ） 文 様 の 特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出土 位 置 備　 考

6 199

縄 文 土 器 深　 鉢 2 3．4 39 ．7 ［10．6］ 波 頂 部 は横 S 字 状 文 。口緑 部 は

隆 帯 に よる ク ラ ン ク文 。L R と

R L の単 節縄 文 による羽状縄 文。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 にぷ い 橙

に ぷ い 褐

覆 土 下 層 P L 54

6 20 0

縄 文 土 器 浅　 鉢 ［37．0 ］ 10．2 ［2 3．0］ 無 文 で， 入念 に研 磨 。 長 石 ・石 英 普 通 窯 褐

暗 赤 褐

覆 土 下 層 P L 54

T P 6 18 0

縄 文 土 器 探　 鉢 － （1 1．7） －
口綾 部 は隆 帯 に よ り文 様 を描

出 。 L の 無 節 縄 文 を 縦 方 向 に

施 文。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 黒褐 覆 土 下 層

T P 6 18 1

縄 文 土 器 探　 鉢 － （15．6） － 口 緑 部 は無 文 。 以 下 は R L R

の複 節 縄 文 を縦方 向 に施 文 。

長 石 ・石 英 普 通 橙 覆 土 中 層 内 ・外

面 赤 彩

痕

第1855号土坑（第437・438園）

位置　調査2区の北部，C3h5区。住居跡群城に位置する。

重複関係　上面に第211号住居の炉がつくられている。

規模と形状　開口部の平面形は，径1．33mの円形である。底面はほぼ平坦で，平面形は長径2．70m，短径

2．55mのほぼ円形である。深さは78cmである。壁は内傾し，北東壁は中位でくびれ，上位は直立している。

くびれ部までの高さは54cmである。

覆土　8層に分層される。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子微量
4　黒褐色　ローム粒子少量

5　黒　色　ローム粒子・炭化粒子少量
6　黒　色　ローム小ブロック少量
7　黒褐色　ロームブロック少量，炭化物微量
8　暗褐色　ロームブロック中量
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遺物出土状況　縄文土器片341点，磨石1点，磨製石斧片1点，敲石片2点が，主に覆土下層から覆土中層に

かけて出土している。6202の深鉢と6203・6204の探鉢片は覆土下層から出土している。

所見　時期は，覆土下層から出土した6202・6203・6204の探鉢片から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。
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第437図　第1855号土坑・出土遺物実測図
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第438図　第1855号土坑出土遺物実測図

第1855号土坑出土遺物観察表（第437・438図）

10cm
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番　 号 種　 別 器　 種 口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

6202

縄文土器 深　 鉢 28．1 （21．8） －
無文で，研磨。 長石・石英

・雲母

普通 黒褐

にぷい赤褐

覆土下層

6203

縄文土器 深　 鉢 － （8．6） － L R の単節縄文を縦方向に施

文。

長石・石英

・雲母

普通 にぷい橙 覆土下層

6204

縄文土器 深　 鉢 － （11．8） － ロ縁部は波頂部下に隆帯によ

るU字状文を施し，隆帯に沿

って爪形文を施している。

長石・石英

・雲母

普通 にぷい橙 覆土下層

TP6182

縄文土器 深　 鉢 － （11．7） －
ロ緑部は隆帯により文様を措

出し，隆帯に沿って結節沈線

文を施している。

長石・石英

・雲母

普通 褐灰 覆土中層

TP6183

縄文土器 探　 鉢 －
（7．3） － 結節沈線文により文様を描出。

R Lの単節縄文を口唇部には

横方向に，以下は縦方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通 橙 覆土下層

TP6184

縄文土器 深　鉢 － （6．8） －
隆帯により文様を描出し，隆

帯に沿って爪形文を施してい

る。

長石・石英

・雲母

普通 橙 覆土下層

TP6185

縄文土器 深　 鉢 － （12．4） －
口縁部上位と胴部上位に沈線に

よる波状文を巡らしている。L

Rの単節縄文を縦方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通 橙 覆土下層

TP6186

縄文土器 深　 鉢 －
（8．6） － Lの無節縄文を縦方向に地文。 長石・石英

・雲母

普通 にぷい橙 覆　　 土
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番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器高（cm ） 底径 （cm ） 文様 の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

TP6 18 7

縄文土器 探　 鉢 － （11．2） － R L の単節縄文 を口唇部外面

は横方向 に，以 下は縦方向に

施文。一部に稜線文 を施文。

長石 ・石英

・雲母

普通 橙 覆土下層

TP6 188

縄文土器 探　 鉢 － （10．7） － R L の単節縄文 を縦 方向に施

文 。
長石 ・石英

・雲母

普通 橙 覆土 下層 T P6 18 7

と同一

個体

番　 号 器　 種
計　　 測　　 値

材　　 質 特　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量（g ）

Q 6 07 4 磨　　 石 13．4 10．6 4．0 8 53．7 安 山 岩 周縁 に擦痕。両側緑 に敲打痕。 覆土上層 P L 6 2

第1856号土坑（第439・440図）

位置　調査2区の北部，C3j6区。住居跡群域に位置する。

重複関係　北東側の一部を第1854号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は，長径1．84m，短径1．74mのほぼ円形である。底面は平坦で，平面形は長径

2．24m，短径1．80mの楕円形である。深さは55cmで，壁は南西壁が直立している以外は内傾している。

覆土　8層に分層される。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，炭化物微量
2　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子中量
4　極暗褐色　ローム粒子中量

5　極暗褐色　ローム粒子多量
6　暗褐色　ロームブロック中量
7　極暗褐色　ローム粒子多量，炭化粒子微量
8　黒褐色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片161点，石皿片1点が出土している。TP6189～TP6191の探鉢片は覆土上層から出

土している。

所見　底面や覆土下層から出土した土器がないため本跡の廃絶時期を明確にすることはできないが，覆土上層

の堆積時期は出土土器から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

二∵工…二

感掬感圃

，崩，9，　　　　トl－1一一l－十一一一一　」

第439回　第1856号土坑・出土遺物実測図
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第440図　第1856号土坑出土遣物実測図

第1856号土坑出土遣物観察表（第439・440図）

10cm
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番　号種　別券　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

6206

縄文土器鉢 － （4．0）－口唇部は内・外面に突出さ

せ，沈線文を巡らしている。

長石・石英普通赤褐色

にぷい橙

覆　　土

TP6189

縄文土器浅　鉢－ （7．3）－
無文で，入念に研磨。 長石・石英良好にぷい橙覆土上層内・外

面赤彩

TP6190

縄文土器探　鉢－ （11．2）－ロ綾部は隆帯による波状文。

LRの単節縄文を縦方向に施

文。

長石・石英

・雲母

良好灰褐 覆土上層

TP6191

縄文土器深　鉢－ （12．3）－ロ縁部は隆帯による波状文。

胴部は沈線による波状文。R

Lの単節縄文を縦方向に施文。

長石・石英良好にぷい橙覆土上層

TP6192

縄文土器深　鉢－ （5．0）－
口綾部は細い隆帯により文様

を描出。RLの単節縄文を縦

方向に施文。

長石・石英良好にぷい橙覆　　土

第1857号土坑（第441図）

位置　調査2区の北部，D3b9区。住居跡群城に位置する。

重複関係　第1858・1872号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　開口部の平面形は，長径2．62m，短径1．90mの楕円形である。底面はほぼ平坦で，深さは52cm

である。壁は南壁が外傾している以外は直立している。ピットは2か所で，いずれも北西壁寄りに位置してい

る。ピットの深さは，Plが51cm，P2が46cmである。

覆土　5層に分層される。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム小ブロック・炭化粒子微量

4　黒褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
5　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子少量

遺物出土状況　縄文土器片106点が覆土から出土している。6207とTP6194～TP6197の深鉢片及び鉢片は覆土

下層から出土している。

所見　時期は，覆土下層から出土したTP6194の探鉢片から中期後葉（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

ー458－



④

第441図　第1857号土坑・出土遺物実測図

第1857号土坑出土遺物観察表（第441図）

10cm
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番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm）文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

6207

縄文土器探　鉢－（5．1）7．1RLの単節縄文を縦方向に施

文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい褐覆土下層

TP6194

縄文土器深　鉢－（12．0）－波頂部下に隆帯による渦巻文。

ロ緑部は沈線による区画文。R

Lの単節縄文を縦方向に施文。

長石・石英良好窯褐覆土下層

T6195

縄文土器探　鉢－（7．7）－沈線が沿う隆帯により文様を

描出。LRの単節縄文を縦方

向に施文。

長石・石英良好褐灰覆土下層
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番　 号 種　 別 器　 種 口径（cm ） 器高（cm ）底径 （cm ） 文様 の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

TP6 196

縄文土器 鉢 － （6．2） － 胴部上位 は沈線が 沿 う隆帯に

より文様 を描 出。 R L の単節

縄文を縦方向 に施文。

長石 ・石英 良好 橙 覆土下層

TP6 197

縄文土器 深　 鉢 － （11．5） － 胴部は沈線 による懸 垂文間 を

磨 り消 して いる。 L R の単節

縄文を縦方向に施文。

長 石 ・石英

・雲 母

良好 黒褐 覆土 中層

TP6 198

縄 文土器 深　 鉢 （4．6） － 押圧文 を有す る隆帯 に よる懸

垂文。半裁竹管 による平行沈

線文を縦方 向に施文。

長 石 ・石英

・雲母

良好 橙 覆　　 土

第1858号土坑（第442・443図）

位置　調査2区の北部，D3b9区。住居跡群域に位置する。

重複関係　西側を第1857号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は，第1857号土坑に掘り込まれているため，現状では径2．19mの円形である。底

面はほぼ平坦で，平面形は長径2．20m，短径2．05mのほぼ円形である。深さは66cmで，壁は残存している東

壁は内傾している。ピットは3か所で，壁寄りに位置している。ピットの深さは，Plが94cm，P2が31cm，

P3が27cmである。

覆土　4層に分層される。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量　　　　　　　　3　極暗褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量　　　　　　4　暗褐色　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片84点が出土している。6208の深鉢は，覆土下層から横位の状態で出土している。

所見　時期は，覆土下層から出土した6208の探鉢から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第442図　第1858号土坑出土遺物実測図
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第443図　第1858号土坑出土遺物実測図

第1858号土坑出土遺物観察表（第443図）

10cm
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番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

6208

縄文土器深　鉢22，6 33．5 9．1口線部は沈線が沿う隆帯によ

る渦巻文。胴部は沈線による

懸垂文。RLの単節縄文。

長石・石英

・雲母

普通黒褐

にぷい黄橙

覆土下層PL55

6209

縄文土器深　鉢［23．2］（11．4）－ロ緑部は沈線が沿う隆帯によ

る渦巻文。頚部は無文。RL

の単節縄文。

長石・石英普通にぷい橙覆土下層

6210

縄文土器深　鉢－（6．6）－口縁部と頚部の境に隆帯文，頚

部に沈線文を巡らしている。R

Lの単節縄文を縦方向に施文。

長石・石英普通橙 覆土下層

6211

縄文土器深　鉢－（8．6）
－頸部は沈線文と沈線による波

状文を巡らしている。RLの

単節縄文を縦方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通灰褐覆土下層
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第1859号土坑（第444～446図）

位置　調査2区の中央部，D3d5区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第2017号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　開口部の平面形は，第2017号土坑と重複しているため，径1．56mの円形と推定される。くびれ部

の平面形は，長径1．46m，短径1．26mの楕円形である。底面は平坦で，平面形は長径2．50m，短径2．18mの楕

円形である。深さは74cmで，壁は内傾して立ち上がり，上位でくびれ，確認面付近は外傾している。

覆土　9層に分層される。レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒　色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
3　黒　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
4　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
5　黒褐色　ロームブロック少量

6　黒　色　炭化粒子少量，ロームブロック微量
7　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
8　黒　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
9　暗褐色　ローム粒子中量，鹿沼パミス粒子少量

遺物出土状況　縄文土器片120点，石皿1点，磨石片1点，磨製石斧1点が出土している。6213の深鉢は覆土

下層から壁際の斜位の状態で，6214の探鉢片は覆土下層から出土している。

所見　6213の深鉢は勝坂Ⅲ式土器である。時期は，覆土下層から出土した6213の深鉢から中期中葉（阿王台Ⅳ

式併行期）と考えられる。

2m
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第444図　第1859号土坑・出土遺物実測図

－462－

6217

10cm

［一一一i　　－∃



（　　　　・二三こ盛脚

＼

才．‘．．I‾－ぅ：・＿

！　　　；　　　！

－463－

第445図　第1859号土坑出土遣物実測図（1）



第446図　第1859号土坑出土遺物実測図（2）

第1859号土坑出土遺物観察表（第444～446図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l i　　　　！

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm）文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

6213

縄文土器探　鉢33．8 48．4 13．3口縁部と胴部下位はキザミを有

する隆帯文。区画文内は沈線文

を充填。胴部はRLの単節縄文。

長石・石英

・雲母

普通灰褐

にぷい橙

覆土下層PL54

6214

縄文土器深　鉢［24．5］（16．0）－口縁部は隆帯により文様を描

出している。Lの無節縄文を

縦方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通褐灰覆土下層

6215

縄文土器深　鉢25．4 （25．0）－
Lの無節縄文を縦方向に施

文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい橙覆土中層

－464－



番 号　 種 別 庫 葎車 径（cm）器高亘m〕底径行m F ‾ 竃様の特徴　　　 胎 土 焼成i 色 調　 桓土位置 備 考

6216 i縄文土器門 ［32’3］ （摘．4） 普通白こぶい褐 i覆土中層i

縄文土器　　 婆
［竺 」 － ⊥ 」

（19．2） i孟票笠芸岩孟譜 ㌘ 平行沈 誓 壷石英

i

普通 にぷい橙 覆土中層i

番 号i器 孟ム…‾‾‾‾‾i一‾‾≡；。。m羞 蒜 。窯）重量ね）i材 質
特　　　　　　 徴　　　　　　 出土位置 備　　考

Q608可石　 可 塑 巨鵬 「 は　 恒料 安山岩緬 に皿状のくぼみを有する誹柘に併乳 棒　 土

空 也 墜 攣 」 聖 」 幸子 完 了 「 議 凝灰岩器体研磨入念。　　　　　 i覆　 土 P LbO

第相関考量琉（第447。448図）

位置　調査2区の北部，¢3豆8区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第ヱ87号土塊　第膵号住居に掘　込まれている。

規模藍形状　開口部の平面形は　凱酢号土坑と勘74号住居に擦り込まれているため∴現状では長径』媚乳

短径。柑mの楕円形である。底面は平坦で，平面形は長径2。68mタ短径2。55mのほぼ円形である。深さは挽m

でタ　壁は内傾している。

尊堂　は層に分層される。第　～H層はロームブロックを多く含む褐色までタ　内傾する壁の崩落士と考えられ

み八　第3～8層はレンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。耶Aw。／lJU　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鮨1ね2層は締まりがある緻密

な褐色まで，その上商が第膵号住居の床面であることから，第膵4号住居の貼床と考えられる。

土層解説
1　褐　色　ローム粒子極めて微量
2　褐　色　ローム粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子微量
4　黒褐色　ローム小ブロック微量
5　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
6　黒褐色　ロームブロック少量，鹿沼パミス粒子微量

⑥　　　故l

第朋ア図　第1860号土坑実測図

7　暗褐色　ローム小ブロック少量，鹿沼パミス小ブロック微量

8　黒褐色　ローム粒子・鹿沼パミス粒子微量

9　褐　色　ロームブロック中還，鹿沼パミス粒子少量
ユ0　褐　色　ロームブロック多量，鹿沼パミス粒子少量

は　褐　色　ロームブロック中量

－465－
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遺物出土状況　縄文土器片209点，磨製石斧1点が出土している。6219の探鉢とTP6201の深鉢片は覆土下層か

ら出土している。

所見　時期は，覆土下層から出土した6219の深鉢とTP6201の探鉢片から中期中葉（阿王台Ⅲ・Ⅲ式期）と考

えられる。

⊂〕 10cm

！　　　l i

第448図　第1860号土坑出土遺物実測図

第1860号土坑出土遺物観察表（第448図）

番　 号 種　 別 器　 種 口 径 （cm ） 器 高 （cm ） 底 径 （cm ） 文 様 の 特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出土 位 置 備　 考

6 2 19

縄 文 土 器 深　 鉢 ［3 3．8］ （30．1） － R L の単 節 縄 文 を口 唇 部 外 面

は横 方 向 に ， そ れ 以 外 は縦 方

向 に施 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 黒 褐

に ぷ い 褐

覆 土 下 層

T P 62 0 1

縄 文 土 器 探　 鉢 － （6．2）
－ 隆 帯 に よ り文 様 を描 出 して い

る 。 隆 帯 に沿 っ て 結節 沈 線 文

を施 して い る 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 灰褐 覆 土 下層

－466－



番　 号

T P6202

種　 別

縄文土器

器　 種 口径 （cm ）器高（cm ）底径 （cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 I 色　 調 出土位置 備　 考

深　 鉢 － （賂2）
－ 無文で，研磨。 長石 ・石英

・雲母

普通 にぷい橙 覆土下層

番　 号 器　 種
計　　 測　　 値

材　　 質 特　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考
長さ（cm ）幅（cm ）厚 さ（cm ）重量 （g ）

Q 6089 磨製石斧 （9．3） 4．7 2・中 （207・1） 斑 励 岩 器体研磨入念。刃部欠損。 覆　　 土

第相関考量坑（第449～451図）

位置　調査2区の北部，り3b7区。住居跡群域に位置する。

確認状況　平安時代の住居跡である第179号住居跡の調査中に確認する。

重複関係　西側で第179号住居に，南側で第704号ピットに掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は，第179号住居と第704号ピットに掘り込まれているため，径0。90mの円形と推

定される。底面は血状で，平面形は長径2・48m，短径2・20mの楕円形である。深さは118cmで，壁は内傾して

立ち上がり，中位でくびれ，残存している北東壁の上位だけが外傾している。くびれ部までの高さは65cmで

ある。

穫豊　8層に分層される。第5層と第7・8層はローム粒子が多く，遺物が廃棄されたような状態で出土して

いることから，廃棄活動による人為堆積と考えられる。第1～4e6層はレンズ状に堆積していることから自

然堆積と考えられる。

土層解説

；窯窯蓋≡三三菜三三曇若菜皇竿蓋堅蓋警畢豊沼パミス粒子微量；窯褐蓋≡三三慧憲璧登羞監
4　暗褐色　ローム小ブロック中量，炭化物少量，鹿沼パミス粒子微量　8　褐　色　ローム粒子・鹿沼パミス粒子少量

遺物出立状況　縄文土器片285点，磨製石斧片2氏磨石1点，石核片1点が出土している。遺物の多くは覆

土下層と覆土中層にそれぞれ廃棄されたような状態で出土している。6220の深鉢は覆土下層から，6221e6222

の深鉢は底面から，6223・6224の深鉢片は覆土中層から出土している。

所凰　覆土下層と覆土中層に遺物が集中し，それぞれ一括廃棄されたことがうかがわれる。時期は，覆土下層

から出土した6220の探鉢から中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。

第朋9図　第1862号土坑実測図
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第450図　第1862号土坑出土遺物実測図（1）
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⊂⊃
第451図　第1862号土坑出土遺物実測図（2）
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第1862号士坑出土遺物観察表（第450～451図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径（cm ）器高（cm ）底径（cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

6220

縄文土器 深　 鉢 （30．0） （31．1） － 口綾部と胴部は突起を有する隆 長石 ・石英 普通 褐灰 覆土下層 P L 55
帯文と隆帯に沿う半裁竹管によ

る平行沈線文。L R の単節縄文。

・雲母 明赤褐

6221

縄文土器 深　 鉢 ［28．4］ （34．0）
－ 目線部と頚部の境に隆帯文。波

頂部下にⅤ字状文，波底部下

にⅩ字状文。L R の単節縄文。

長石 ・石英

・雲母

普通 にぷい橙 底　　 面

6222

縄文土器 婆 28．6 （38．0） － 目線部は無文。胴部上位は結節

沈線文が沿う隆帯文。胴部はL

の無節縄文を縦方向に施文。

長石 さ石英

・雲母

普通 窯褐

にぷい橙

底　　 面

6223

縄文土器 深　 鉢 ［20月］ （20．0）
－ 波頂部下は隆帯による渦巻文。日

録部は隆帯文を懸垂させ，以外は

無文。胴部はL R の単節縄文。

長石 ・石英

・雲母

普通 褐灰 覆土中層

［

6224

縄文土器 深　 鉢 － （8．0） 13．8 L の無節縄文 を縦方向 に施

文。
長石 ・石英

・雲母

普通 にぷい橙 覆土中層 i

i

T P6204

縄文土器 深　 鉢 － （4．4） － 口唇部外面に抑圧文を有する
隆帯を巡らしている。 R L の

単節縄文を縦方向に施文。

長石 ・石英

・雲母

普通 灰褐 覆　　 土

縄文土器 深　 鉢 －
（7・0） i

i

－ L R の単節縄文 と綾繰文を縦 長石 ・石英 普通 にぷい褐 覆　 土 i

i
TP侵05 方向に施文。 ・雲母

番　 号 器　 種
計　　 測　　 値 ！材 質

特　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考
長さ（cm ）幅（cm ）厚さ（cm ）重量（g ）

Q 6091 磨　　 石 摘・3　 巨 0
4．0 968．3 砂　　 岩 両側縁に擦痕。凹石に併用 覆土中層 P L 61

第柑調号豊琉（第452。453図）

位置　調査2区の北部，C3j8区。住居跡群域に位置する。

重複関係　北側で第1860号土坑を掘り込んでいる。第1945号士坑との新旧関係は，出土遺物から本跡が新しい。

規模と形状　平面形は，第1945号士坑と重複しているため長径2。34m，短径は推定で工78mの楕円形である。

底面はほぼ平坦であるが，第1860号土坑と重複している北側は沈下して深くなっている。深さは軸mで，壁

は外傾している。ピットは2か所で，いずれも壁際に位置している。Plは6226の深鉢が出土していることか

ら土器埋設土坑の可能性もあるがタPlとP2は壁際に位置し，相対していること，ピットの覆土は近似して

いることから，本跡のピットと判断した。ピットの深さは，Plが11cm，P2が43cmである。

41

第報国　第1874号土坑実測図
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覆土　8層に分層される。第3層はP2の覆土で，第7層はPlの覆土である。それ以外はレンズ状に堆積し

ていることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子微量
3　暗褐色　ローム小ブロック少量
4　暗褐色　ローム小ブロック微量

5　黒褐色　ローム粒子微量，第2層より色調が明るい
6　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
7　暗褐色　ローム小ブロック少量，第3層より色調が明るい
8　暗褐色　ローム小ブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片101点が出土している。6226の探鉢はほぼ完形で，Plの覆土下層からロ緑部をや

や北側に向けた斜位の状態で出土している。

所見　時期は，Plの覆土下層から出土した6226の深鉢から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第453図　第1874号土坑出土遺物実測図

第1874号土坑出土遣物観察表（第453図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （c m ） 器 高 （cm ） 底 径 （cm ） 文様 の特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出土 位 置 備　 考

6 22 6

縄 文 土 器 探　 鉢 ［2 2．3］ 3 5．9 9．6 口 緑 部 は 2 本 一 組 の 隆 帯 に よ

り文 様 を描 出 。 R L の 単 節 縄

文 を 縦 方 向 に施 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 灰 褐

橙

P l 覆 土

下 層

P L 55

第1876号土坑（第454・455図）

位置　調査2区の北部，D3d5区。住居跡群域に位置する。

重複関係　南東側で第1877号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　開口部の平面形は，長径1．58m，短径1．43mの楕円形である。底面はほぼ平坦で，平面形は長径

－471－



2．16m，短径1．94mの楕円形である。深さは118cmである。壁は内傾して立ち上がり，中位でくびれ，上位は

外傾している。ピットは2か所で，壁寄りに位置している。ピットの深さは，Plが50cm，P2が42cmである。

覆土10層に分層される。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック少量，炭化物微量
3　暗褐色　ローム小ブロック・鹿沼パミス粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック少量
5　暗褐色　ロームブロック・鹿沼パミス小ブロック微量

6

7

8

9

10

望

遠
暗

褐色　ローム小ブロック少量
褐色　ローム小ブロック少量，炭化物微量
褐色　ローム小ブロック微量

黒褐色　ローム小ブロック微量
暗褐色　ローム小ブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片310点，磨石4点，打製石斧片1点，石核1点，剥片1点が出土している。6228と

6230の深鉢片は覆土下層から，6227と6231の探鉢片は覆土上層から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

⑥6228′＿、
＼田

第454図　第1876号土坑・出土遺物実測図
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第455図　第1876号土坑出土遺物実測図

第1876号土坑出土遣物観察表（第454・455図）

番　 号 種　 別 器　 種 口 径 （cm ） 器 高 （cm ） 底 径 （cm ） 文 様 の 特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出土 位 置 備　 考

62 27

縄 文 土 器 探　 鉢 ［24．0］ （30．5）
－ 口縁 部 は 隆 帯 文 と縦 位 の沈 線

文 。胴部 は 沈線 に よる懸 垂文 間

を磨 り消 す。R L の単 節縄 文 。

長 石 ・石 英 普 通 窯 褐

赤 褐

覆 土 上 層

622 g

縄 文 土 器 深　 鉢 2 1．4 （2 1，1） － 沈線 に よ る 2 条 一組 の 懸垂文 。

L R L の 複 節 縄 文 を 口 縁 部 は

横 方 向，胴 部 は縦 方 向 に施文 。

長 石 ・石 英 普 通 に ぷ い褐 覆 土 下 層

－473－



番 号 h 蒜‾‾別 極 種
口径（cm ）器高k m）底径（cm） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 i備　 考

6229

［

［23．5］ （5．3） － 洗練による2条一組の懸垂文。

L R L の複節縄文を縦方向に
施文。

長石 ・石英 普通 黒褐 覆　　 土

62：30
－ （16．2） － 沈線による3条一組の懸垂文。

R L の単節縄文を縦方向に施

文。

長石 0石英

i

普通 灰褐 覆土下層

6231 i縄文土器 ！深 鉢
－ （12．2） － R L の単節縄文を縦方向に施

文。

長石 ・石英 普通 にぷい橙 覆土上層

T P6217 i縄文土器 i 鉢
－ （9．6） － ロ綾部は無文。胴部上位は隆

帯により文様を描出。R L の

単節縄文を縦方向に施文。

長石 ・石英 普通 橙 覆　　 土

縄文土器　 深　 鉢 － （7．4）
－ 洗練による連弧文。R L の単 長石 ・石英 普通 にぷい褐 覆土上層

TPb218 節縄文を縦方向に施文。

番 …‾‾‡ i 器 種

！

l　　　 計　 測　 値
斤庁 特　　　　　　　 徴 出土位 置 備　　 考良 さ（cm ）庫 cm ）厚 さ（cm ） 重量 （g ）

潮　　 見

Q 60 98 1磨　 石 15日 7・8
5．5 96 9．3 砂　　 岩 両側縁 に擦痕 。門石 に併用。 覆　　 土 P L 62

Q 腑鱒　 磨　　 石 8・8　 巨 7
5．0 4 44．6 石英斑 岩 周縁 に擦痕。 覆　 ・土 赤色顔料痕P L61

第柑鍼考量琉（第456。457図）

位置　調査2区の北部タ　¢3jO区。住居跡群域に位置する。

重複関係　酋側で第1886号土塊を掘り込んでいる。第1528号土坑との新旧関係は芦　出土遺物から本跡が新しい。

親機と形状　平面形は，第1528号土坑と重複しているため，長径は推定で1。78m，短径1。66mのほぼ円形であ

る。底面はほぼ平坦である。深さは26cmで，壁は外傾している。ピットは2か所で，いずれも壁際に位置し

ている。ピットの深さは，㌘1が52cm，P2が88cmである。

第墟聞　第1884号土坑実測図
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覆土　8層に分層される。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・炭化物微量
3　黒褐色　ローム小ブロック少量
4　黒褐色　ローム小ブロック中量

黒
望

遠

褐色　ロームブロック少量
褐色　ロームブロック中量
褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

暗褐色　ローム粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片75点，石核1点が出土している。6233の探鉢片は覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

第457図　第1884号土坑出土遣物実測図

第1884号土坑出土遺物観察表（第457図）

番　 号 種　 別 器　 種 口 径 （cm ） 器 高 （cm ） 底 径 （cm ） 文 様 の 特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出土 位 置 備　 考

6 23 3

縄 文 土 器 深　 鉢 － （20．6）
－ L R の単 節 縄 文 を縦 方 向 に施

文 。

長 石 ・石 英 普 通 に ぷ い 褐 覆 土 下 層

T P 62 20

縄 文 土 器 探　 鉢 － （10．0） － ロ 緑 部 は 隆 帯 に よ り文 様 を描

出。胴 部 は沈 線 に よ る懸 垂文 間

を磨 り消す 。L R の 単節 縄 文 。

長 石 ・石 英 普 通 黒褐 覆 土上 層

T P 6 22 1

縄 文 土 器 深　 鉢 － （10．4） － 口縁 部 は 2 本 一 組 の 隆帯 に よ

り文 様 を描 出 。 L R の単 節 縄

文 を縦 方 向 に施 文 。

長 石 ・石 英 普 通 にぷ い 褐

黒 褐

覆 土 上 層

第1889号土坑（第458・459図）

位置　調査2区の北部，D3妬区。住居跡群の外周域に位置する。

重複関係　南東側で第1888号土坑を掘り込んでいる。第1887号土坑との新旧関係については不明である。

規模と形状　開口部の平面形は，現状では長径1．72m，短径1．24mの楕円形である。底面はほぼ平坦で，平面

形は径2・38mほどの円形である。深さは84cmである。壁は内傾して立ち上がり，中位でくびれ，上位は直立

している。くびれ部までの高さは56cmである。

覆土　4層に分層される。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
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土層解説
1黒褐色　炭化物少量，ローム粒子微量　　　　　　　　　3　暗褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　4　暗褐色　ロームブロック・鹿沼パミス粒子少量

遺物出土状況　縄文土器片208点，不明土製品1点，磨石片1点が出土している。6235の深鉢と6237・6238の

深鉢片は覆土中層から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後棄（加曽利EI式期）と考えられる。

①　ア　＼、、少

第458図　第1889号土坑・出土遺物実測図
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第459図　第1889号土坑出土遺物実測図

第1889号土坑出土遣物観察表（第458・459図）

く召ク。。6。，9

10cm

l　　－……l　　　‥一一1

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

6235

縄文土器深　鉢23．2 36．5 10．6 口緑部は橋状把手を起点に背

に沈線を有する隆帯文。胴部

は沈線文。RLの単節縄文。

長石・石英

・雲母

普通黒褐

明赤褐

覆土中層底部木

葉痕

PL55

6237

縄文土器探　鉢 － （14．0） － 胴部には2条一組の沈線によ

る逆U字状文を施している。R

Lの単節縄文を縦方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい褐覆土中層

6238

縄文土器深　鉢 （12．8） 10．2 沈線による懸垂文を施してい

る。Lの無節縄文を縦方向に

施文。

長石・石英

・雲母

普通橙 覆土中層

番　号券　種
計　　測　　値

胎土・色調 特　　　　　　　 徴 出土位置備　　考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

DP6019不明土製品（3．3） 3．4 （1．6） （8，1）長石・石英にぷい褐キノコ形。下部欠損。 覆　　土

第1892号土坑（第460・461図）

位置　調査2区の北部，D3C8区。住居跡群域に位置する。

重複関係　南東側を平安時代の第1894号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　平面形は，径2．30mほどの円形である。底面は平坦である。深さは50cmで，壁は直立している。

ピットは1か所で，壁際に位置し，底面は二段となる。深さは65cmである。

覆土11層に分層される。第1・5層は焼土粒子と炭化物を多く含む層である。レンズ状に堆積していること

から，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　焼土小ブロック・炭化物少量
2　黒褐色　ローム小ブロック・炭化物少量
3　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
4　黒褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子少量
5　暗赤褐色　炭化物中量，焼土粒子少量
6　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

7　黒褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
8　極暗褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子微量
9　黒褐色　ローム小ブロック少量
10　褐　　色　ロームブロック中量
11極暗褐色　ローム小ブロック少量

遣物出土状況　縄文土器片238点が，主に覆土中層から底面にかけて廃棄されたような状態で出土している。

6239と6240の探鉢片は覆土下層から出土している。

所見　覆土下層に遺物が集中し，一括廃棄されたことがうかがわれる。時期は，底面から出土している6239と

6240の探鉢片から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。
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奴　　掴芳

田　　　／

第460図　第1892号土坑・出土遺物実測図
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第461図　第1892号土坑出土遺物実測図

第1892号土坑出土遺物観察表（第460・461図）

番　 号 種 別 庫 種 口径 （cm ） 器 高 （cm ） 底 径 （cm ） 文 様 の特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出 土位 置 備　 考

6 2 39

縄 文 土 器 深　 鉢 ［4 6．0］ （13．4） 口 緑 部 は 沈 線 が 沿 う 隆 帯 に よ

る 渦 巻 文 。 頚 部 は無 文 。 R L

の単 節 縄 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 にぷ い褐 底　　 面

6 24 0

縄 文 土 器 深　 鉢 ［2 3．0］ （11．0） － 口緑 部 は 沈 線 が 沿 う隆 帯 に よ

る渦 巻 文 。 区 画 文 内 は沈 線 を

充 填 して い る。 頸 部 は無 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 にぷ い 赤 褐 底　　 面

62 4 1

縄 文 土 器 深　 鉢 － （8．7） 11，0 R L の 単 節 縄 文 を縦 方 向 に施

文 。

長 石 ・石 英 普 通 に ぷ い橙 覆 土 下 層

624 2

縄 文 土 器 深　 鉢 － （4．0） ［13．2］ R L R の 複 節 縄 文 を縦 方 向 に

施 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 にぷ い橙 底　　 面 底 部 網

代 痕

T P 6 22 2

縄 文 土 器 探　 鉢 （13．4） － 口綾 部 は 背 に 沈 線 を有 す る 隆

帯 文 。胴 部 上位 は半 裁 竹 管 に よ

る平 行沈線 文。L R の単節 縄文 。

長 石 ・石 英 普通 黒 褐

橙

底　　 面

T P 62 23

縄 文 土 器 深　 鉢 － （8．3） － 口 縁 部 は沈 線 が 沿 う隆 帯 に よ

る 渦 巻 文 。 胴 部 は 沈 線 に よ る

懸 垂 文 。 L R の 単 節 縄 文 。

長 石 ・石 英 普 通 にぷ い橙 覆 土 下 層

T P 6 22 4

縄 文 土 器 深　 鉢 － （5．7）
－ R L の 単 節 縄 文 を 口緑 部 は 横

方 向 に ， 以 外 は 縦 方 向 に 施

文 。

長 石 ・石英 普 通 暗赤 褐 底　　 面

T P 62 25

縄 文 土 器 深　 鉢
－ （9．3） － 沈 線 に よる 懸 垂 文 。 R L の 単

節 縄 文 を縦 方 向 に施 文 。

長 石 ・石 英 普 通 黒 褐 覆 土 下 層

第1905号土坑（第462・463図）

位置　調査2区の北部，D3C9区。住居跡群域に位置する。

重複関係　西側で第1932号土坑を掘り込み，北東側を第1906号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は，第1906号土坑に掘り込まれているため，現状では長径1．92m，短径1．84mの

ほぼ円形である。底面は平坦で，平面形は長径1．88m，短径1．74mのほぼ円形である。深さは76cmで，壁は
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第1906号土坑に掘り込まれているため内傾している。ピットは1か所で，壁際に位置している。Plの深さ

は，56cmである。

覆土　8層に分層される。第7・8層は褐色を呈し，ロームブロックを多く含む層で，特に第8層はしまりが

強い。第1～6層はレンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・炭化物微量
3　黒　色　炭化物少量，ローム粒子微量
4　黒褐色　ローム小ブロック微量

5　黒褐色　ローム小ブロック少量
6　黒褐色　ローム小ブロック中量
7　褐　色　ロームブロック中量
8　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片37点が出土している。6243は覆土中層から横位の状態で，6244は覆土下層から出土

している。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

TP6誓＼、、＼、現♂229
2m

1　　　i　＿＿　」

第462図　第1905号土坑・出土遺物実測図
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第463図　第1905号土坑出土遣物実測図

第1905号土坑出土遺物観察表（第462・463図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器 高 （cm ） 底 径 （cm ） 文様 の 特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出土 位 置 備　 考

6 24 3

縄 文 土 器 深　 鉢 ［2 1．6］ （32．2） － 口緑 部 は隆帯 に よる渦 巻文 。頚

部 は突 起 を有 す る 隆帯 文。胴 部

は沈 線 文。R L の単 節縄 文 。

長 石 ・石 英 普 通 褐灰

橙

覆 土 中 層 P L 55

6 24 4

縄 文 土 器 深　 鉢 ［2 1．6］ （16．1）
－ 波 頂 部下 に隆帯 に よる渦 巻文 。

ロ緑 部 は 隆 帯 文 。 地 文 は L R

の単節 縄文 で ，縦 方向 に施 文 。

長 石 ・石 英 普 通 にぷ い赤 褐 覆 土 下層

T P 62 27

縄 文 土 器 深　 鉢 － （9．4） － 波 頂 部 下 に 沈 線 を有 す る隆 帯

に よ る 渦巻 文 。 ロ 緑 部 は隆 帯

文 。 R L の 単 節 縄 文 。

長 石 ・石 英 普 通 黒 褐 覆 土 中層

T P 6 2 28

縄 文 土 器 深　 鉢 － （7．8） － 口 縁 部 は洗 練 が 沿 う隆 帯 に よ

り描 出 。 R L の 単 節 縄 文 を横

方 向 に 施 文 。

長 石 ・石 英 普 通 暗 赤褐 覆　　 土

T P 6 22 9

縄 文土 器 深　 鉢 － （12．6） － 目線 部 は 2 本 一 組 の 隆帯 に よ

り文様 を描 出 。 R L の単 節 縄

文 。

長 石 ・石 英 普 通 明褐 覆 土 下層
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第1906号土坑（第464～466図）

位置　調査2区の北部，D3C9区。住居跡群城に位置する。

重複関係　南西側で第1905号土坑を掘り込んでいる。第1907号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　平面形は，現状では径1．80mの円形である。底面はほぼ平坦で，深さは74cmである。壁は北壁

が直立するが，それ以外は内偵して立ち上がり，中位でくびれ，上位は外傾している。ピットは2か所で，壁

際に位置している。ピットの深さは，Plが62cm，P2が59cmである。

覆土　5層に分層される。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・炭化粒子少量
2　黒褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子少量
3　黒褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

4　極暗褐色　ローム小ブロック中量
5　極暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片63点が出土している。大形破片が多く，覆土下層と覆土上層に廃棄されたような状

態で出土している。6249・6251・6252の深鉢片は覆土下層から出土している。

所見　遣物が覆土下層と覆土上層に集中し，二度にわたる廃棄活動が行われたことがうかがわれる。時期は，

出土土器から中期後葉（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

⑥　　武　　　もcoA29．4m

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　・　l　－l I

第464図　第1906号土坑・出土遺物実測図
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第465図　第1906号土坑出土遺物実測図（1）
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第466図　第1906号土坑出土遺物実測図（2）

第1906号土坑出土遺物観察表（第464～466図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　」　　　」

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

6245

縄文土器探　鉢［33．3］（19．8）
－

［］緑部は隆帯による渦巻文。

胴部は3条一一組の懸垂文間を

磨り消す。RLの単節縄文。

長石・石英普通にぷい褐

灰褐

覆土上層

6246

縄文土器深　鉢20．8 26．8 8．7胴部は3条一組の沈線による懸

垂文。RLRの複節縄文を口緑部

は横方向，胴部は縦方向に施す。

長石・石英

・雲母

普通黒褐

にぷい褐

覆土下層PL55

6247

縄文土器深　鉢［19月］（19．3）－ロ緑部は沈線文と刺突文を巡

らす。胴部は沈線による懸垂

文。櫛歯状工具による波状文。

長石・石英普通灰褐 P2覆土

6248

縄文土器深　鉢［28．6］（17．4）－
ロ緑部は隆帯による渦巻文。胴部

は沈線による3条一組の懸垂文

間を磨り消す。LRの単節縄文。

長石・石英普通にぷい橙覆土上層

6249

縄文土器探　鉢［24．8］（12．0）－
ロ緑部は沈線が沿う隆帯文。胴

部は3条一組の懸垂文間を磨り

消す。地文はLRLの複節縄文。

長石・石英普通灰褐 覆土下層

6250

縄文土器探　鉢［22．6］（15．6）－口緑部は隆帯による渦巻文。

胴部は沈線により文様を描出。

地文はRLとLRの単節縄文。

長石・石英

・雲母

普通黒褐 覆土上層

6251

縄文土器探　鉢－ （9．5）10．5胴部は沈線による3条一組の

懸垂文間を磨り消す。LRの

単節縄文を縦方向に地文。

長石・石英

・雲母

普通橙 覆土下層

6252

縄文土器深　鉢－（10．5）8．4胴部は沈線による2条一組の

懸垂文間を磨り消す。LRの

単節縄文を縦方向に施文。

長石・石英普通橙 覆土下層

TP6231

縄文土器鉢 －
（12．2）－口縁郡は無文。胴部上位は沈線

が沿う隆帯による区画文。R

Lの単節縄文を横方向に施文。

長石・石英普通にぷい橙覆　　土

第1908号土坑（第467図）

位置　調査2区の北部，D4e2区。住居跡群の外周域に位置する。

規模と形状　開口部の平面形は，長径2．04m，短径1．90mのほぼ円形である。底面は平坦で，平面形は長径

2．10m，短径1．72mの楕円形である。深さは66cmで，壁は北壁が内傾している以外は直立している。ピット

は1か所で，深さは42cmである。

覆土　3層に分層される。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土眉解説
1黒褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量　　　　　　3　暗褐色　ロームブロック中量
2　暗褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片98点が出土している。6253の深鉢片は底面から出土している0

所見　時期は，底面から出土した6253の探鉢片から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。
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第467区l　第1908号土坑・出土遺物実測図
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第1908号土坑出土遣物観察表（第467図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器高 （cm ） 底径 （cm ） 文様 の特徴 胎　 士 焼 成 色　 調 出土位 置 備　 考

6253

縄 文土器 深　 鉢 － （29．3） 10．4 胴 部は沈線 による 3 条一組の

懸 垂文間 を磨 り消す。 地文 は

櫛歯状工具 による条線文。

長石 ・石英 普通 灰褐 底　　 面

6254

縄文土器 深　 鉢 － （20．2） 8．6 胴部 は沈線 に よる波状 の懸垂 長石 ・石英 普通 黒褐 覆土上層
文施 している。 R L の単節縄

文 を縦方向 に施文。
赤褐

T P6232

縄 文土器 探　 鉢 － （10．6）
－ 目線部 は沈線 が沿 う隆帯 によ

り文様 を描 出。胴部 は沈線に

よる懸垂文。 R L の単節縄文。

長石 ・石英 普 通 暗赤褐 覆土上層

TP6233

縄文土 器 深　 鉢
－ （8．4） － 目線部 は沈線が沿 う隆帯 によ 長右 ・石英 普通 黒褐 覆土上層

り文様 を描 出。 R L の単節縄

文 を縦方向 に施文。
にぷい橙

TP6234

縄文土器 深　 鉢 － （9．8） － 沈 線 に よ る 3 条一 組 の懸 垂

文。櫛歯状工 具に よる条線文

を縦方向に施文。

長石 ・石英 普通 橙 覆土上層

第柑臓考量琉（第4688469図）

位置　調査2区の北取　り3aO区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1912号土坑を掘り込み，第1974号土坑に掘り込まれている。第1885弓911・191761920号土坑と

重複しており，土層では確認することができなかったが，出土土器からはそれらより新しいと考えられる。第

1833号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　重複遺構に掘り込まれているため明瞭ではないが，開口部の平面形は径1．56mほどの円形と推定

される。底面はほぼ平坦で，平面形は径1・68mはどの円形と推定される。深さは39cmほどで，壁の現状は，

下位からくびれ部にかけて内傾して立ち上がり，上位はほぼ直立する。底面からくびれ部までの高さは平均

18cmである。ピットは3か所で，深さはPlが29cm，P2が42cm，P3が28cmである。

援藍　9層に分層される。全体的にロームブロック・粒子を含み，やや締まりがある。レンズ状の堆積状況を

示すことから自然堆積と考えられる。なお第8層はPlの，第9層はP2の覆土である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量　　　　　　　　　6　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　極暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　7　黒褐色　ロームブロック少量
3　暗褐色　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　8　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック中量　　　　　　　　　　　　9　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
5　暗褐色　ロームブロック微量

第鵬図　第1913号土坑実測図
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遺物出土状況　縄文土器片124点・磨石2点，打製石斧1点が出土している。8076は完形の深鉢で，底面から

横位で出土している。

所見　時期は，底面から出土している8076などから，中期後菓（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

第469図　第1913号土坑出土遣物実測図

第1913号土坑出土遺物観察表（第469図）

番　 号 種　 別 券　 種 口 径 （cm ） 器 高 （cm ） 底 径 （cm ） 文 様 の特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出 土 位 置 備　 考

80 7（i

縄 文 土 器 探　 鉢 24．9 3 5．7 8．0 口緑 部 は 沈 線 が 沿 う 隆 帯 文 。

胴 部 は 沈 線 に よ る懸 垂 文 間 を

磨 り消 す 。 L R の単 節 縄 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

良好 にぷ い 橙 底　　 面 P L 55

番　 号 器　 種
計　　 測　　 値 I材 質

特　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

Q 8069 打製石斧 （8．4） 5．3 1．6 （112．9） 緑泥片 岩 刃部 及び両側縁に調整加工痕あ り。 覆　　 土

第1924号土坑（第470・471図）

位置　調査2区の北部，D3b7区。住居跡群域に位置する。

規模と形状　開口部の平面形は楕円形と推定され，現状では長径1・83m，短径1．59mである。底面はほぼ平坦

で，平面形は長径1・95m，短径1・78mの円形である0深さは53cmで，壁は下位からくびれ部にかけて内傾し

て立ち上がり，上位はほぼ直立する0底面からくびれ部までの高さは平均34cmである。ピットは2か所で，P

l・P2ともに西壁際で検出された。深さはPlが61cm，P2が50cmである。

覆土　7層に分層される0全体的にロームブロック・粒子を含み，やや締まりがある。レンズ状の堆積状況か
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ら自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム輝子少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック少量

5　極暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子微量
6　黒褐色　ロームブロック中量
7　極暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片178点が出土している。遺物は，覆土上層から底面にかけて散在する状況で出土し

ている。中層から底面にかけて出土した遺物は，壁際に集中する傾向が見られる。8085～8087及びTP8178・

TP8179・TP8181はいずれも深鉢片で，壁際の中層から底面にかけて出土している。またTP8180の深鉢片は底

面から出土している。

所見　時期は，壁際の中層から底面にかけて出土している8085～8087などから，中期後菓（加曽利EI式期）

10cm

L i　　　＿j
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第470図　第1924号土坑・出土遺物実測図
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第471図　第1924号土坑出土遺物実測図

第1924号土坑出土遺物観察表（第470・471図）

番　 号 種　 別 器　 種 口 径 （cm ） 器 高 （cm ） 底 径 （cm ） 文 様 の 特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出土 位 置 備　 考

8 08 5

縄 文土 器 深　 鉢 23．0 （13．3） － ロ緑 部 は 沈 線 が 沿 う隆 帯 文 。

頚 部 無 文 。 胴 部 は 沈 線 に よ り

文様 を描 出。 R L の単 節縄 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 暗 褐 覆土 下 層

80 8 6

縄 文 土 器 深　 鉢 22．7 （14．3） － 口 緑 部 は沈 線 が 沿 う隆 帯 文 。

胴 部 は 4 条 一 組 の 沈 線 と波 状

沈線 を施 す 。 L R の単節 縄 文。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 灰 褐 覆 土 中 層

80 87

縄 文 土 器 深　 鉢 － （15．7） 1 1．5 3 条 一 組 の 沈 線 に よ る 懸 垂

文 。 R L の 単 節 縄 文 を 縦 方 向

に施 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 橙 底　　 面

T P 8 17 8

縄 文 土 器 探　 鉢 － （16．6） － 口緑 部 は 沈 線 が 沿 う隆 帯 文 。

R L の単 節 縄 文 を 口綾 部 は横

方 向 ， 胴 部 は縦 方 向 に施 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普通 にぷ い 褐 覆土 下 層

T P 8 179

縄 文 土 器 深　 鉢 － （10．0） 口唇 部 直 下 に 交 互 刺 実 に よ る

連 続 コ の字 状 文 が 巡 る 。 ロ緑

部 は 沈 線 が 沿 う隆 帯 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 にぷ い 橙 覆 土 中層

T P 8 180

縄 文 土 器 探　 鉢
－

（7．4）
－ 沈 線 を有 す る 隆帯 文 。 隆 帯 に

は 沈 線 が 沿 う。 L R の 単 節 縄

文 を横 方 向 に施 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 窯 褐 底　　 面

T P 8 18 1

縄 文 土 器 深　 鉢 － （12．1） － ロ縁 部 は 沈 線 が 沿 う 隆帯 文 。

胴 部 は 3 条 一 組 の 沈 線 に よ り

文様 を描 出。 R L の単 節縄 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 にぷ い 橙 底　　 面
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第1927号土坑（第472図）

位置　調査2区の北部，D3C7区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第245号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　開口部の平面形は楕円形と推定され，現状では長径1．10m，短径0．92mである。底面はほぼ平坦

で，平面形は長径2．32m，短径2．03mの楕円形である。深さは112cmで，壁は下位からくびれ部にかけて内傾

し，上位は外傾して立ち上がる。底面からくびれ部までの高さは平均68cmである。

覆土　8層に分層される。中層から下層にかけて鹿沼パミスを含んでいる。第8層が堆積した後，西側の壁か

ら徐々に崩落し，自然堆積したものと考えられる。

土層解説
1黒褐色　ロームブロック少量，白色粒子微量　　　　　　　5　褐　色　ロームブロック中量，鹿沼パミス粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量　　　6　暗褐色　ローム粒子中量，鹿沼パミス粒子微量
3　褐　色　ロームブロック中量，鹿沼パミス粒子少量　　　　7　暗褐色　ロームブロック少量，鹿沼パミスブロック微量
4　褐　色　ロームブロック・鹿沼パミス粒子少量　　　　　　8　黒　色　ロームブロック中量，鹿沼パミスブロック微量

遺物出土状況　縄文土器片139点が出土している。ほとんどの遺物が覆土から出土している。8088の探鉢片及

び8089の浅鉢片は，いずれも底面から出土している。

所見　時期は，底面から出土している8088・8089などから，中期中葉（加曽利EI式期）と考えられる。

（か　　も。。7
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第472図　第1927号土坑・出土遣物実測図
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第1927号土坑出土遣物観察表（第472図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （c m ） 器 高 （c m ） 底 径 （cm ） 文様 の特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出 土位 置 備　 考

80 88

縄 文 土 器 探　 鉢 － （3 0．4） 1 1．2 櫛 歯 状 工 具 に よ る波 状 条線 文

を縦 位 に施 文 。

長 石 ・雲 母 普 通 にぷ い 褐 底　　 面 底 部 網

代 痕

P L 56

8 08 9

縄 文 土 器 浅　 鉢 － （5．4） 10 ．7 無 文 。 長 石 ・石 英

・雲 母

良 好 に ぷ い橙 底　　 面

第1941号土坑（第473図）

位置　調査2区の中央部，D3d5区。住居跡群の外周城に位置する。

重複関係　第230号住居に掘り込まれている。第1877号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　開口部の平面形は楕円形と推定され，上層が削平されているため現状では長径1．52m，短径

1・34mである。底面はほぼ平坦で，平面形は長径1．68m，短径1．56mの円形である。深さは43cmで，壁は内

傾して立ち上がる。

覆土　7層に分層される。全体的にやや締まりがある。不自然な堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック微量
4　暗褐色　ロームブロック少量

5　黒褐色　ロームブロック微量
6　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
7　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片25点が覆土から出土している。8095の深鉢は底面から横位で，8096の鉢は底面から

逆位で出土している。

所見　時期は，底面から出土している8095・8096などから，中期中葉（阿王台Ⅲ～Ⅲ式期）と考えられる。
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第473図　第1941号土坑・出土遣物実測図
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第1941号土坑出土遺物観察表（第473図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （c m ） 器 高 （cm ） 底 径 （cm ）l　　 文 様 の特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出土 位 置 備　 考

80 95

縄 文 土 器 深　 鉢 16 ．0 17 ．8 7 ．8 無 文 。 長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 灰 褐

橙

底　　 面 P L 57

底　 部

網 代 痕

80 96

縄 文 土 器 鉢 18 ，2 13．7 9 ．1 「了緑 部 は 隆 帯 文 に沿 っ て 2 条

の 押 捺 縄 文 が 巡 る。 胴 部 は R

L の単 節縄 文 を施 文。

長 石 ・石 英

・雲 母 ・赤
色 粒 子

普 通 黒 褐

にぷ い 褐

l

底　　 面 P L 56

第1942号土坑（第474・475図）

位置　調査2区の北部，C3h9区。住居跡群域に位置する。

規模と形状　開口部の平面形は円形と推定され，現状では長径0．70m，短径0．65mである。底面はほぼ平坦

で，平面形は径2．34mほどの円形である。深さは86cmで，壁は下位からくびれ部にかけて内傾して立ち上が

り，上位はほぼ直立する。また底面からくびれ部までの高さは平均68cmである。

覆土　9層に分層される。第9層はロームブロックを多量に含んでおり，ローム粒子を含む第8層とともに開

口部付近の壁の崩落層と考えられる。遺物は第8・9層に集中している。堆積状況に乱れがみられないことか

ら，自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量
2　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
4　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
5　黒　色　炭化物少量，ロームブロック微量

6　黒褐色　ローム粒子微量
7　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微意
8　黒　色　ローム粒子・炭化物少量
9　褐　色　ロームブロック多量，鹿沼パミス粒子少量

遺物出土状況　縄文土器片156点，土器片円盤1点，磨石1点が出土している。遺物は覆土下層から底面にか

けて集中している。8097の浅鉢及びQ8080の磨石は，底面から出土している。8098の探鉢片は，覆土下層から

底面にかけて散在していた破片が接合したものである。またTP8190～8192の探鉢片は覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅱ式期）と考えられる。

⑥／了′‾‾、＼＼＼

も。＼＼＼＼＼
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／
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第474回　第1942号土坑・出土遺物実測図
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第475図　第1942号土坑出土遣物実測図
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第1942号土坑出土遺物観察表（第474・475図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ）器高 （cm ） 底径 （cm ） 文様 の特徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出土位置 備　 考

8097

縄 文土器 浅　 鉢 －
（15．7） 13．0 口唇部直下 に押庄痕 を有 する 長 石 ・石英 普 通 にぷい赤褐 底　　 面 底 部網

隆帯 が巡る。胴部は無 文。 ・雲母 代痕

P L 5（1

8098

縄文土 器 深　 鉢 － （23．3） － 隆帯 に より上下 に対抗 する弧

状文 を描 出。 L の無節縄文 を

縦 ・斜方向 に施文。

長石 ・石英

・雲母

普通 明赤褐 覆土下層

～底 面

TP8190

縄文土器 探　 鉢 － （13．9） － 押 庄 文 を有 す る隆 帯 が垂 下

し， 1 列 の キ ザ ミ自列 が巡

る。

長石 ・石英

・雲母

普通 黒褐 覆土下層

TP8191

縄 文土器 深　 鉢 － （19．2） － 頚部 は 1 列 の微 隆帯 が巡る。

Ⅴ字状文 を起点 に隆帯 が垂下

する。 L R の単節縄文を施文。

長石 ・石英

・雲母

普通 灰褐 覆土下層

T P8192

縄 文土器 深　 鉢 － （15．5） － R L の単節縄文 を綻及 び斜 方

向に施文 。
長石 ・石英

・雲母

普通 灰褐 覆土下層

番　 号 器　 種
計　　 測　　 値 匡 ・色 調

特　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考
長 さ（cm ）l幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

D P80 15 土器片円盤 3．2 3．0 0．9 10．9 長石・石英・雲母，褐灰 無文。袋状の輪積痕 を残す。 覆　　 土 P L 59

番　 号 器　 種
計　　 測　　 値

！材 質

特　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

Q 8080 磨　　 石 10．0 （8．4） 2．1 （185．0） 砂　　 岩 使用面 は全側線。 底　　 面

第柑朋考量坑（第476e477図）

位置　調査2区の北部，り3b8区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1910号土坑を掘り込んでいる。第724号ピットと重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　平面形は長径2。28m，短径1。97mの楕円形である。底面はほぼ平坦で，深さは35cmである。壁

は外傾して立ち上がる。ピットは2か所で，深さはPlが67cm，P2が68cmである。なおP2は中央部に向

かって傾斜して掘り込まれている。

尊皇　6層に分層される。全体的にロームブロック・粒子を含み，やや締まりがある。遺物の出土状況などか

ら，土器の廃棄活動に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　極暗褐色　ローム粒子少量
3　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

＼

＼

＼
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第聯図　第1944号土坑実測図

4　極暗褐色　ローム粒子微量
5　暗褐色　ロームブロック少量，鹿沼パミス粒子微量
6　暗褐色　ロームブロック中量
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遺物出土状況　縄文土器片224点，磨製石斧1点，敲石1点，凹石1点が出土している。遺物は覆土中層に廃

棄されたような状況で集中して出土している。8100の探鉢は，中層から下層にかけて散在していた破片が接合

したものである。またTP8194・TP8196の探鉢片は覆土下層から，TP8195の深鉢片は覆土中層からそれぞれ出

土している。

所見　時期は，廃絶時に廃棄されたと想定できる8100などから，中期後葉（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

第477図　第1944号土坑出土遺物実測図

第1944号土坑出土遺物観察表（第477図）

番　 号 種　 別 器　 種 口 径 （c m ） 器 高 （cm ） 底 径 （cm ） 文 様 の特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出 土 位 置 備　 考

8 10 0

縄 文 土 器 深　 鉢 14．7 18．0 ［6．0］ 口緑 部 は 沈 線 が 沿 う 隆 帯 文 。

胴 部 は 沈線 に よ る懸 垂 文 間 を

磨 り消 す。 R L R の複 節縄 文 。

長 石 ・石 英

・雲母

普 通 にぷ い樫 覆 土 中層

～ 下層

P L 5 7

T P 8 194

縄 文 土 器 探　 鉢 － （2 3．0） － 口 綾 部 は沈 線 が 沿 う隆 帯 文 。

胴 部 は沈 線 に よる 懸 垂 文 間 を

磨 り消 す 。 L R の 単 節 縄 文 。

長 石 ・石英

・雲 母

普 通 にぷ い 黄 橙 覆 土 下層

T P 8 19 5

縄 文 土 器 探　 鉢 － （1 1．5） － 口綾 部 は沈 線 が 沿 う隆 帯 文 。

胴 部 は 沈 線 に よ る 懸 垂 文 間 を

磨 り消 す 。 L R の 単 節 縄 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 赤 褐 覆 土 中層

T P 8 196

縄 文 土 器 探　 鉢 － （13．5）
－ 胴 部 に 巡 る 隆 帯 文 を起 点 に 蛇

行 隆 帯 が 垂 下 。 棒 状 工 具 に よ

る斜 方 向 の 沈 線 文 を施 文。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 に ぷ い褐

橙

覆 土 下 層
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第1954号土坑（第478図）

位置　調査2区の北部，D3bO区。住居跡群城に位置する。

重複関係　第242号住居跡及び第1955号土坑を掘り込んでいる。第228・615号ピットと重複しているが，新旧

関係は不明である。

規模と形状　開口部の平面形は円形と推定され，現状では長径1．57m，短径1．50mである。底面はほぼ平坦

で，平面形は長径1．80m，短径1．70mの円形である。深さは37cmで，壁は内傾して立ち上がる0　くびれ部は

確認されなかった。ピットは2か所で，深さはPlが48cm，P2が32cmである。

て漉」m

第478回　第1954号土坑・出土遺物実測図
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考量　7層に分層される。第6層は凸状に堆積しており汐　開口部からの土砂の流入によるものと考えられる。

また第7層は鋸の覆土である。第1～5層は不自然な堆積状況であり，人為堆積と考えられる。

土層解説
l　黒　杷　色　ローム粒イ∴炭化粒」’・微量
2　黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
3　窯褐色　ローム粒子少量e炭化粒子微量
4　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

5　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
6　極暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
7　暗褐色　ロームブロック中量夕　鹿沼パミス粒子少量

遺物出藍状況　縄文土器片ほ点　打製石斧　点が覆土から出土している。8用の深鉢は底面からやや浮いて

横位で出土している。

新風　時期はタ床面からやや浮いた状況で出土している8102などから中期複葉（加曽利EI式期）と考えられ

る。

第五95号士坑出土遺物観察表　第媚図）

番 喜「‾．種 別 極 種恒径（cm）翫 （cm）恒 （cm） 文様の特徴　 ！ 胎 土　 焼成 色 調　 桓土位置 備　考
鋸鵬 縄文土器 深 鉢P 礼8 i

i i

3 ・2　中 ・0

i
日経部は沈線が沿う隆管文。　長石せ石英　普通 褐灰　　　　 底　　 面 P L 56
芸志，の謡 豊 慧 豊 さ横 も雲母 i にぷい橙 ！

第臓駈尊堂琉（第479～48ユ図）

位置　調査2区の北部，り3bO区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第242号住居跡を掘り込みタ　第1954号土坑に掘り込まれている。第61306ユ4号ピットと重複してい

るが，新旧関係は不明である。

規模と形状　開口部の平面形は楕円形と推定され，現状では長径2。3m　短径。柑mである。底面はほぼ平坦

でタ　平面形は長径2。45m，短径2。15mの円形である。深さは83cmで，壁は内傾して立ち上がる。また土層断

面から一部で確認できた底面からくびれ部までの高さは68cmである。

啓羞　6層に分層される。第6層は開口部からの土砂流入により凸状に堆積した層と考えられ，ローム粒子を

多目に含み，粘性が高い。堆積状況に乱れがみられないことから自然堆積と考えられる。
土層解説

1　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
3　異　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

4　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
5　黒褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
6　暗褐色　ローム粒子中量

遺物出藍状況　縄文土器片902魚層石上氏石核主点が出土している。遺物は覆土中層から底面にかけて多

く出土している。810308104。TP8198eTP8200の深鉢片及び810668107の浅鉢はいずれも覆土中～下層から

出土しており，一括して廃棄されたものと考えられる。またTP8201は床面から出土している。

所農　本跡の廃絶後，第5e6層が堆積した後に一括して土器が廃棄されたと考えられるため，出土土器から

の時期決定は難しいが，覆土中～下層の堆積時期は中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

第媚図　第1955号土坑実測図
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第480図　第1955号土坑出土遺物実測図（1）
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第481図　第1955号土坑出土遺物実測図（2）

第1955号土坑出土遺物観察表（第480・481図）

番　 号 種　 別 器　 種 口 径 （cm ） 器 高 （cm ） 底 径 （cm ） 文 様 の 特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出土 位 置 備　 考

8 103

縄 文 土 器 深　 鉢 ［34 ．4 ］ （15 ．0 ） － 口 緑 部 は沈 線 が 沿 う隆 帯 文 。

頚 部 に 1 本 の 隆 帯 が 巡 る。 R

L の 単 節 縄 文 を施 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 褐灰 覆 土 中 層

8 104

縄 文 土 器 探　 鉢 － （2 4 ．6 ） 7．8 3 条 一 組 の 沈 線 と波 状 沈 線 に

よ り文 様 を描 出。 R L の 単 節

縄 文 を縦 方 向 に 施 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 にぷ い橙 覆 土 中 層

8 106

縄 文 土 器 浅　 鉢 ［34 ．6 ］ 14 ．7 9 ．7 無 文 。 長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 橙 覆 土 中層

8 10 7

縄 文 土 器 浅　 鉢
－ （15 ．2 ） ［12 ．0 ］ R L の 単 節 縄 文 を縦 方 向 に施

文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 に ぷ い橙 覆 土 上 層

～ 中 層

T P 8 198

縄 文 土 器 探　 鉢 － （12．4 ） － 2 条 一 組 の 沈 線 と波 状 沈線 に

よ り文 様 を描 出 。 L R の単 節

縄 文 を縦 方 向 に施 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 にぷ い黄 橙 覆 土 中 層

T P 8 199

縄 文 土 器 深　 鉢 － （7．0） － 洗 練 が 沿 う 隆 帯 に よ る 区 画

文 。 R L の 単 節 縄 文 を施 文 。

長 石 ・石英

・雲 母

普 通 灰 黄 褐 覆　 土
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番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器高（cm ）底径 （cm ） 文様 の特徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出土位 置 備　 考

TP8 200

縄文土器 深　 鉢 －
（10．0） － ロ緑部は沈線が沿 う隆帯に よ

る区画文。胴部 はR L の単節

縄 文を縦方 向に施文。

長石 ・石英

・雲母

良好 灰黄褐 覆土 上層

TP8 20 1

縄文土器 深　 鉢 － （23．7） －
口緑 部は沈線が沿 う隆帯文。

胴 部は結節 したR L の単節縄

文を縦方 向に施文。

長石 ・石英

・雲母

普通 にぷい赤褐 底　　 面

第1970号土坑（第482・483図）

位置　調査2区の北部，C4il区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第182号住居に掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は長径1．18m，短径1．10mの円形である。底面はほぼ平坦で，平面形は長径

2．06m，短径1．98mの円形である。深さは90～94cmで，壁は下位からくびれ部にかけて内傾し，上位は外傾

して立ち上がる。また底面からくびれ部までの高さは平均60cmである。

覆土　8層に分層される。第8層は開口部からの土砂流入により凸状に堆積した層と考えられ，ロームブロッ

クを多量に含んでいる。第7層には，鹿沼パミスブロックが多量に含まれ，鹿沼パミスを掘り抜いた壁の崩落

層と考えられる。遺物は上層から中層に集中しているため，開口部及び壁が崩落し第7・8層が堆積した後廃

棄され，一気に埋め戻されたものと考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・鹿沼パミス粒子微量　　　　　　　　　　5　暗褐色　ロームブロック微量
2　暗褐色　鹿沼パミスブロック少量，ロームブロック・焼土粒子微量　6　暗褐色　ローム粒子少量，鹿沼パミス粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　7　貴褐色　鹿沼パミスブロック多量，ローム粒子微量
4　黒褐色　炭化物少量，ロームブロック・焼土粒子微量　　　　　　8　褐　色　ロームブロック多量

遺物出土状況　縄文土器片240点，打製石斧1点，石鉄1点が出土している。8110の深鉢片は覆土下層，8109

の探鉢片及びQ8093の石鉄は覆土中層から出土している。

所見　壁などの崩落後に土器片が廃棄されたと考えられるため，出土土器からの時期判断は難しいが，覆土中

層の堆積時期は中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

第482図　第1970号土坑・出土遣物実測図
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第483図　第1970号土坑出土遺物実測図

第1970号土坑出土遣物観察表（第482・483図）

一些欄093
0　　　　　　　3cm

！　i　！

番　号種　別券　種口径（cm）器高（cm）底径（cm）文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

8109

縄文土器採　鉢－（14．2）
－波頂部からロ縁部にかけて橋

状把手を有する。結節沈線文と

Rの無節縄文を施文。

長石・石英

・雲母

普通灰褐覆土中層

8110

縄文土器深　鉢［14．2］（12．7）－口唇部直下に三角形の断面形

をもつ隆帯が巡り，内面に稜

を有する。胴部は無文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい褐覆土下層

8111

縄文土器深　鉢－（10．2）［10．6］2条一組の平行沈線文が沿う

隆帯が垂下。RLの単節縄文

を縦方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい橙覆土上層

番　号器　種
計　　測　　値

材　　質 特　　　　　　　徴 出土位置備　　考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

Q8093石　　鍍2，1 1．5 0．5 1．0黒曜石基部中央が湾入。 覆土中層PL59

第1989号土坑（第484～486図）

位置　調査2区の北部，D4dl区。住居跡群の外周城に位置する。

規模と形状　開口部の平面形は長径2．07m，短径1．97mの円形である。底面はほぼ平坦で，平面形は長径

2・33m，短径2・19mの円形である。深さは60～70cmで，壁は下位からくびれ部にかけて内傾して立ち上がり，

上位はほぼ直立する。また底面からくびれ部までの高さは平均46cmである。ピットは4か所で，深さはPl

が46cm，P2が48cm，P3が30cm，P4が40cmである。

覆土　8層に分層される。仝他的にロームブロック・粒子を含み，やや締まりがある。第8層は開口部の崩落

により凸状に堆積した層と考えられ，ロームブロックを中量含んでいる。第5・7層は壁の崩落層と考えられ

ロームブロックを中量含んでいる。上層から中層にかけては，レンズ状に堆積していることから自然堆積と考

えられる。

－i．

七4。1

第484図　第1989号土坑実測図
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土層解説
1黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量　　　　　　　　　　5　極暗褐色　ロームブロック中量
2　黒　色　炭化粒子少量，ロームブロック微量　　　　　　6　極暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量　　　　　　7　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
4　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量　　　　　　8　極暗褐色　ロームブロック中呈，鹿沼パミス粒子少量

遺物出土状況　縄文土器片220点，磨石1点，磨製石斧1点が覆土から出土している。8113の浅鉢及びTP8207

の探鉢片は，覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

¢判、一／／‾　　　　了〉
戚

／

i

＼　＿「二二／／／811。　し　一一一一l－　1

第485図　第1989号土坑出土遺物実測図（1）
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第486図　第1989号土坑出土遺物実測図（2）

第1989号土坑出土遺物観察表（第485・486図）

番　 号 種　 別 器　 種 口 径 （c m ） 器 高 （cm ） 底 径 （cm ） 文 様 の特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出土 位 置 備　 考

8 1 13

縄 文 土 器 浅　 鉢 39 ．6 20 ．4 8．4 口唇 部 は 隆 帯 に よ る渦 巻 文 と

沈 線 に よ る 区 画 文 で 文 様 を描

出 。 胴 部 は 無 文 。

長 石 ・石 英 普 通 浅 黄 橙

黒 褐

覆土 下 層 内 外 面

赤 彩

P L 56

T P 820 7

縄 文 土 器 深　 鉢 － （13 ．5 ） － 口 緑 部 は沈 線 が 沿 う隆 帯 文 。

胴 部 は 洗 練 に よる 懸 垂 文 間 を

磨 り消 す 。 R L の 単 節 縄 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 黒褐 覆 土 下 層

T P 8 20 8

縄 文 土 器 探　 鉢
－ （17 ．1） － U 綾 部 は 沈 線 が 沿 う 隆 帯 文 。

胴 部 は 沈 線 に よ る懸 垂 文 間 を

磨 り消 す。 R L の 単 節縄 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 にぷ い橙 覆　　 土

番　 号 器　 種
計　　 測　　 値

材　　 質 特　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

Q 80 95 磨 製 石 斧 10．6 4 ．3 1．5 8 6．3 粘 板 岩 両 面 調 整 加 工 後 ， 刃 部 付 近 を局 部研 磨 。 覆　　 土 P L 6 0

第1992号土坑（第487図）

位置　調査2区の北部，D3cO区。住居跡群の外周域に位置する。

重複関係　第199ト1994号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は径0・95mほどの円形である。底面はほぼ平坦で，平面形は長径3．00m，短径

2・90mの円形である。深さは82cmで，壁は下位からくびれ部にかけて内傾して立ち上がり，上位はほぼ直立

する。また底面からくびれ部までの高さは平均60cmである。

覆土　7層に分層される。第5・6層は開口部からの土砂流入により凸状に堆積した層と考えられ，ロームブロッ

ク・粒子を多量に含んでいる。第1～4層は堆積状況に乱れがみられないことから自然堆積と考えられる。

－503－



土層解説
1極暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
2　極暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　黒　色　ローム粒子・炭化粒子少量，鹿沼パミスブロック微量
4　黒褐色　ロームブロック少量

5　暗褐色　ローム粒子多量，鹿沼パミスブロック微量
6　暗褐色　ロームブロック多量，鹿沼パミスブロック少量
7　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片27点，土器片円盤1点が覆土から出土している。8114の探鉢は，第5層の上面に散

在していた破片が接合したものであり，第5・6層が堆積した後，廃棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

‘　　　　　　　　　　　　　　　＼

＼SK1991′

＼　　　／
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第487図　第1992号土坑・出土遺物実測図

第1992号土坑出土遺物観察表（第487図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器 高 （cm ） 底 径 （cm ） 文 様 の 特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出土 位 置 備　 考

8 114

縄 文 土 器 深　 鉢 18．7 （2 3 ．0） －
ロ綾 部 に 沈 線 が 巡 る。 胴 部 は

3 本 一 組 の 沈 線 と波 状 沈 線 に

よ る懸垂 文。 R L の単 節縄 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普通 灰 禍

にぷ い 橙

覆 土 中層

～下 層

P L 5 （i

第1994号土坑（第488・489図）

位置　調査2区の北部，D4cl区。住居跡群の外周域に位置する。

重複関係　第1992号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　開口部の平面形は長径2．16m，短径2．04mの円形である。底面はほぼ平坦で，平面形は長径

2．20m，短径2．06mの円形である。深さは42cmで，壁は一部で内傾するが，全体的にはほぼ直立する。ピッ

トは1か所で，Plの深さは38cmである。

覆土11層に分層される。第5～9層にはロームブロック・粒子が多目に含まれている。遺物の出土状況など

から，土器の廃棄活動に伴う人為堆積と考えられる。なお第11層はPlの覆土である0
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土層解説
1　黒褐色
2　黒褐色
3　黒褐色
4　黒褐色
5　暗褐色
6　暗褐色

ロームブロック，炭化粒子微量
ロームブロック少量，炭化粒子微量
ロームブロック・炭化物少量
ロームブロック少量，炭化粒子微量
ロームブロック中量
ローム粒子多量

7　暗褐色　ロームブロック多量
8　極暗褐色　ロームブロック中量
9　極暗褐色　ローム粒子多量，鹿沼パミス粒子少量
10　黒褐色　ロームブロック少量
11暗褐色　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片104点，剥片1点が覆土から出土している。遺物は上層から中層にかけて集中して

出土しており，下層及び底面のものは少ない。8115～8119及びTP8212～8214はいずれも探鉢で，覆土上層か

ら中層にかけて廃棄されたような状況で出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉

／

／

第488図　第1994号土坑・出土遺物実測図
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第489図　第1994号土坑出土遣物実測図

第1994号土坑出土遺物観察表（第488・489図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器 高 （cm ） 底 径 （cm ） 文 様 の特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出 土位 置 備　 考

8 115

縄 文 土 器 深　 鉢 － （33．6） －
2 本 一 組 の 沈 線 が 沿 う隆 帯 に

よ り文 様 を描 出 。 L R の 単 節

縄 文 を施 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 黒褐

にぷ い 橙

覆 土上 層

～ 中層

P L 5 7

8 1 16

縄 文 土 器 探　 鉢 17．0 19 ．3 ［7．0］ R L の 単 節 縄 文 を 縦方 向 に地

文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 にぷ い 赤 褐 覆 土 中層

8 117

縄 文 土 器 深　 鉢 19．2 25 ．1 7，6 櫛 歯 状 工 具 に よ る 条線 文 を縦

位 に施 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 黒褐

にぷ い 橙

覆土 中層

～ 下層

P L 5 6

8 1 18

縄 文 土 器 深　 鉢 －
（9．5） 8．5 R L の 単 節 縄 文 を縦 方 向 に 施

文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 にぷ い 橙 覆 土 中層

8 1 19

縄 文 土 器 深　 鉢 － （10．0） 5．8 L の 無 節 縄 文 を 縦 方 向 に 施

文 。

長 石 ・石 英

・雲母

普 通 にぷ い 褐 覆 土 中層 底 部 木

葉 痕

T P 8 2 12

縄 文 土 器 探　 鉢 － （9．0） －
沈 線 が 沿 う 隆 帯 に よ り区 画

文 ， 渦 巻 文 を描 出 。 R L の 単

節 縄 文 を横 方 向 に 施 文 。

長 石 ・石 英

・雲母

普 通 黒 褐 覆 土 上層

T P 82 13

縄 文 土 器 深　 鉢 －
（5．6） －

沈 線 が 沿 う隆 帯 に よ る 区 画 文

R L の 単 節 縄 文 を横 方 向 に 施

文 。

長 石 ・石 英

・雲母

普 通 にぷ い 褐 覆　　 土

T P 82 14

縄 文 土 器 深　 鉢 － （11．9） －
2 条 一 組 の 沈 線 に よ り文 様 を

描 出 。 R L の 単 節 縄 文 を 縦 及

び 斜 方 向 に施 文 。

長 石 ・石 英

・雲母

普 通 灰 褐 覆 土上 層
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表4　土塊一覧表

ぎ…　　　　　　　　　　　　　　　模 辟nW
i面ト回　 主な出土遺物　 上 ㍊ 係 匝

竺空手
＼mノj

街i底

953 B3j中 整 形年 56）×1・14 ！　　 巨 3 緩宕小字線上…同 土器片円盤　　 ！ isK2006

柚 B 3h4澗 丸方形i o・86×0・7日　　　 巨 3 鮒ノ頃恒坦　－恒 i　 H‾ ‾ ‾ 「 isK2008

955 B3g招 く整舶 形巨 20×2・86 ！ 3・04 i lO4 内イノ頃平ナ＿Ei …
i鐙 深鉢言賂 打製石斧　 本跡→SK956 isK2011

956 m 勘 楕 円 形巨 22×（0・娘 i　　 p 8 直立平ま旦「…渾然　　　　　　　　　　 sK－955→本跡 isK201㌻

957 B毎2 楕 円 形巨 44×1・3中　　　 巨 7 恒 、恒年 廟　　　　　　　 sKlO30→本跡 庫 2013

958 B3il 不 整 形日 柄×1・40 「摘 ×1・58 巨 0 内傾桓 旦 回
SK2020

959 恒 b2澤 円 形巨 45×1・2日　　　 目 6 緩斜・平圭日 1 醜 i　　　　　 悸 拒 第躇土継 設土坑！SK2021

960 C2b7 i楕 円 形巨 56×2・40 巨 60×2・38 巨 4

）　　 巨 い

桓傾、平ナ翌日 ！人為深鉢，ミニチュア土器 SK2027

961 C2e5 i不整舶 可 L28×1・19 外傾、平土目 叫 SK2028

962 C 2e中 整舶 形 2．05×1．75 1・94　 巨 3 内傾、平鹿目2 人為i深鉢，磨製石斧 SK963－rYす本跡 SK2029A

963 C 2e4！不 整 形 2・00×i・72 ！ －… i 42 外傾平圭一目 叫 本跡→SK962 SK2029B

964 B 3i中　 形 0．72 0・86×0・48 巨 7 桓傾平鹿目 」 ＋ ＋ … ‾ ‾ 「
SK2032

965 B 3il Fj楕 円 形】1．10×（0．36） i（1・66×1・20）巨 5 匝 1平坦上 i　　　　　　F自然 SK2033

966 B 3i2　楕　円　形 1．40×（1．26） 巨 5 桓 皿状巨 自然 SK2035

967 C2a中　 形 0．50×（0．20） 巨 6 緩斜平坦 －
叫　　　　　 i

SK2036

968 C叫 不 整 形 1．50×1．00 2・64×2・32 日05 内傾平坦 叫 本跡－→SD23 SK2037A

969 C 2だ 楕　円　形 1・46×1・42 ！　　 巨 2 外傾平坦 」 本跡→SD23 SK2037B

970 C 2g4 不整楕円形 1．22×1．14 i 26 外傾平坦－
叫

SK2038

971 C2g5 不整楕円形 2．34×2．10 2・57×2・33 巨 3 内傾平坦－
人為i楓 浅鉢調 石斧腰 石斧，石皿 本跡一斗SI138 SK2039

972 C 2i4 恒 円 形巨 41×1・96 －［2・50×2・0中 54 内傾平坦－
人為i探鉢　　　　 i

SK．2040

973 B 3i車 整楕円形 1．00×（0．52） 巨 8 外傾不明－
叫

SK2043

974 B2可 不 整 形 2．24×（1．14） 2・80×（1・08）巨 9 内偵平坦 1 叫
SK2044

975 B 2iO 楕　円　形 1．09×0．97 l2・84　 日24 内傾平坦－
叫 深鉢，石皿，凹石 本跡→SD22 SK2045

976 C 2a7 不整楕円形 1．04×0．84 i 49 緩斜平坦－
人為！探鉢

SK2048

977 B 3hl 楕　円　形 日．38×1．161 3・13×（1・19中 16 内傾平坦－
人為！探鉢，浅鉢，凹石，敲石 本跡→T30 SK2049

978 C 2i5 i楕 円 形i l・80×（1・06） 2・12×（1・18）i 57 内傾平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

叫

叫

叫

叫

凹可

凹可

平可

叫

平可

叫

平可

叫

叫

頃斜

不明

－
」 深鉢，磨石

SK2050
979 ic 2d4 i不整円形！ （1・12） ！53 外傾 －

1　　　　　　 本跡一斗SI139
SK2051

980 恒 d5！楕 円 形巨 54×（0・64）i l・72×（0・68）i 53 内傾 －
叫　　　　　　　 本跡→SI139，SD23

SK2052
981 恒 dり円　 形！ 1・10 ！ 1・20　 日18 内傾 －

軋 ＿ ＿ 二 「 「 本跡→SK983，984，1000
SK2053

982 ic2b7恒 円 形巨 00×（0・48）i 一一 i lO7 直立 －
叫　　　　　 i

SK2054
983 恒 C中 整六角形巨 46×2・14 ！　　 巨 0 外傾 7 自然麿 諸 片錐，土器片円盤， SK985・1000・1066→本跡

SK2055
984 ic 2b7 i楕 円 形恒・82）×1・68 i　 i 48 外傾 －

叫
SK2056

985 恒 C中 整円形巨 26×1・0日　　　 巨 2 直立 －
叫　　　　　 ！

SK2057
98可 C 2a中 整舶 形巨 88×は66］！　　 巨 6 直立 7 軋 ＿ 二 二 「 「

SK2058
987 恒 可 瓢 箪 形巨 22×1・60 i　　 巨12 外傾 －

叫 深鉢，打製石斧，磨石
SK2059

98中 2j9 i不　 明i －×2・09 ！ 一一 i 56 外傾 5 日中 楓 土器片円盤
SK2060

98中 2j中 整楕円形巨 17×（1・66）！　　 巨 7 直立 2 j叫 深鉢，磨石，石鉄
SK2061

99中 叫 不整円可 L48×（0・57）i　　 巨 1 直立 」 叫　　　　　 i
SK2062

991 恒 可 楕 円 形目 し42×0・9中　　 i 48 緩斜 」 叫　　　　　 i
SK2063

992 ic2aり不 整 形巨 71×2・可　　 i 57 直立 2 自然 SK2064
99中 2a中 円 形目し19×1中 2・11×［1・82］巨 1 叫 、

－
自然　　　　　 i

SKK2065
994 ic 2a中 円 形巨1・94×1・6中　　　 上 0 緩斜！、 3 ！軋 ＿ 二 二 「 「

SK2066A
995 恒 可 不　 明i（0・59）×－ i 一一 i 22 叫 、

直車

中

不明i

ーi自然i　　　　 i　　　 l
SK2066B

996 恒 可 楕 円 形恒・57］×（1叫　　　 声 5 」 叫　　　　　　 」 ｛ ’‾ 「
SK2067A

三97 B 2可 不　 明i（0・72）×－ i 一一 i 41 1 日然！　　　　　 」 ＿ …　 …「
SK2067B

空 止 強 不 整 形i 2・74×（1・43中 34］×（＿＿二叫 不明 」 不、虹 ＿ 二 二 「 「　　　　 ！
SK2069
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番号 位置
開口部

平面形

規　　　　　 模 i壁面

底面 ピット覆土 主 な出土遺物
重　 複　 関　 係

（旧→新 ）

発　 掘

番　 号
開口部脹径×短径m）底部脹径×短径m）深さ（cm）

999 C 2 a7 不　 整　 形 0．97×（0．45） － 49 緩斜 平坦 自然 SK207 0

100 0 C 2 b6 楕　 円　 形 ［1．22］×1．10 － 46 輝斜 平坦 人為 SK207 2

100 1 C 2 C7 円　　 形 0．83×0．80 － 98 外傾 傾斜 SK207 3

100 2 C 2 b8 楕　 円　 形 1．09 ×（0．81） － 16 緩斜 傾斜 自然 SK2074

100 3 C 2 b8 不整楕円形 2．08×1．48 1．92 57 内傾 平坦 － 自然 深鉢，凹石 SK lOO2→本跡→SK lOO4・1007 SK 207 5

100 4 C 2 b8 楕　 円　 形 1．44 ×1．30 2．02 ×1．80
4

60 内傾 平坦 自然 深鉢，土器 片円盤 ，磨石 SK lOO3・1005→本跡→SK992 SK 207 6

100 5 C 2 a8 不　　 明 不　 明 － 46

［

不明 平坦 自然 SK 2077

100 6 C 2 a9 楕　 円　 形 ［1．46 ×1．23］ 2．03×1．71 4 7 内傾 平坦 1 人為 SK 207 8

100 7 C 2 b8 楕　 円　 形 1．76 ×1．43 2．24×1．90 巨 6 内傾 平坦 － 自然 SK 20 80

100 8 C 2 b9 円　　 形 0．84 ×0．83 － ＝0 直立 平坦 人為 深鉢，器台 ，土器片 円盤 SK 20 81

10 0 9 C 2 b9 不 整円 形 2．98 － 57 直立 平坦 2 人為 探鉢 ，磨製石斧，磨石，円礫 SK 2082

10 10 C 2 a9 円　　 形 ［1．70］ 2．53×2．37 10 5
l内傾 平坦 1 自然 深鉢 ，器台 ，敲石 SK 208 3

10 11 B 2j9 楕　 円　 形 0．80 ×0．65 2．69×2．44 10 8 内傾 平坦 － 自然 深鉢 SK 2084

10 12 C 2j6 不整 円 形 1．25 ×1．22 － 29 外傾 平坦 自然 深鉢 ，土器片円盤，軽石製 品 SK 2085

10 13 C 2 i6 不整楕円形 1．76 ×1．41 －
l

28 外傾 平坦 － 自然 深鉢 ，磨製石斧 ，磨石 SK2086

10 14 C 2 i7 長　 方　 形 1．77 ×0．70 － 52 外傾 U字状 自然 SK 2087

SK 208 810 15 C 2 i6 不整楕円形 1．90 ×1．56
I

10 緩斜 平坦 4 自然

10 16 C 2j7 不整楕円形 1．71×1．42 － 18 外傾 平坦 自然 SK 2089

10 17 B 3 jl 楕　 円　 形 3．03 ×（1．30） － 87 外傾 平坦 － 自然 深鉢，ミニチュア土器，不明土
製品，磨製石斧，石皿，石鉄

SK 2090

10 18 B 3 il 不　　 明 不　 明 － 66 外傾 平坦 1 自然 SK 209 1

10 19 B 2 j9 不　　 明 （0．73）×… i不明 不明 不明 － SK 2092

10 20 B 2 j8 不　　 明 （1・29）×…‘ i － 不明 不明 不明 1 SK 2093

10 2 1 C 2 a9 楕　 円　 形 0．83 ×（0．7 1） － 22 不明 不明 SK 2094

10 22 C 2 C5 楕　 円　 形 1．39 ×1．12 － 37
［
直立 平坦 自然 SK 2095

10 23

10 24

C 2 d5
l不整楕円形 l

1．45 ×（1．40） － 60 不明 皿状 － 自然
i

SK 2096

C 2 d6 不　　 明 （1．58 ×1．43） － 55 横斜 平坦 自然 SK 2097

10 25 C 2 d5 不整楕円形 2．08 ×1．79 2．41×2．32
i

8 0 内傾 平坦 － 自然 SK 2098

10 26 C 2 a9 円　　 形 0．65 ×0．61 － 46 外傾 傾斜
－

SK 2099

10 27 C 2 a9 楕　 円　 形 1．12 ×（1．03） （0．92）×0．89 8 5 不明 平坦 － i
SK ヱ100

10 28 C 2 a9 楕　 円　 形 0．88 ×0．75
i

i

7 3 l外傾 平坦

l

SK 210 1

10 29 C 2 i5 楕　 円　 形 2．57×1．95
】2．44 ×1．86 ［
不明

i

不明 不明 － － SK 2 102

鋸0 B 3 g2 楕　 円　 形
1。01×（0．35日　　　　 日 日

一 一十…－ “……－

緩斜 凹凸 日射 SK 2103

‘10 32 C 2 bO 不整楕円形 2．28×（1．02）「 ま臓 ×組側引

＋
47　 不明 平坦 1 自然 探鉢，土器片 円盤 ，磨製石斧

W＿ルW－－ ＿　　　　　　　　　〕
i

SK 2105

10 33 C 3 b l 不整楕円形 3．63×2．鱒
i

7 6 控礪 平坦 1 自然 深鉢，打製石斧夕　磨石 SK 2106

10 34・C 3 b l 不整楕円形 ［2．08］×1．48
［

用 ＋ 日 当 内傾 平坦 －
人為　深鉢 本跡…〃すSK 10 33 SK 二107

10：35 C 2 d7 楕　 円　 形

i

2・24 ×1・90 巨 24 ×2・08　 94 i内傾 】平坦 1 ［ l
人為i探鉢誹 製石斧，磨石∴射犬耳飾 宴SI14日45，SK lO50・1182→本跡 SK 2108

103 6 C 2 C8
不整楕円形 ！ 2・48×2・24 「 摘 ×2047 102 …内傾 平坦 4

人為i楓 ミニチュア土乳磨瓦 凹私敲石 ！
SK lO鯨 1044→本跡→SI14中 K 2109

103 7 C 2 d5 楕　 円　 形
（1．22×0．96） （1．10 ×0．89） 不融

l

不明 不明 －
十－

‾ i

！sK 2日0

i

103 8 C 2 e5 楕　 円　 形 2・00 ×（1・80中 ・77 ×（1・72車 中 不明 不明
叫 桓 11

103 9 C 2 e5 円　　 形 1・57×1・52 i　　 巨 日 夕順 平坦 1
自然！　　　　　　 －

i

桓 12

104 0 C 2 e6 楕　 円　 形
2・90 ×2・8日　　　 巨 5 恒 平坦 8 自然　深鉢，石鉄 ！sK 21 13

104 1 C 2 b7 不　 整　 形 （2．20） 】
j

巨 7 ！外傾 凹凸 4 －
isK 21 14

104 2 C 2j5 不 整 円形 】
1．20 1・00　 】不明　 不明 不明 －

」 探鉢，磨製石斧 SK 21 15

104 3 C 2 C8 隅丸長方形
】

2・66 ×（2・12）　　　 i 40　 緩斜 平坦 － 自然 SK 21 16

104 4 C 2 b8 楕　 円　 形 2・45 ×（2・00）　　　 巨 9 梱 平坦 － 自然 深鉢，磨製石斧 SK 21 17

104 5 C 2j5 楕　 円　 形 0．82 ×（0・55）　　 i l16 直立 平坦 － 自然 SK 21 18
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番号 位置
開口部

i　 規　　 模 i壁面

底面ピッ

！

：配 主な出土遺物

i 重 。票→票，係
発　 掘

番　 号平面形 開口部（長径×短径m極 冊 ×短径m再 さ（cm
ラ

1046 C 2b9 楕　 円　形 2・62×1・96 巨 50×1・92 恒 6
内傾 平坦 5 自然 深鉢，磨製石斧 SKlO47・10鋸06机080→本跡→SKlO併 SK 2119

1047 C 2b9
i不　 明 不 明 i　 i 71 内偵 平坦 自然 SK 2120

1048 B 2j9 不整楕円形 （1・70）×1・22 ！ 一一 i 53 外傾平坦 1 自然 SK 2121

1049 B 2jO 不　整　形 （1．13）×1．01 － 44 外傾傾斜 自然 SK 2122

1050 C 3C7 楕　 円　形 1・38×（1・01）i l・14×（0・95）
47 i不明不明 1 SK2123

1051 C 3al 楕　 円　形 ［0．90］×0．76
－ 104 直立 平坦 ！

SK2124

1052 C 3al 楕　 円　形 ［1．84］×［1．27］
l

98 外傾 不明 2 自然
［

SK 2125

1053 C 3al 楕　 円　形 1．29×1．17 － 72 直立 平坦 1 自然 探鉢，土器片錐 SK 2126

1054 C 3al 円　　 形 1・01×［1・0呵　 2・87×2・57 113 内傾 平坦 恒 深鉢，土器片円盤，磨製石斧，凹石 SK 2127

1055 C 2e6 不整楕円形 1．80×五41］ 2・06×2・04 ！56 内傾平坦 自然 SK 2128

1056 C 2C6 楕　 円　形 1．33×（0．58） － 47 外傾皿状
l

SK 2129

1057 C 2d6 不　 整　形 0．85×（0．56） 0．64×（0．54） 不明 不明不明 － SK．2130

1058 C 2d5 不　 整　形 1．53×－ － 40 外傾 皿状 － SK2131

1059 C 2d6
】不 整 形 （3．80）×2．08 ！

－ 23 緩斜 平坦 自然！
［

l
SK2132

10（10 B 2jO 楕　 円　形 2．35×1．96 2」0×1．67 57 内傾 平坦 自然 SK2133

1061 B 2jO
！楕 円 形 2・10×0・98 i　 i 53 直立 平坦 自然 SK 2134

1062 C 2d6 楕　円　形 ［2・47］×2・08 i　 i 26 緩斜平坦 自然 SK 2135

1063 C 2b9 円　　 形 ［0．89×0．80］ － 74 内傾平坦 自然 SK 2136

1065 C 2aO 楕　 円　形 1・92×1・14 巨 92×2・64
101 内傾 平坦 人為 深鉢 SK 2‾138

1066 C 2C6 楕　 円　形 0・96×0・中
14 外傾 平坦 － SK 2139

1067 B 2iO 不整楕円形 1．97×（0．62） 1．04×（0．50） 不明 不明不明 － －
！

SK2140

1068 C 2b9 不　　 明
i l・87×…　 1・62×一　 巨 0

不明 平坦 自然 SK2141

iO69 C 2C9 楕　 円　形 2．35×（1．42）　　 i 48 外傾 平坦 2 自然
】

SK lO70・1084→本跡→SK lO74 SK 2142

1070 C 2C9 円　　 形 2・68×2・65 i
30 緩斜平坦 自然 本跡→SK lO69・1074・1084 SK 2143

1071 C 2a9 円　　 形 1・71×偏 叫　　　 声 1 直立傾斜 ＿ ［
i
自然 SK 2144

1072 C 2e8 楕　 円　形 2t90×2・08　　　 i 45 外傾 血状 6 自然 深鉢，土縮 円盤，猟 師 叫
SK 2145

107二l C 2d9 楕　 円　形 ［0・92］×－　 1080×1・75 巨 3 内傾 平坦 自然 本跡→SI145 SK 2146

1074 C 2C9 楕　 円　形 2．54×五04）　　　　　　　　 80 外傾 平坦 自然

！

！

！

SK lO69 ・1070→本跡 SK2147
奇

蹟

C 2可

C 2d9

C 2e6

円　 可

楕 聖空 ！

円　 形 i

［2・10×1・中　　 ！58 ！

慧 ㌍ 誓 骨

叫

不明

外傾

叫

不可

叫

1

－－！

3 ！

自然i

司

叫

SI145－→本跡　 ！

！

i

SK2148A

SK 2148B

SK 2149
1078 i

1079 i

1080 ！

1081 i

C 2e7

C 2f7

C 2b9 i

C 2e7 i

楕 円 形 ！

楕 円 形 i

1・60 i　　 巨 中

；＋ …－＋ j ！

［霊 低 頭

中 潮 別 項 50 i

直可

外傾！

不明！

内傾「

叫

平可

不明l

叫

」

」

」

」

自然i

自然i

不明！

自然！

探鉢

深鉢　　　　　　 i
l

本跡→SI145　 i

SK l124 ・11－43→本跡 i

i

F8→本跡　　 i

SK 2150

SK 2151

SK 2152

SK 2153

1082 iC 2e7 】不整楕円形 1・68×1・2日 1・56×1・1日 不明 】不明 不可 i
不明i F8→本跡 SK2154

1083 ！C 3al 円　　 形 ［1・34］ i　　 巨 … 直可 ・叫 不明！

　　　　　　　　　　　】

i
SK2155

1084 C 2C9 円　　 形 1．58　　　　　　　 1．40　　　　　 38 内傾 凹凸 自然 iSK lO70．→本跡→鳶K lO69 SK2156

1085 C 2dO 不　　 明 （1．34×0．46）　　　　　　　　 88　 轟妥斜一平坦 自然 SK lllO ・1111一→本跡 SK 2157

1086 iC 2d9 円　　 形 ［0・62］ i　　 巨 1 ！叫 す叫 i自然i SK llO9→本跡　 ！
SK 2158

1087 C 2e9 楕　 円　形 1・28×1・0中　　　 巨 日 夕叫 、叫 叫 ！ ！
SK 2159

1088 C 2e8
1
楕　 円　形 0・64×（0・24）！　　 巨 7 i直可 不可 ！人為i SK llO9→本跡　 ！

SK 2160

108可 C 2f8 円　 形 ！［0・78］×0・72 i 2・08×1・74 上 中 叫 、叫 人為！ 本跡→SK lO90　 ！
SK 2161

1090 ！C 2e8 i楕 円 形 ！ 1・80×1・54 ！ 一一 ！5日 直可 凹可 」 自然！ SK lO89→本跡　 ！
SK2162

1091 ic 3dl！楕 円 形 i 1・94×1・7日 L 80×1・44 恒 5 i叫 、平可 」 人中 深鉢 SK lO95→本跡　 ！
SK2163

1092 ！C 3 dl i円　 可 1・49　 日 1・92×1・4中 80 i叫 叫 」 叫 SK ll′23F事 跡　 ！
SK2164
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番号 位置

！
】 開口部

平面形

規　　　　　 模 ［

壁面
1j

底面

［

ピット覆土

i

主な出土遺物

［
重　 複　 関　 係

i （旧→新）

！
発　 掘

番　 号開口部浪径×短径m）底部脹径×短径m）深さ（cm ノ′

109 3 C 3 dl 円　　 形 2．08 － 78 直立 平坦 自然
！本跡 …すSK lO9 4

SK 2165

109 4 C 2 dO 隅丸 方形 圧 24］×1．73 － 54 外傾 平坦 厄 然

：

SK lO9 3－→本跡→SK lO9 6 SK 2 166

109 5 C 3 dl 円　　 形 ［2．06］ ［1．75］ 不明 不明 不明 不明 SK6 167

109 6 C 2 dO 楕　 円　 形 ［2．00］×（1．46） － 32 外傾 平坦 不明 深鉢，打製石斧 SK lO94→本跡

！
SK2 168

10 9 7 C 2 f8 楕　 円　 形 2．22×2．00 2．08 6 4 内傾 平坦‖ 人為 探鉢 SK llO 5→本跡 SK 2 169

10 9 8 C 2 aO 楕　 円　 形 2．37×（1．14） － 38 外傾】平坦
1

i
S K 2 170

10 99 C 2 b9 楕　 円　 形 1．73×［1．50］ － 38 外傾 平坦i j 自然 SK llOO→本跡 i
S K 2 171

1 100 C 2 bO 不　　 明 不　 明 － 67 外傾 平坦 1 自然 深鉢，石皿 SK llO2一→本跡→SK lO9 9 S K 2 172

1 10 1 C 2 bO i不　 明 i 不　 明 － 48 外傾 凹凸 2 人為 深鉢，石皿，石鉄 本跡→SK l12 6 S K 2 17 3

1 102 C 2 bO 楕　 円　 形 2．00 ×1．73 2．87 ×2．70 （71） 内傾 平坦 1 人為 深鉢 本跡→鳶K llOO ・109 8 SK 2 174

1 103 C 2 e7 円　　 形 1．18 － 47 緩斜 皿状 2 自然 SK 2 17 5

1 104 C 2 C8 澤　 形 0．78 － 107 外傾 平坦 人為 SI145→本跡 SK 2 17 6

1 105 C 2 e8 楕　 円　 形 ［2．25］×1．61 － 51 直立 平坦 3 自然 深鉢 SI14 5→本跡→SK lO9 7 SK 2 177

1 106 C 2 f8 楕　 円　 形 2．04 ×［1．70］ － 43 外傾 平坦 1 深鉢 SK 2 17 8

1 10 7 C 2 f8
；円　　 形 1．30 ×1．20 － 35 直立 平坦 2 SK 2 179

1 10 8 C 2 C6 不　　 明 不　 明 － 45 外傾 平坦 － 自然 本跡→SI14 0 SK 2 180

110 9 C 2 e8 不　　 明 不　 明 － 40 不明 平坦 1 自然 本跡→SK lO 88 SK 2 18 1

‖10 C 2 d9 不　　 明 不　 明 不　 明 60 内傾 凹凸 － 自然 P37 1→本跡→SK lO 85 SK 2 182

11 11 C 2 cO 不　　 明 不　 明 － 49 不明 凹凸 － 自然 本跡－→SK lO 85 SK 2 183

11 12 C 2 g6 楕　 円　形 3．22 ×2．83 － 54 直立 平坦 4 自然 凹石 SK l l15・→本跡 SK 2 184

11 13 C 2 C9 不　　 明 不　 明 － 不明 不明 不明 SK 2185A

11 14 C 2 C9 不　　 明 不　 明 － 不明 不明 不明 SK 2185B

11 15 C 2 g6 不整楕円形 1．83 ×1．40 3．05 10 8 内傾 平坦 2 自然 探鉢，石皿，石鉄 本跡W→SK ll 12・1116 SK 2186

11 16 C 2 f6 円　　 形 2．43 － 62 外傾 凹凸 1 自然 土器片 円盤 SK l l15→本跡 SK 2187

11 17 C 3 a2 i円　 形
1．27 － 41 直立 平坦 人為 本跡－→SK ll 18・1119 SK 2188

11 18 C 3 a2 楕　 円　 形 0．93×0．82 － 83 外傾 平坦 人為 ！

！

磨製石斧，剥片

深鉢

SK l l17→本跡 SK 2 189A

日日り C 3 a2 円　　 形 0．57 － 90 直立 平坦 ！
－ SK ll 17→本跡

本跡→SK lO 9 2

SK 2 189B

1120 C 3 b2 楕　 円　 形 1．38×0．95 2．60 ×2．40

2．60 ×2．51

112 内傾 平坦 自然 SK2 190

1 12 1 C 3 C2 不整楕円形 1．30×1．22 7 7 外傾 平坦 人為 SK2 19 1

1 122 C 3 cl 楕　 円　 形 1．13×0．87 99 内傾 平坦［ 自然 SK2 192

1 123 C 3 el 不　　 明 不　 明 ［1．95］ 7（1 内傾 平坦 人為 SK2 193

1 124 C 2打 楕　 円　 形 2．55 ×2．25 2．48 ×2．32 82 内傾 平坦 4 人為 探鉢，磨石，石鉄

深鉢，磨石

浅鉢　　　　 I

I

】i

深鉢 ，敲石 ，土器片 円盤 i

！

i

凹石 ，石鉄　　　 ！

本跡→SK lO 7 9，P38 7 i

I

S K l127一→本跡

SK2 194

1 125 C 2d7 楕　 円　 形 1．17 ×［0．91］ － 不 明 不明 不明 1 － SK 2 195

1 126 C 2 bO 円　　 形 ［2．71］ － 65 外傾 平坦 1 人為 SK 2 196

1 127 C 2cO
円　 形 ！［2．92］×（1．58） ［3．08］×（1．65） 83 内傾 平坦 i人為

自然
SK l128・1149→本跡→SK l126 S K 2 197

1 128 C 3 cl 楕　 円　 形 （2．40 ×0．80） － 35 外傾 凹凸】－ 自然 本跡→SK l 127 S K 2 19 8

1 12 9
l

B 3jl l楕　 円　 形 ［2．60］×2．50 ［3．80］×3．00 12 0 内傾 叫
－ 自然 本跡→SK lO 17，P7 22

本跡→SI i5 2，SK l13 4

S K 2 19 9

113 0 C 2 d6
…楕　 円　 形 0．83 ×0．58 － 64 外傾 平坦 － SK2200

113 1
C 2 d訂

；
円　　 形 0．89 － 20 緩斜 平坦 1 SK 220 1

113 2 C 2 g7 楕　 円　形 － 2．65×2．45 84 内傾 平坦 － 自然 SK 2202

113 3 C 2 g6 楕　 円　形 1．95 ×（1．35） － 40 不明 平坦

】
－ 自然 SK 12 56→ 本跡→SK l134 SK 220 3

1134 C 2 g7 不整楕円形 ［2．93］×2．20 － 43 緩斜 ［平坦［1 自然 SK l 133→本跡

I

i

l
i

SK 2204

113 5
C 2 g7 ！円　　 形 2．81 － 68

l

外傾 平坦 4 人為 SK 2205

113 6
C 3 cl i不　 明 不　 明 － （38） 内傾 i凹凸 － 自然 深鉢　　　　　　 l

SK 2206

1 137
C 2 d4 ！楕 円 形 ［1．47］×0．66 9 外傾 l平坦 I

i
不明 SK 2207

1 13 8 C 2 f6 i楕 円 形 1．38×［1．10］ 78 外傾 凹可 SK 2208
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番号

位‾‾‾‾‾i 霊 票
規　　　　　 模

壁面
）

！

摘録汗ピッ

回　 主な出土遺物 i 垂 。票→票）係
発　 掘
番　 号l

閏細 招 ×短紬 i底部脹径×離 m堅 さ（cm

1139 C 2f6　楕　 円　形 ［1・15］×1・05 ［ 一一 1 不明
不明不明 ⊥ ＿ ＿ 二 「 「

SK2209

1140 C 2h6　不整楕円形 1・76×1・43 i　　 巨 0 外傾、平坦－　4
人為i　　　　　　 本跡→SK l141

SK2210

1141 C 2h7　不整楕円形 1・30×1・10 i …－ i 45 外傾 平坦 4
人為！　　　　　　 sK l140－→本跡

SK2211

1142 C 2C9　不　　 明 不 明 「 一一 i不明
不明不明 1

」
SK 2212

1143
C 2。7 南　 形 不 明 i　　 巨 0

外傾 平坦 1
「 」 ＿ 二 二 ‾ 「 本跡→SK lO79

SK 2213

1144 F 3C9　円　　 形 1・34 i l・36
40 内傾 平坦 自然 本跡→SI144 SK 2214

1145
C 3el i不　 明 不 明 i　　 j不明 不明 不明 自然 磨製石斧，磨石，凹石　　 SK l123→本跡 SK2215

1146 C 3el 楕　 円　形 ［1．55］×0．93 ！ 2．10×1．90
95 内傾 平坦 自然 深鉢，楔形石器 本跡→SK l145・1166，SI149 SK 2216

1147 C 3el 円　　 形 ［1．58］ － 不明 不明不明 3 l自然 探鉢 SK l123→本跡 SK 2217

1148 C 2d7 円　　 形 0．85 － 71 直立平坦 人為 土器片円盤　　　　　　　　 sK l182→本跡 SK 2218

1149 C 3cl 楕　 円　形 ［1．73×1．28］ － 43 外傾 平坦 － 自然！
本跡→SK l127 SK 2219

1150 C 2dO 不　　 明 不　 明
－ 51 不明 平坦 1 SK2220

1151
C 2dO i不　 明

不　 明 － 54 不明 不明 人為i
SK l152 ・1192→本跡 SK2221

1152
C 2eO i不　 明

不　 明 l i 42 内傾 平坦 － 人為 i本跡→SK l151
SK 2222

1153 C 3el 楕　 円　形 ［1．86］×1．64 － 58 直立平坦 1 人為 探鉢 SK l154・1155→本跡 SK 2223

1154 C 2畑 不　 明 不　 明 － 不明 不明不明 自然 SI242→本跡→SK l153・1155 SK 2224

1155 C 2eO 円　　 形 ［1．21］ 2・17×2・08 巨 0 内傾 平坦 自然 深鉢，剥片 SI242，SKl154→本跡→SK l153 SK 2225

SK22261156 C 3e2 円　　 形 2・25×［1叫
50 外傾 平坦 3 自然 深鉢 SI242→本跡→SK l157・1176

1157 C 3e2 不　　 明 不　 明 i 14 緩斜 平坦 不明 本跡p・→SK l157・1176 SK2227

SK 22281158 C 中 楕 円 形 1．32×［1．10］ － 20 緩斜平坦 不明

1159 C 2eO 不整楕円形 2．10×1．65 1．92×1．70 64 内傾 平坦 人為 SK 2229

SK 2230

SK 2231

1160 C 2h6 円　　 形 2．17×2．05 2・52　 巨 8 内偵 平坦 1 人為 深鉢，婆，打製石斧 本跡→SD 23

1161 C 2h6 楕　 円　形 1．45×1．30 3．08×2．78 ＝0 内傾 平坦 l自然 深鉢 本跡→SK l162

1162
C 2h6 i不　 明 不 明 i

35 不明 平坦 自然 SK l161－→本跡→SK l163 SK2232

1163
C 2i中　 形 3・16×2・98 i …－ i 52 外傾平坦 5 人為 深鉢 SK l162→本跡→P401 SK2233

1165
C 3C中　 形 0・93×0・85 ！　　　 65 外傾平坦 不明 SK 2236

1166 C中 楕 円 形 1・02×［0・72］！ 偏 5］ 棋 2
内傾 平坦 自然 深鉢　　　　　　　　　　 sK l146→本跡→SI149 SK 2237

l可 C 2中 毒 円 形 2・48×2・24 巨 62×2朋 巨 3
内傾 －平坦 2

人為 汲軋 瀞 南 海 ，石皿 一本跡→SK 1255，SI146
SK 2238

1・168 ！C 2可 不整楕叫 1・98×1・62 i l・74×1・65 巨 6
内傾 平坦 1

人為！探鉢，石皿　　　　 本跡→SK l169
SK 2239

1169 ！C 2h中　 形 ！ ［2・36］ ！ 一一 i 56 外傾 平坦 6
矧 深鉢，磨石　　　　 SK l168→本跡→P393・726

SK2240

1170 C 2h8　楕　 円　形 2．07×1．95　　　　　 i 43 ［直立J平坦 4 自然　　　　　　　　　　　　 sI162，SK l171→本跡 SK2241

1171 C 2h8　楕　 円　形 ［2．35×1．75］　　　　　　　　 50 直立上平坦 4 自然 探鉢，剥片　　　　　　　 本跡→1170 SK 2242

1172 C 2h9　楕　 円　形 2・03×1・91 i　　　 24 夕
t傾 、平坦 4 自然　　　　　　　　　　　　 sI157→本跡 SK 2243

1173 C 2g中　 形 ！ 2・08×1・90 i　　　 5中 直立 J平坦 2 ！日中 石　　　　　 本跡…瑠 3 1号土坑墓
SK 2244

1174 iC 2 g中 寿 円 形 i 2・73×［1・95］i　 i 4中 直中 平坦 4
叫　　　　　　 本跡→SK l173・1175

SK 2245

1175　C 2が 楕 円 可 2・54×［2・15］i　　　 2中 も傾 、平坦 6 自然 探鉄　 石鉄，剥片　　　　 SK l174→本跡→SK l195 SK2247
117中 3e2 恒 円 形 ！［1・4 1］×0・75 恒 ・25］×0・59 巨 可 吋

平坦 叫　　　　　　　 sK l156・1－157→本跡
SK2248

117中 2中 寿 円 形 ！ 0・95×0・55 i　　 巨 0中 直可 平′坦！」 叫
SK 2249

11可 C 2g中 整楕円可 2・66×2・00 巨 83×2・0中 81 ！叫 平′坦 1 ！自然恒 製石斧　　　　 本跡→SK l181 i
SK 2250

1179 ic 2可 不整楕円形i 2・51×2・23 「 摘 ×1・8中 5中 可平′坦 2 iノ 】
し為 深鉢，磨製石斧，石鉄　　 本跡→SI152，SKl183・1215即08 SK 2251

i18中 2g中 整楕叫 1・78×1・55 i 一一 i 45 iタ順 軽′坦 3　 日］然 深鉢，磨製石斧　　　　　 SI157，SK l178→本跡　　 SK2252
1182 ！C 2d中　 形 ！ ［1・70］ i　 i不明 ！不、叫不、叫 」 」　　　　　　　　　　　　 S

K2253
1183 ic 2fり 円　 形 i 1・14 i 一一＋ 巨 2 i夕叫 平′坦！」 ノし為！探鉢，磨製石斧，凹石，敲可 sI152，SK l179→本跡 ！S

K 2254
1184 iD 2a7 i楕 円 形 ！ 4・50×1・84 「 一一 ！81 恒′中 可 － iノ軋 ＿ ＿ 二 「 ‾ 「 本跡→SK l185　　 S

K 2255
1185 ic・中 楕 円 形 ！［1・25］×0・舛 十 一一＋ ！34 i夕叫 皿可 ー ！白料 深鉢　　　　　　　 sK l184→本跡　　　 S

K 2256

1186　D
2中 奮 円 形 i ［2・28×2・03］　　　　 50 ！緩叫 乎遜！1 ！自然　　　　　　　　　　　　　 sK l187→本跡　　　　 SK 2257

－　511－



番号 位置
開口部

平面形

規　　　　　 模
［壁面

底面 ピット覆土 主 な出土遺物
重　 複　 関　 係

（旧→新）

発　 掘

番　 号
開口酢長径×短径m）底部脹径×短径m）深さ（cm）

1187 D l j8 楕　 円　 形 ［2．85］×1．83 － 35 外傾 平坦 自然 SK2 258

1 188 D 2 a8 楕　 円　 形 1．02×0．89 1．04 ×0．82 104 内傾 平坦 － 自然 深鉢 SK2 259

1 189 D 2 a6 楕　 円　 形 2．28×1．72 －
l

13 緩斜 平坦 3 自然 SK 1184→本跡 SK 2 260

内傾

妻

平坦 3 人為 採鉢言茂鉢，打 製石斧 ，敲石 本跡→SK l19 1 S K 2 2611 190 C 2 f9 楕　 円　 形 3．02×2．38 3．21×2．55 5 8

直立 深鉢 SK l190→本跡 SK 22 621 19 1 C 2 f9 円　　 形 1．18×1．10 － 85 平坦 2 自然

119 2 C 2d9 楕　 円　 形 不　 明 2．32 105 内傾 平坦 － 人為 探鉢，磨石 本跡→SK lO9 6・115 1 S K 22 63

1 19 3 C 2 dO 楕　 円　 形 1．00 ×触 30） － 38 緩斜 平坦 SK22 64

1 19 5 C 2h8 楕　 円　 形 1．05 ×0．60 1．00 ×0．65 113 内傾 平坦 － 自然 石鉄 SK l175→本跡 SK．22 66

1 19 6 C 2 j8 楕　 円　 形 1．88×1．52 2．3二3×2．04 67 内傾 平坦 1 人為 深鉢，浅鉢，石鉄 SK22 67

119 7 C 2 d7 楕　 円　 形 1．82 ×1．63 2．00 ×1．88 55 内傾 平坦 － 自然 探鉢， クッキー状 炭化物 本跡－→SK l19 8 S K 22 68

1 19 8 C 2 d8 楕　 円　 形 2．95 ×2．30 － 21 外傾 平坦 2 自然 深鉢 SK l197→本跡 SK 22 69

1 19 9 C 2 f8 楕　 円　 形 1．85 ×1．65 －
不 明

［
不明 不明 － － 磨石，石鈷 SK22 70

120 0 C 2 j8 円　　 形 2．50 ×2．40 － 48 i外傾 平坦 4 自然 深鉢，鉢，ミニチュア土器，打製石斧 SK22 71

30 外傾 平坦 1 人為 SK 22 72120 1 C 2 j8 楕　 円　 形 1．13 ×1．02

120 2 C 2 b7 不　　 明 不　 明 － 33 不明 不明 － －
SK227 3

120 4 C 2 g7 楕　 円　 形 1．74 ×1．57 － 22
鹿斜 平坦 3 自然 SI152一→本跡 SK227 6

120 5 C 2 i9 円　　 形 1．98
［ 50 緩斜 皿状 5 自然 深鉢 SI159－→本跡 SK＿22 77

120 6 C 2 i9 楕　 円　 形 1．78 ×1．42 2．78 ×2．32 65 内傾 平坦 － 人為 深鉢 本跡小SI159 S K 227 8

120 7 C 2 i8 不　 定　 形 2．15 ×（2．01） － 40 緩斜 平坦 9 自然 深鉢 SK227 9

120 8 C 3 dl 不　　 明 不　 明 － 85 緩斜 平坦 － SK22 80

114 内傾 平坦 － 人為！深鉢，鉢 ，浅鉢

「

本跡→SI150 S K 22 81120 9 C 2 i8 不整楕円形 2。28 ×2．08 3．23

12 10 C 2 e8 楕　 円　 形 不　 明 －
［

12 外傾 平坦 － 自然 本跡→SK lO 8 8 S K 22 82

12 11 C 2 dO 円　　 形 0．91×0．88 36 外傾

直立

平坦 叫

回 －

本跡→S貰164 座 聖 ＿

SK 22 8412 12 D 2 a7 楕　 円　 形 1．32 ×1．13 52 平坦 －

12 13 C 2 i7 楕　 円　 形 2．12 ×鉦 72］ － 42 外傾 平坦 2 人為

！

［

深鉢，石皿

SK 1 17 9→本跡→SK 12 16

S K 22 85

ま214 C 2 h8 円　　 形 0．63 － 43 緩斜 不明 － SK22 86

12 15 C 2 f9 不整楕円形 ［2．25 ×2．02］ － 27 外傾 平坦 4 不明 SK 22 87

12 16 C 2 fp 不整楕円形 1．61×1．28 － 53 直立 平坦 2 自然 SK 12 15→本跡 SK 22 88

12 17 C 2 h7 楕　 円　 形 1．72 ×1．50 － 10 緩斜 平坦 － － 探鉢 SK22 89

12 18 D 2 a9 円　　 形 2．38 ×2．22 2．53×2．28 57 内傾 平坦 1 人為
自然

深 鉢，磨製石斧　 ；

i

i

深鉢 ，磨製石斧

SI160→本跡→SK 12 35

S Ii60，SK 123 8→本 跡

SK 229 0

12 19 C 2 g9 不　　 明 不　 明 － 44 外傾 平坦 － － SK229 1

12 20 C 2 h7 楕　 円　形 1．27 ×0．75 ii
：

20 外傾 平坦 1 自然 SK 229 2

12 2 1 C 2j9 円　　 形 2．08
十　　 「　　 「

［

［

l
i

10 2 直立 平坦 1
人為
自然

SK229 3

12 22 C 2j9 円　　 形 ［1・93］ l 4 2 外傾 平坦 2 自然 深鉢 SK 12 33－－－－ケ本跡一一ヰSK．123 5 S K 2294

12 2 3 C 2j9 楕　 円　 形 l
2．11×1．85　 i

l
4 5 外傾 平坦 3 － 深 鉢 SI160→ 本跡 SK 229 5

12 24 C 2 i9 楕　 円　 形 1．98 ×1．82
2・69×2・2日

65 内傾 平坦 4 自然 探鉢 ，鉢 ，磨石 本跡→SI159，SK 122 5 S K 229 6

12 25 C 2 iO 楕　 円　 形 2．60 ×2．10 － 57 外傾 平坦 3 自然 i

i

】

】

深鉢

SK 12 24→本跡→SK 123 3 S K 229 7

12 26 C 2 i9 楕　 円　 形 0．90 ×0．78 － 25 外傾 平坦
i
自然 本跡一一ケSK＿12 25 S K 229 8

12 27 C 2 hO 不　　 明 不　 明 ［2．70×2，12］ 57 内傾 平坦 i自然 本跡→SK 12 29→SK 122 8 S K 22 99

12 2 8 C 2 hO 円　　 形 1．95 ×1．82
i
1 10 直立 平坦 － 自然 SK 12 27・1228 ・123 0→本跡 SK 230 0

12 29 C 2 i9 不整 円形 2．08 ×［1．92］ 1．98×［1．58］ 44 内傾 平坦 2 －
SK 12 27→本跡→SK 122 8 S K 230 1

12 30 C 2 hO 円　　 形 3．15 － 58 外傾 皿状 6 人為 探鉢 ，浅鉢 本跡→SK 12 2 8・12 32

S K L 12 2 7→本跡

SK 230 2

12 3 1 C 3 il 円　　 形 1．55 － 55 外傾 平坦 1 － 探鉢 ，浅鉢 SK230 3

12 32 C 2 hO 円　　 形 2．36 － 85 外傾 平坦 自然 深鉢

土 製耳飾

SK230 4

12 33 C 2 jO 楕　 円　 形 ［2．81×2．05］ － 35 緩斜 平坦 4
自然！ SK 12 25→本跡－→SK 122 2 S K 230 5

12 34 C 2 j9 円　　 形 0．77 － 62 直立 平坦 自然 SI160，SK 1222→本跡→SK122 1 S K 230 6
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番号 位置
開口部

平面形

i　 規　　 模 ）！壁

面 底 ピソト覆土 主な出土遺物
重　 複　 関　 係

（旧→新）
発　 掘
番　 号桓 部脹径×短径m）庫 瞳 径×短径m）桓 m

12 D 2a9
！楕 円 形 巨 2・23×1・73］

－
巨 2 恒 頃恒坦 自然≒！ SK 1218・1221→本跡 SK 2307

12 C 2j9
恒　 形 ！ ［1・15］

－
巨 0 恒 恒 坦 自然十 SK 1238→本跡 SK 2308

1237 C 2hO ！不　 明 ！ 不 明
－

！不明 桓イ頃！不日滑 自然
ヽ

本跡→SK 1232 SK 2309

1238
恒 9 ！不　 明

不　 明 －
i不明 不明l不日七日

SK 2310

1239
恒 9 桓　 形

0．55 －
巨 0 外傾桓 坦ト 深鉢 SK2311

1240
恒 8 恒　 形 （0．75）

－
巨 5 不明恒 ト

深鉢 SK 2312

1241
恒 0

楕　 円　形 0．85×0．55 － 61 外傾、平坦目上 自然
ヽ SK 2313

1242 C 2fu 楕　 円　形 1．98×五70］′ 2．52×五50］ 55 内傾、平坦巨「 自然 SK 2314

1243 C 3d3 楕　 円　形 2．73×2．32 － 57 外傾、平坦巨 自然 浅鉢，敲石，凹石 SK 2315

1244 C 3e3 円　　 形 2．75 － 113 直立 平坦 5 自然 探鉢，浅鉢，敲石 SK2316

1245 D 2a8 円　　 形 0．79 － 90 直立 平坦 自然 本跡→第17号地下式墳 SK2317

1246 C 3gl 楕　 円　形 1．93×1．72 2．30×2．20 48 内傾 平坦 恒 深鉢，鉢，打製石斧，磨製石斧 本跡→SI154，SK 1263 SK2318

1247 C封l 楕　 円　形 ［2．40］×1．62 ［2．45］×1．95 45 内傾平坦 1
恒 石鉄 本跡→SK 1248 SK 2319

1248 C 2fO 楕　 円　形 ［0．93×0．65］
－ 23 外傾 平坦 自然 SK 1247→本跡 SK 2320

1249 C 3fl 円　　 形 2．12 － 57 外傾 平坦 自然 深鉢 SK 1250→本跡－→SI154 SK 2321

1250 C 3fl 円　　 形 ［2．45］
－ 28 外傾 平坦 1 人為 探鉢 本跡→SI154，SK 1249 SK2322

1251 C 3hl 不整楕円形 1．93×1．14 2．15×1．83 48 内傾 平坦 1 自然 探鉢 本跡→SI156 SK2323

1252 C 2gO 楕　 円　形 ［1．63×1．40］ － 48 外傾平坦 2 － SK2324

1253 C 2gO 楕　 円　形 ［1．50×1．20］ 2．13×［1．85］ 55 内傾平坦 1 人為 深鉢 SK 1254→本跡→P4 16 SK 2325

1254 C 2gO 楕　 円　形 2．04×1．56 － 23 外傾 平坦 5 苧然 本跡－ヰSK 1253 SK 2326

1255 C 2eO 楕　 円　形 圧95］×1．77
－ 不明 不明平坦 不明 SK 2328

1256 C 2g6 楕　 円　形 1．16×0．75 － 56 外傾 平坦 － SK2329

1257 C 3h2 楕　 円　形 ［1．98×1．65］ 2．38×2．20 84 内傾平坦 自然 石皿 本跡→1258 SK2330

1258 C 3h2 円　　 形 3．39×［3．30］ － 58 直立平坦 4 人為 探鉢，敲石，石鉄 SK 1257・1259－ヰ本跡 SK 2331

1259
C 3h2 i

C 3h2 i

C 3可

C 3hl i

C 3gl！

C 3gl i

C 2gO i

C 2gO i

C 2gO i

C 2gO i

C 3可

楕　 円　形 2．85×［1．70］ － 36
傾I

叫

傾！

傾！

叫

可

傾i

傾！

傾i

傾！

傾i

傾！

叫

傾！

傾！

傾！、

傾！、

頃i、

頃！、

頃i、

中

耳！

平坦

平坦

乎可

叫

叫

叫

叫

叫

叫

叫

平可

叫

平可

叫

叫

叫

叫

叫

叫

叫

叫

叫

i l

ト

3

1

」

」

1

1 ！

1

1 ！

1

2 i

」

」

」

」

」

」

】
日

当

自然 本跡→SI164，SK 1258・1260 SK 2332
1260 i

12可

1262 ！

楕 円 形 i

楕 円 形 i

楕 円 形 i

1・15×0・95 i

0・71×（0・62）！

2・04×（1・35）i

i

i

［1・98］×1・77 i

45 ！

80 i

46 ！

回

目

回

l

i

深鉢　　　　 ！

SK 1258・1259・1262→本跡

SI156一→本跡→SK 1260

i

i

i

SK 2333

SK 2334

SK 2335

1263
楕 円 形 ！

円　 形 ！

楕 円 形 i

［2．60×1．80］ － 36 自然 SK2336

1264 ［1．41］ － 52 自然 SK 1265→本跡 SK2337

1265 ［2．02×1．55］
－ 55 自然 SK1266・1298→本跡→SK 1264 SK 2338

1266 不　　 明 不　 明 － 41 自然 SK 1267→本跡→SK 1265 SK 2339

1267 不　　 明 不　 明 － 38 自然 本跡→SK 1254・1266 SK 2340

1268 円　　 形 1・12×1・04 ！
－ 31

43

57

35

40

63

82

28

65

20

36

2中

27 ！

自然 SK 1254一→本跡 SK 2341

1269
円　 形 ！ 1・46 ！

人為 SK 1252→本跡 SK2342

1270 C 2jO 不整楕円形！［2・76］×2・26 恒 ・54］×2・17
人為 深鉢　　　　 i本跡→SK 1271，P413・415 SK2343

1271
C 2jO i

D 2aO i

D 2a9 i

C 3可

C 3C3 i

C 3可

C 3可

C 3fl i

D 2aO i

C 2中

円　 形 i 1・75 ！
人為 ！SI160，SK 1270→本跡 SK2344

1272 円　 形 i 2・12 i 人為i探鉢，敲石，凹石　 ！本跡一→SI160 SK 2345
12可 不整楕叫 ［2・24］×1・85 ！ 2・54 人為！探鉢，浅鉢　　　 ！本跡→SI160 SK 2346
1274 ！ 楕 円 形 巨 17×1・02 i 一一 ！ 自然i ！

SK 1275－→本跡 SK 2347
1275 i

12可

12可

楕 円 形 巨 1・77×1・1中　　 ！

円　 形 i l・24 i 一一 ！

不　 明 i 不 明　 j　　 i

自然！

叫

不可

i

！

i

本跡→SK 1274　 l

i

本跡→SK 1278　 i

S

S

S

K 2348

K2349

K2351

1278 楕 円 形 ［2・60］×2・36　　　 i 自然 SK 1277→本跡 SK 2352
1 2可 不　 明 i 不 明 ！　 ！ 叫 i

P422→本跡→S貰160，P420 SK 2353
1280 i 奮 円 形 i o・77×0・6日　　 i 日中 土器片円盤　　　 is

I162→本跡 SK 2354
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番号 位置
開口部

平面形

規　　　　　 模
・壁面 底面 ピット覆土 主 な出土遺物

重　 複　 関　 係

（旧→新）

発　 掘

番　 号
開口部脹径×短径m）底部腺径×短径m）深さ（cm）

12 8 1 C 2 g6 楕　 円　 形 ［1．33］×1．17 － 12 緩斜 平坦 人為 本跡→SK 128 2 SK 2355

12 82 C 2 g6 楕　 円　 形 1．05 ×0．80 － 15 緩斜 平坦 1 人為 SK 128 1→本跡 SK 2 356

12 83 C 3 h2 楕　 円　 形 1．45 ×0．75 2．48 9 7 内傾 平坦 人為 深鉢，磨製石斧 SK2 357

12 84 C 3 g3 円　　 形 1．75 1．98 6 1 内傾 平坦 1 自然 磨製石斧 本跡→SI170，SK 12 85 S K 2 358

12 85 C 3 g3 円　　 形 圧 38］ ［1．78］ 48 内傾 平坦 自然 SK 1284・1286→本跡→SI170 S K 2 359

12 86 C 3g3 楕　 円　 形 2．46 ×2．20 2．55 ×2．40 87 内傾 平坦 4 人為 深鉢，打製石斧，石鉄 SK 1289→本跡→SK1285・1287 S K 2 360

12 87 C 3 g4 楕　 円　 形 2．93 ×［2．88］ － 55 外傾 平坦 自然 SK 12 86→本跡→SK 128 8 S K 2 361

12 88 C 3 g4 円　　 形 0．66 － 52 外傾 平坦 自然 SK 12 87→本跡 SK 2 362

12 89 C 3 g3 楕　 円　 形 ［2．70］×2．08 － 36 外傾 平坦 1 人為 深鉢 ，敲石 本跡→SI155，SK 1286・1304・1305 S K 23 63

129 0 C 3 d2 楕　 円　 形 1．05 ×0．95 － 22 不明 平坦 自然 本跡→P群P9 S K 23 65

129 1 C 3 d2 不整楕円形 圧 55］×0．95 － 不 明 不明 不明 本跡→第2号土器埋設土坑 SK23 66

129 2 C 3 d2 楕　 円　形 1．1×0．75 － 15 外傾 平坦 自然 本跡→第2号土器埋設土坑 SK 23 67

129 3 C 3 d2 円　　 形 1．05 － 18 外傾 平坦 人為 SK 236 8

129 4 C 3 dl 円　　 形 ［1．08］ － 32 外傾 平坦 不明 本跡→P 群P8 SK 2369

129 5 C 3 C2 楕　 円　形 1．05 ×0．90 － 38 緩斜 皿状 － 人為 SK 2370

129 6 C 3 d2 不整楕円形 1．22×0．62 － 25 外傾 平坦 1 人為 SK 237 1

129 7 C 2 h9 楕　 円　 形 ［1．77×1．49］ － 不明 不明 不明 4 － SK 2372

129 8 C 2 gO 楕　 円　 形 1．12×0．85 － 77 外傾 平坦 自然 本跡→SK 12 65 SK 2373

1299 C 3i2 不整楕円形 ［0．41×0．20］ － 45 緩斜 丸底 － 自然 SK 130 0→ 本跡 SK 2374

1300 C 3 i2 不整楕円形 仕 78×1．25］ 2．58×2．38 87 内傾 平坦 － 人為 深鉢 ，磨製石斧 本跡→SK 12 99 SK 2375

130 1 C 3 j2 円　　 形 2．18 － 53 直立 平坦 2 人為 深鉢 ，磨製石斧，凹石 SK 130 2→ 本跡 SK 2376

1 302 C 3 j2 楕　 円　 形 ［1．65］×1．23 ［1．65］×1．22 6 5 内傾 平坦 自然 本跡→SK 2 30 1 SK 2377

13 03 C 3 i2 楕　 円　 形 ［1．30］×1．02 － 28 外傾 平坦 1 SK 2378

13 04 C 3 g2 楕　 円　 形 2．18×1．67 ［2．34］×2．13 6 5 内傾 平坦 1 人為 深鉢 本跡→SK ＿130 5 SK 2379

13 05 C 3 g2 楕　 円　 形 0．76×0．50 0．90 ×0．37 10 5 内傾 平坦 － 自然

深鉢，磨製石斧

深鉢

鉢

深鉢，磨 製石斧，打 製石 斧

SK 130 4・12 89→本跡 SK 2380

13 06 C 3 f2 不　　 明 不　 明 ほ 15 ×1．90］

1．45 ×1．25

7 0 内傾 平坦 － 自然 本跡→SI16 4，SK 134 8 SK 238 1

13 07 C 3 f2 楕　 円　 形 ［3．27 ×2．98］ 73 直立 平坦 4 自然 SI164，SK 13 0 8→本跡 SK 2382

13 08 C 3 e3 楕　 円　 形 2．71×2．27 2 5 直立 平坦 4 自然 本跡→SK 130 7

本跡→P群P8 2，SB 53

SK 2383

13 09 C 3 j2 円　　 形 ［1．25］×1．20 5 5 内傾 平坦 － － SK 2384

13 10 C 3 C3 円　　 形 1．25 － 48 緩斜 平坦 自然 SK 2385

13 1 1 C 2相 楕　 円　 形 1．38×1．10 2．27 ×［2．10］ 43 内傾 平坦 不明 本跡・→SI15 3，SK 12 55 SK 2387

13 12 C 3 e5 楕　 円　 形 仕97］×1．83 － 71 直立 平坦 2 自然 SI172，SK 1315→本跡→SK 1313 SK 2388

13 13 C 3e5 楕　 円　 形 2．45 ×2．12 2．34 ×2．06 6 1 内傾 平坦 人為 SK 13 12－→本跡 SK 2389

13 14 C 3e5 楕　 円　 形 0．74 ×0．64 － 55 外傾 平坦 自然 SI17 2，SK 13 12→本跡 SK 2390

13 15 C 3 f5 円　　 形 ［2．38］×2．32 － 94 直立 平坦 5 人為 本跡→SK 13 12

本跡→P4 17

本跡→SK 132 0

SK 239 1

13 16 C 3 f5 楕　 円　 形 鉦 95 ×1．22］ － 不明 不明 平坦 SK 2392

13 17 C 3 e5 楕　 円　 形 1．73 ×1．15 － 23 外傾 平坦 3 自然 SK 2393

13 18 C 2 gO 楕　 円　 形 ［1．58 ×1．10］ － 不 明 不明 不明 SK 2394

13 19 C 3魯 楕　 円　 形 3．32 ×2．12 － 48 外傾 平坦 1 自然 SK 2395

132 0 C 3拍 円　　 形 1．18 － 10 5 外傾 平坦 自然 SK 13 19 ・13 36→本跡

SI156→本跡

SK 2396

132 1 C 3 gl 不整楕円形 1．04 ×0．54 － 43 外傾 丸底 自然 SK 2二397

132 2 C 3 hl 不整楕円形 0．93 ×0．67 － 25 緩斜 平坦 自然 SK 2398

132 3 C 3 hl 円　　 形 0．73 － 55 外傾 丸底 自然 SK 2399

1324 C 3 e4 楕　 円　形 1．65×1．42 － 17 外傾 平坦 人為 本跡→P418

本跡→SK 1327 ・1333 ・1334

SK 2403

132 5 C 3 g2 不整楕円形 1．52×江 38］ 2．22×2．08 68 内傾 平坦 人為 SK 2404

132 6 C 3 g2 楕　 円　 形 ［1．54］×1．40 1．81×1．78 84 内傾 平坦 1 自然 深鉢 SK2 405
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番号

！

位置
開口部

平面形

規　　　　　 模 ！壁面

j底面ピット覆土 主な出土遺物

重 。浩→票）係 恒

開口部脹径×短径mノ旧柑橘径×短径m）探針cmt）

1327 C 3h3 楕　 円　形 3．43×［2．43］ － 69 外傾 平坦；
7 人為 探鉢，土器片円盤 SK 1326・1330→本跡　　 SK 2406

1328 C 3e4 楕　 円　形 ［0．75］×0．62 － 30 緩斜 皿状 不明 SK 2407

1329 C 3g2 楕　 円　形 ［2．45］×1．95 － 46 外傾 平坦 自然 本跡→SK 1327 SK2408

13二30 C 3h2 不整楕円形 1．42×1．05 1．95×1．85 45 内傾平坦 人為 本跡→SK 1327 SK2409

1331 D 3al 楕　 円　形 ［2．35×2．15］ ［2．72×2．63］ 109 内傾平坦 人為 本跡→SI163，SK 1339 SK 2410

1二332 C 3f2 楕　 円　形 1．55×圧 18］ 3．07×2．94 102 内傾 平坦 1 人為 探鉢，浅鉢，敲石 本跡→SI154，SK 1250 SK 2411

1333 C 3g2 不　　 明 不　 明 － 不明 不明不明 SK 2412

1334 C 3g2 不　　 明 不　 明 － 不明 不明 不明 SK 2413

1335 C 3C2 楕　 円　形 ［1．05×0．82］ － 26 外傾 平坦 自然 SK2414

1336 C 3鉛 円　　 形 ［2．02］ － 67 不明 平坦 自然 本跡→SK 1320 SK2415

1337 C 3f4 楕　 円　形 1．82×五63］
－ 不明 不明不明 3 － SK 2416

1338
C 中 楕　 円　形 1．68×［1．02］ － 55 外傾平坦 1 自然 本跡→SK 1352 SK 2417

1339 D 3al 円　　 形 ［2．62］ ［2．64］ 60 内傾 平坦 2 自然 凹石 SK 1331→本跡→SI163 庫 2418

1340
i
D 3al 楕　 円　形 ［2．41×2．23日 l

65 不明平坦 1 不明 】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l本跡→SI163，SK 1339 SK 2419

1341 D 3al 不　　 明 不　 明 － 55 外傾 平坦 自然 本跡→SI163 SK 2420

1342 C 3鉛 不　　 明 不　 明 － 26 外傾 平坦 人為 本跡→SI154 SK2421

1343 C 3hl 楕　 円　形 五82×1．65］
－ 25 不明平坦 人為 本跡→P436・447 SK2422

1344 C 3hl 楕　 円　形 1．73×［1．52］ － 14 外傾平坦 1 自然 本跡→SI156，P447 SK2423

1二345 C 3il 楕　 円　形 ［1．04］×0．85 1・75×1・65 I 94 内傾 平坦 人為 深鉢 SK 1358→本跡 SK 2424

1346 D 2a9 不　　 明 不　 明 － 不明 不明不明 1 － SK 2425

1347 C 3jl 不　　 明 不　 明 － 27 不明 平坦 自然 本跡→P422 SK 2426

1348 C 3f2 楕　 円　形 1．62×1．46 － 39 直立 平坦 人為 SK 1306→本跡 SK 2427

1349 C 3j4 円　　 形 1．54 1．6二3 不明 内偵 平坦 自然 SK 2428

1350 D 3bl 楕　 円　形 1．45×1．31 － 35 外傾平坦 1 － SK 1360→本跡 SK2429

1351 C 3jl 円　　 形 2．1×仕93］ － 60 直立平坦 1
！sK2430

1二352 C 3jl 楕　 円　形 ［1．94×1．68］ 82 直立 平坦 1 人為 深鉢 SK 1338・1353・1368→本跡 庫 2431

135二3 C 3ji 円　　 形 ［2．31］×2．12 55 外傾 平坦 4 自然 深鉢 SK13鍬 1403→本跡→SK 1352 isK 2432

1354 C 3jl 楕　 円　形 ［2・78］×1・53 巨 64×2・16
82 内傾 平坦 人為 深鉢，磨石 SK酔 本跡→SK1353期 ・1355邦 lsK 2433

1355
C 3可 円　　 形 ［2・10］×1・中

35 外傾 平坦 1 自然 isK 2434

1356
C 3可 円　　 形 1・07 i l・18

50 内傾 平坦 自然 isK 2435

1357
C 2可 円　　 形 0・82 ！

18 緩斜 平坦 自然 P 433→本跡　 isK 2437

1358
C 中 楕　 円　形 仕 12×0・6中

14 不明平坦 不明 本跡→SK 1345　 isK 2441

1359
C 3可 円　　 形 ［1・20］×1・10 ！

35 外傾 平坦 自然 ！

！

！

！

探鉢，磨製石斧　 ！

P434→本跡　　 ！sK2442

1360
D 3中 円　 形 I 1・06 ！ LO9

84 内傾 叫 叫

」

」

人為！

本跡→SK 1350　　 庫 2456

1361
D 3可 円　 形 i 鉦48］ ！

25 外傾 叫
2 本跡→SI163　 isK2458

1362 iD 3中 楕 円 形 i ［1・95×1・4中
不明 不明不明！

1
isK 2459

1363 ！C 3g2 ！楕 円 形 ！ 1・02×0・81 巨 19×1・82
97 内傾 叫 isK 2460

1364 iD 3a中 狛 1 形 ！［1・85］×1・45 i
29 外傾 1

叫
1

人為！ 本跡→SK 1367　 isK 2461

1365 ！D 3中 毎 円 形 ！［2・25×1・5中
26 不明 ヽ

叫
2

不可 isK 2462

1366 ！D 3a3 i不　 明 ！ 不 明 ！ 不明 不明不可
1

不可 ！sK 2463

1367 ！D 3a中 青 円 形 i 2・03×1・72 ！
64 外傾 ヽ

叫
1

人為i探鉢 SK 1364・1366→本跡→SI158 ！sK 2464

1368 iC 3中 膏 円 可 1・4×1・02 巨 25×1・93
102 内偵 l

叫 叫 本跡→SK 1352　 ！sK2465

1369 iD 3cl i円　 形 i 1・08 i l・97 46 ！内傾 l
叫 人為i isK2467

1370 iD 3中 膏 円 形 ！［2・22］×1・42 i 25 i夕t傾 1
叫

1
自然！ 本跡→SK 1371 isK2468

！
1371 i

l

D 3 al i円　 可 1・48 i　 i 57 i夕も傾 l
叫

2
叫 打製石斧，凹石 SK 1370→本跡　 isK2469

I372 ！D中 不　 明 i 不 明 i　 i 45 ！不明 ヽ
叫 叫 本跡→SK 137 1・1373　 庫 2470
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位置
開口部

平面形

規　　　　　 模
壁面底面ピット覆土 主な出土遺物

重　 複　 関　 係

（旧→新）開口部（長径×短径m）底部脹径×短径m）深さ（cm）

C 3jl 円　　 形 ［0．95］ ［1．05］ 62 内傾 平坦 － 自然 SK 1372→本跡

B 3g4 不整楕円形 0．96×0．85 － 15 外傾 平坦 自然 本跡→P448

C 3il 楕　 円　形 ［1．32×0．55］ － 31 外傾 平坦 － －

C 3f2 楕　 円　形 0．82×0．68 － 12 外傾 平坦 － 自然

C 3j2 円　　 形 ［0．97］ － 42 外傾 平坦 1
叫

D 3 a2 円　　 形 1．12×0．98 － 19 外傾 平坦 人為l

D 2 bO 楕　 円　 形 1．08 ×0．94 0．93 ×0．83 9 8 内傾 平坦
云‾‾彿

深鉢 本跡→SK 136 2

D 2 bO 円　　 形 0．79 － 66 直立 平坦 自然

C 3e4 楕　 円　 形 1．16 ×0．73 － 18 感謝 平坦 自然 本跡→P群P 122

D 3 C2 楕　 円　 形 ［2．57 ×2．39］ ［3．02×2．67］ 40 内傾 平坦 自然

D 3C3 楕　 円　 形 ［2．28 ×1．70］ － 34 外傾 平坦 1 自然 本跡→SK 138 5

D 3 C3 楕　 円　 形 2．10 ×1．87 2．35×2．02 82 内傾 平坦 人為 深鉢，浅鉢，敲石，打斧 本跡→SK．138 5

D 3 C3 楕　 円　形 ［2．17 ×1．91］ － 32 外傾 平坦 7 自然 SK 1384－→本跡

D 3C2 楕　 円　形 ［0．96 ×0．87］ － 30 外傾 平坦 自然 深鉢，石鉄 SK 1389 ・13 95－→本跡

D 3b3 不整楕円形 2．13 ×［1．88］ 2．45×2．25 7 6 内傾 平坦 2 人為 深鉢 本跡ム〝、ハ寸SK 138 9・14 13

D 3 C2 楕　 円　 形 ［2．05 ×1．82］ － 不明 不明 不明 1

D 3 C2 楕　 円　 形 ［2．88×1．47］ － 26 外傾 平坦 1 自然 本跡→SK 1 386 ・139 0

D 3 b2 楕　 円　 形 1．95×1．68 － 52 外傾 平坦 1 人為 SK 13 89 ・139 1－→本 跡

D 3b2 楕　 円　 形 ［2．15×1．95］ ［2．20 ×1．95］ 42 内傾 平坦 人為 本跡→SK 1390 ・13 92・14 10

D 3 b2 楕　 円　 形 ［2．15×1．76］ － 46 外傾 平坦 1 人為 深鉢 ，鉢 ，磨製石斧 SI165，SK 1391・1423→本跡→SK1410

D 3b l 楕　 円　 形 1．78×［1．53］ － 26 外傾 平坦 2 自然 本跡一ヰSK 14 23

D 3b l 円　　 形 0．87 － 63 外傾 平坦

D 3C2 楕　 円　 形 ［2．90 ×1．62］ － 27 外傾 平坦 1 自然 本跡→SK 13 85 ・128 6

C 3j2 楕　 円　 形 ［1．36 ×0．84］ 2．07 ×1．54 110 内傾 平坦 自然

D 2bO 不　　 明 不　 明 － 18 媛斜 平坦 － 探鉢 本跡→SI16 3

D 3 bl 円　　 形 ［1．96］ － 不 明 不明 平坦 － －

B 3i6 楕　 円　 形 0．95 ×0．82 － 40 外傾 平坦 － 自然

！C 3il 円　　 形 0．59 － 55 外傾 丸底 －
自然

C 3cl 不　　 明 不　 明 － 40 外傾 平坦 1 自然

D 3 a2 楕　 円　 形 ［1．18 ×1．04］ － 28 外傾 平坦 1 自然 SK 14 25→本跡

C 3 jl 円　　 形 0．72 0．98 4 5 内傾 平坦 － 人為

C 3il 楕　 円　 形 0．72×0．58 － 不明 不明 不明 －

C 3j2 楕　 円　 形 ［2．05×1．65］ － 55 不明 平坦 1 自然 磨 製石斧 本跡→SK 14 11

D 3 C2 楕　 円　 形 1．12×0．98 － 78 外傾 平坦 1 自然 本跡一→SK 14 12

C 3 j3 楕　 円　 形 1．12×0．86 － 56 直立 凸凹 自然 深鉢

C 3j3 円　　 形 ［2．42］ ［2．38］ 50 内傾 平坦 人為

D 3b2 楕　 円　 形 0．85 ×0．63 － 105 直立 平坦 自然 SK 13 92 ・142 3→本 跡

C 3j2 円　　 形 ［1．08］ － 52 外傾 平坦 人為

D 3C2 楕　 円　 形 ［1．98 ×1．58］ － 24 外傾 平坦 3 自然

不明

深鉢

SK 140 6→ 本跡

D 3 b3 楕　 円　 形 1．72 ×1．45 － 20 外傾 平坦 SI16 7，SK 1387→本跡

D 3 a4 円　　 形 ［1．55］ ［2．12 ×1．83］ 38 内傾 平坦 人為 本跡→SK 14 15

D 3 a4 円　　 形 ［2．25］×2．13 ［2．30×2．26］ 72 内傾 平坦 1

2

自然 SI169，SK 14 14 ・14 16→本跡

D 3 b4 不整楕円形 1．95 ×1．53 2．32×2．28 75 内傾 平坦 人為 深鉢

探鉢

本跡→SK 14 15，SI167 ・16 9

D 3 b4 楕　 円　 形 2．55×2．25 － 85 外傾 平坦 自然 SI167，SK 14 1 8→本跡

D 3b4 楕　 円　 形 1．42×1．15 1．58×1．42 20 内傾 平坦 人為 本跡→SK 14 17

B 3 i6 不整楕円形 0．55×0．45 － 24 直立 平坦 自然
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番号
⊥　 開。部 i　 規　　 模 庫

ピット覆土 主な出土遺物　　 垂 （票→票）係 発　掘
番　号一　平面形 庫 部脹躯短径m極 膵 臓 径m）深さ（cm

1421 C3C8 楕 円 形j 2・70×2・35 ！
60 外傾恒目 3 人為探鉢 SK2620

1422 C 3C7 ！楕 円 形巨 15×1・0日
90 外傾恒臼 自然 SK2621

1423 D3b2i楕 円 形i l・92×［1・45］i
46 外傾恒 自然双日土器 SK2624

1424 D 3C2恒　 形！ ［0融 i
42 直立恒

SK2625

1425 D 3a2 桓　 形！ 0・66 i
50 外傾桓 自然 SI166，SK1402→本跡 SK2626

1426 D 3a3 ！楕 円 形恒・45］×2・02 i
40 外傾恒 3 人為深鉢 SI169→本跡→SI170 SK2656

1427 D 3a3 楕 円 形i o・98×0・6中
115 直立桓 自然 SK142丘→本跡 SK2657

1428 D 3b3 円　 形i l・18 i
20 外傾桓坦 不明 SK2658

1429 C 3b4i楕 円形 i o・54×0・32 i　　 15 l
外傾恒 不明 本跡→第190号土坑墓 SK2669

1430 iC3i3 楕 円 形恒 8］×0・7日　 白・48］
83 内傾恒 人為 i

本跡→SElO SK2681

1431 C3i3 円　 形恒・80］×1・75 i 2・02×1・95
45 回 平坦 4 自然探鉢 本跡→SK 1432 SK2684

1432 C 3j3 円　 形i ［2・45］ ！
44 直立恒 3 自然探鉢，敲石，土器片円盤 SK 143巨1433→本跡 SK2686

1433 C 3j2 楕 円 形恒・62］×0・9中
25 外傾恒 自然深鉢　　　　　　　　　 本跡→SK1432，P466 SK2687

1434 D 3C2！楕 円形恒 ・77×0・61 ！　 0．65 不明 叫 丸底
i

人為 】本跡－→SK 1386 SK2694

1435 C 3h4 匝 ‾　 形 i ［2・05］
2．17×2．04 37 内傾恒

－ 人為探鉢 本跡→SI170，SK1436・1437，P701 SK2695
1436 C3i4 ！楕 円 形巨 鮎×［1・52］ 2・38×1・85 r 巨 8 内傾恒

－ 人為 SK 1435→本跡→SH 70 SK2696

1437 C 3i3 楕 円 形日 2・05×1・27］ i 20 恒 恒
－ 自然 SI170－す本跡 SK2697

1438 C3h4 円　　 形　　 ［2．08］ ［2．35］×2．20 45 内傾平坦 － 自然探鉢，剥片 本跡→SI170 SK2701

14：39 C 3i4 楕 円 形 圧18］×0・98 巨 20×1・70 75 内傾平坦 1 人為深鉢 本跡→SI170，P470 SK2702

1440 C 3g4 ！不整嘉南京 ［2・35］×1・95 ［2．42］×1．78 61 内傾平坦－ 人為深鉢，磨石 SK 1441▼→本跡 SK2709

1441 C 3g4 楕 円 形i l・92×［1・35］i
－ 38 外傾国 3 不明深鉢，石鉱 本跡→SI170，SK1440 SK2710

1442 C3g5 楕 円 形恒 2］×1・55 1．97×1．78 74 内傾恒 3 人為
自然深鉢 SK2711

1443 i

1444 i

C3g5i

C 3g4 ！

「 －∴ 「

恒 ・73×1・4中

72 ！

57 ！
i

直立i鞭 ！

内傾げ坦

4 i人為

人為 SK1445－す本跡－→SI170

SK2712

SK2713

1445 C 3g4 不整楕円形恒・45］×2・0日 2・82×2・郁 巨 7 内傾恒
－ 人為楓 ミニチュア土器，敲石潤石 本跡→SI170，SK 1444 iSK2714

1446 ！C 3g5 楕 円 形巨 07×［0叫　　 i 58 直立恒
－

叫
SK2715

1447 ！C3g5 堅 円 形i l・13×0・77　　　 i不明 不明恒 」 」
SK2716

1448 iC 3g5 楕 円 形！0・64×0・43　　　 i不明 不可不明」 」
SK2717

1449 iC 3i3 楕 円 形恒・18］×1・95 i 2・38×2・20 102 内傾匝 弓 叫 探鉢，鉢　　　　　　　　 sK 1450→本跡 SK2723
145可 C3i4 楕 円 形恒蘭 ×1・72 i　　　 45 外傾恒 l i叫 本跡－すSK1449・1539 SK2728

SK2729
1451 ！

1452 ！

C 3e8 i

c3d8 i

楕 円 形巨 35×2・12 i　　 巨 l

i

外傾恒 ヰI自然i 本跡→SK 1452

楕 円 形　 3・25×2・65 i　　　　 45 i

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

直立恒 5 i人為磨石 SK 1453→本跡 SK2730
1453 iC 3d8 円　 形i 2・0〔 ⊥ ∵ 一　 半 可 外傾国 2 1自然 本跡→SK 1452　　　　　 SK2731
1454 ！C 3h6 楕 円 形巨 22×1・98　 2・37×1中 4中 欄 恒 自然磨製石斧，凹石　　　　　　　　　　　　　　　　 SK2734
1455 ！C 3h6 楕 円 形恒・98］×1・27 巨 33×1中 84 ！内傾恒 1 ！ノ中 采鉢，器台　　　　　　　 本跡→SK1455　　　　 SK2735
145可 C3h4 楕 円 形！ 0・91×0・7日　　　 巨 4 ！直立回 」 十然i 本跡→S王170，SK 1435　　 SK2736
1457 ic3g5 ！楕 円 形　 0・98×0・82 」 「 ＋ 巨可 直立恒 一　日然 lP479→本跡　　　　　　 SK2737
145中 3f5 i楕 円 形 ［2・52×2・3中　　　 巨 5 i夕叫 平坦 3　ノ＼為　‾石鉄　　　　　　　　　　 sK 1459→本跡　　　　 SK2738
145中 3g6！楕 円 形恒・15］×1・85 巨 12×2・05 i lO6 i内傾国 当 日中 細 石皿　　 i本跡→SK1458・1460・1474 is

K2739
1460 ic 3g6 i楕 円 形巨 2・62×1・92］巨 2・08×1・82］巨 中 内傾国 2 ！ノ中 綿　　　　 isK1459・1465→本跡→SK1474 is

K2740
14可 C3可 楕 円 形恒・72］×1・5弓 … ∵ － i 18 ！夕叫 平可 1 ！不、叫 本跡→SK1462，P472　　 SK2747
1462 ic3e9 i円　 形i ［2・45］ 「 ∵ － ！5中 t傾平坦 8　人可 SK1461・1464→本跡→SK1466　SK2748
1463 ic 3eり楕 円 形桓 35］×1・95 」 「 ＋ 巨 西 立平坦 一　人為！ SK 1464→本跡　　　　　 SK2749
1464 ic 3可 楕 円 形巨 42×2・18 巨 25×1・98 巨 0 桓傾国 中 為！ i本跡→SK 1462・1463 ト

K2750
1465 ic 3g6 i楕 円 形恒 40×1・02］巨 50×1・28 恒 中 傾固 1 ！自中 繍　　　　 isK1455→本跡→SK 1460 is

K2751
146中 3dり不 整 形i o・95×［0・75］i o・75×［0・72］i l中 t傾回 一 桓然i isK1462→本跡　 下

K2752
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番号 位置
開口部

平面形

規　　　　　 模
壁面 底面

l

ピット覆土 主 な出土遺物
重　 複　 関　 係

（旧→新）

発　 掘

番　 号
開口部脹径×短径m）底部脹径×短径m）深さ（cm）

14 67 C 3 e6 楕　 円　 形 3．18×2．70 2．94 ×2．60 8 5 外傾 平坦 7 自然 深鉢，土器片円盤 本跡→T233 ・F16 SK 2753

14 6 8 C 3 e8 円　　 形 0．95 0．82 3 8 外傾 平坦 － 不明 SK 2755

14 69 C 3 gO 楕　 円　 形 2．80×2．53 2．71×2．66 4 5 内傾 平坦 6 自然 SK 2757

14 70 C 3 fu 円　　 形 2．10 － 26 緩斜 平坦 3 自然 本跡→SK 14 7 1 SK 2758

14 7 1 C 3 fO 円　　 形 2．66×2．54 2．42 ×2．30 4 5 直立 平坦 9 自然 深鉢 SK 1470・1472→本跡→P486 SK 2759

14 72 C 3丹 不　 整　 形 2．11×（0．77） － 36 外傾 平坦 － 自然 本跡→SK 14 7 1 SK 2760

14 73 C 3 eO 円　　 形 ［2．20］ ［2．45］ 63 内傾 平坦 2 自然 鉢，深鉢 SK 2761

14 74 C 3 g6 不　 整　 形 ［1．59×0．99］ － 130 外傾 平坦 － 不明 SK 2762

－ － 45 外傾l平坦 不明 SK 276314 75 C 3 e8 不　　 明

1476
l
D 3 b2 楕　 円　 形 2．22×1．92 － 30 直立庫坦

3 自然 深鉢 SK 2764

14 77 C 4 fl 楕　 円　 形 1．56 ×［1．30］ － 18 外傾 平坦 1 自然 SK 14 7 8一ヰ本跡 SK 2765

14 78 C 4 fl 楕　 円　 形 2．51×2．2 1 － 30 外傾 平坦 1 自然 深鉢 本跡→SK 14 7 7 ・14 9 1 SK 2766

14 79 C 3 gO 円　　 形 1．94 － 24 直立 平坦 － 自然 深鉢 本跡→SK 14 8 2 SK 2767

［2．26］×1．98 － 42 内傾 平坦 2 自然 探鉢 SK 14 8 1→本跡→SK 14 82 SK 276814 80 C 3 g9 楕　 円　 形

148 1 C 3 g9 円　　 形 ［2．10］ － 30 外傾 平坦 － 自然 本跡→SK 14 8 0 ・14 8 2 SK 2769

14 82 C 3 g9 円　　 形 ［2．12］ － 30 内傾 平坦 － 自然 SK 14 79 ・14 8 1→本跡 SK 2 770

14 83 C 3 g9 円　　 形 ［1．64］ － 27 外傾 平坦 1 不明 SK 2771

－ 25 外傾 平坦 2 自然 本跡→SK 14 8 5 SK 277214 84 C 3 hO 楕　 円　 形 1．89 ×1．23

14 85 C 3 hO 楕　 円　 形 2．13×1．92 － 33 外傾 平坦 2 自然 SK 14 84→本跡 SK 2773

14 86 C 3 d7 楕　 円　 形 （1．30）×1．27 － 29 外傾 平坦 自然 SK 2775

14 87 C 4 gl 楕　 円　 形 ［2．26］×1．96 2．24 ×2．10 52 内傾 平坦 －
自然 深鉢，敲石，石鉄 SK 14 93→本跡 SK 2776

2 5 外傾 平坦 1 自然 SK 2777
14 88 C 3 gO 円　　 形 2．03 －

14 89 C 3 i9 楕　 円　 形 1．76 ×［1．40］ － 27 外傾 平坦 － 自然 SK 2778

14 90 C 3 i9 楕　 円　 形 ［2．09 ×1．75］ － 26 外傾 平坦 1 自然 SK 2779

14 9 1 C 4 fl 不　　 明 （1．25）×（0．54） － 43 内傾 平坦 － 自然 SK 14 78→本跡 SK 2780

14 92 C 4 gl 楕　 円　 形 ［1．93］ － 75 内傾 平坦 自然

深鉢，打製石斧

深鉢

SK 14 93→本跡 SK 278 1

14 93 C 4 gl 楕　 円　 形 1．．78×1．52 1．88 ×1．48 37 内傾 平坦 －
自然 本跡→SK 14 87・1492，P4 84 SK 2782

14 94 C 4 hl 楕　 円　 形 1．35 ×（0．95） 1．65 ×1．30 4 5 内傾 平坦 1 自然 SK 15 0 1－→本跡→SK 154 2 SK 2783

14 95 C 3 g7 楕　 円　 形 2．88×2．32 2．88 ×2．30 8 8 内傾 平坦 6 自然 SK 14 96→本跡 SK 2784

14 96 C 3 g7 楕　 円　 形 2．70 ×（1．32） － 38 直立 平坦 3 自然

深鉢

深鉢，磨製石斧

SK 14 97・→本跡一→SK 149 5 SK 2785

14 97 C 3 f8 楕　 円　 形 2．04 ×1．86 － 54 直立 平坦 1 自然 SK 14 98→本跡→鳶K 149 6 SK 2786

14 98 C 3 f8 不 整 円形 ［1．62］ － 36 不明 平坦 － 自然 本跡うSK 14 9 7 ・14 9 9 SK 2787

14 99 C 3 f8 円　　 形 ［2．22］ － 46 外傾 平坦 3 自然 SK 14 98→本跡→SK 150 0 SK 2788

15 00 C 3 f8 円　　 形 ［2．42］ － 40 外傾 平坦 5 自然 SK 1499・1508・154机557・1558→本跡 SK 2789

15 0 1 C 3 hO 円　　 形 1．34 － 67 直立 平坦 － 自然 SK 14 94→本跡 SK 2790

15 02 C 3 h3 円　　 形 ［1．86］ － 16 外傾 平坦 － 自然 本跡→SI170 SK 279 1

15 03 C 3 f7 楕　 円　 形 3．20 ×2．39 － 55 緩斜 平坦 8 自然 SK 1531→本跡→SK 1514，P489 SK 2792

15 04 C 3 f5 円　　 形 0．70 － 48 直立 平坦 － 不明 SK．14 58→本跡

SK 1490→本跡→SK 1507・1549

SK 2793

15 05 C 4 il 楕　 円　 形 ［2．03］×1．75 － 30 外傾 平坦 4 自然 SK 2794

15 06 C 3 hO 楕　 円　 形 1．50 ×1．35 2．00 ×1．67 62 内傾 平坦 － 自然 SK 2795

15 07 C 3 iO 不　　 明 （1．52 ×1．24） － 30
［内傾 平坦 自然 SK1485・15悔→本跡→SK1549・1550 SK 2797

15 08 C 3 g9 円　　 形 ［2．68］ － 40 外傾 平坦 5 不明 本跡→SK 1500 SK 2798

15 09 C 3 iO 楕　 円　 形 1．61×－ － 38 緩斜 平坦 2 自然 SK 14 89→本跡

ls K 15 12→本跡→SK 15 18

SK 2799

15 10 C 3 iO 円　　 形 ［1．35］ － 46 内傾 平坦 自然 SK 2800

15 1 1 C 3 i5 楕　 円　 形 2．20 ×［1．60］ 2．50 ×［L9 4］ 57 内傾 平坦 － 自然 SK 280 1

15 12 C 3 i6 円　　 形 ［1．12］ 2．26 ×2．24 72 内傾 平坦 人為 深鉢，鉢 本跡→SK 15 1「 15 18 SK 2802

－518－



番号 位置
開口部

平面形

規　　　　　 模
壁面

）
底面紺ピット覆土 主な出土遺物

重　 複　 関　 係

（旧→新）

発　 掘

i番 号
開口部脹径×短径m）底酢長径×短径m）深さ（cm

15 13 C 3e7 円　　 形 ［1．26］ － 不明 不明不明 i不明 T 233→本跡 SK 2803

15 14 C 3㌫ 円　　 形 2．36×2．20 － 64 直立平坦 4 自然 深鉢，土製耳飾 SK 1503・1538→本跡→SE ll SK 2804

1515 C 3i8 円　　 形 1．72　′ 1．86×1．82 28 内傾 平坦 人為 本跡→SI174 SK 2805

1516 C 3h8 円　　 形 1．26 － 115 直立 平坦 自然 SK1522・1523，SI175→本跡→SI174 SK2806

1517 C 3円 円　　 形 0．94 － 不明 不明 不明 不明 SK2807

1518 C 3j6 不　整　 形 2．34×1．60 － 24 緩斜 平坦 1 自然 SK 1511・1512・1592→本跡 SK 2808

1519 C 3i9 楕　 円　形 1．70×1．50 1．80×1．62 40 内傾平坦 自然 本跡→SI177 SK 2809

1520 C 3h9 楕　 円　形 ［1．20×0．90］ 1．72×1．64 64 内傾平坦 － 自然 本跡→SK 1521 SK 2810

1521 C 3h9 楕　 円　形 2・24×［1・95］i
36 内傾 平坦 1 自然 SK 1520→本跡→SI175 SK 2811

1522 C 3h8 不　　 明 不　 明 l
16 外傾 平坦 － 自然 SK 1523→本跡→SI175，SK1516 SK 2812

1523 C 3h8 円　　 形 ［0．64］ － 30 直立 平坦 － 自然 本跡→SI175，SK 1512・1516 SK2813

1524 C 3i9 楕　 円　形 2．00×1．60 2．50×2．20 60 内傾 平坦 － 人為 本跡→SI177 SK2814

1525 C 3j9 円　　 形 1．04 － 16 外傾平坦 1 自然 本跡→SI177 SK2815

1526
恒 9 不整楕円形 2．18×1．80 － 30 外傾平坦 自然 探鉢 SK 1527→本跡→S王177 k K 2816

1527 C 3j9 円　　 形 1．66×［1．56］
－ 30 内傾 平坦 － 自然 本跡→SI177，SK 1526 SK 2817

1528 C 3j9
！楕 円 形

2．38×1．96 － 54 内傾 平坦 6 自然 本跡→SI177 SK 2818

1529 C 3f8 円　　 形 1・48 ！
70 外傾 平坦 自然 SK 1531・1583→本跡→SK 1560 SK 2819

1530 C 3f8 円　　 形 1．06 － 32 外傾 平坦 1 自然 SK 1531→本跡 SK2820

1531 C 3 f8 楕　円　 形 2．09×［1．52］ － 28 外傾 平坦 自然 本跡→SK 1529 ・1530 SK2821

1532 C 3d9 円　　 形 1．03 － 23 外傾平坦 自然 SK2822

1533 C 3d9 楕　 円　形 0・97×0・87 ！
23 外傾平坦 自然 SK2823

1534 C 3h8 円　　 形 ［0・86］ i
100 内傾 平坦 不明 SK 2825

1535 C 3h8 不　　 明 不 明 ！ 不明 内傾 不明 不明 SK 2826

1536 C 3i6 楕　 円　形 2・45×［1・65］巨 62×1・96
92 内傾 平坦 自然 深鉢 SK 1537→本跡 SK 2827

1537 C 3i6 楕　 円　形 ［0朋 ×0・82］巨 70×2・20 128 ！内傾 平坦 自然 深鉢，土製耳飾，石錐 本跡→SK 1536 SK 2828

1538 C 3f6 不整円形 2・68 ！
46 外傾平坦 1 自然 本跡→SEll，P491，SK1514・1599 SK2829

1539 C 3j4 円　　 形 2・52　 巨 70×2・34
48 内傾平坦 3 自然 探鉢 SK 1540→本跡 SK2830

1540 C 3i4 円　　 形 ［2・36］ ！
42 平坦 自然 本跡→SK 1539・154 1，F6 SK 2831

1541 C 3i5 円　　 形 2・34 ！
43 内傾 平坦 自然 深鉢 SK 1540・1676→本跡→P702 SK 2832

1542 C 4hl 不　　 明 不 明　 巨 09×2髄
91 内傾 平坦】」 自然 SK 1494－ケ本跡→SK 1543 SK 2833

1543 C 4hl 円　　 形 1・67 ！　　 巨 中
直立 ．平坦 」 自然 SK 1542 ・1544→本跡 SK 2834

1544 C 4gl
！不　 明 不 明 i　　 巨 5 ！

内傾 平坦 1 i自然 本跡－→SK 1543 SK 2835
1545 i

C 4hl 円　　 形 ［2・46］ i　　 巨 中 t傾平坦 3 ！自然 本跡→SI182，SK 1546 SK2836

1546 iC 4il 円　　 形 1・42×1・28 ！　　 巨 0 ！タ叫 、平坦 1 ！自然 SK 1545－→本跡 SK2837

1547 ！C 3f7 円　　 形 ［0・82］ i　　 巨 5 ！夕軒 平坦 」 自然 SK 2838

1548 iC 3fり 楕　 円　形 － ×2・22 ！　　 巨 中 中 叫 」 叫 SK 1551－→本跡 SK 2839
1549 i

C 3hO 楕　円　 形 1・24×（0・可　　　 巨 中 叫 、叫 」 不可 i
SK 2840

1550 i
C 3iO

楕 円 形 i 0・68×0・57 巨 64×0・中 48 ！叫 、平坦i当 日然！深鉢　　　　 ！
SK 2841

15中
C 3円 楕 円 形 ！ 2・24×1・94 i　　 巨 0 ！夕叫 、叫 3 ！自然i iSI171→本跡→SK 1548，P492 SK 2842

1552 iC 3j4 不　 明 ！ 不 明 ！ 一一　 「 恒傾！不可 」 不、叫 i ！
SK2843

1553 ！D 2r8 円　 形 ！ 1・46 ！　　 巨 4 i夕叫 、叫 1 日然！ ！本跡→SK 1554　 ！
SK2844

1554・iD 2 f8 円　 形 ！ ［1・04］ i　　 巨 5 桓可 平堰 ！1 日然！ ！SK 1553→本跡　 i
SK2845

1555 ic
3g8

不　 明 i 不 明 i　　 巨 4 桓可 平′坦！1 日然！ i本跡→S王175，SK 1556 ！
SK 2846

1556 ic
3g9

楕 円 形 ！ 2・28×2・02 i 一一＋ 巨 7 ！夕順 軽′叫 2 i自然！ iSK 1555→本跡　 ！
SK 2847

1557 ic 3 g8 円　 形 i ［2・27］ i　　 巨 4 ！タ順 ！平′坦i 中 日然i l
i

i
SK 2848

1558 ic 3g8 不　 明 ！ 不 明 ！ 一一 i 20 i夕叫 平′坦i1 日然i ！ ！
SK 2849

－519－



番号 位置
開口部

平面形

規　　　　　 模
壁面 底面 ピット覆土 主 な出土遺物

重　 複　 関　 係

（旧→新）

発　 掘

番　 号
開口部脹径×短径m）底部（長径×短径m）深さ（cm）

15 59 D 2 g9 円　　 形 1．67 1．75 99 内傾 平坦 1 自然 深鉢 ，鉢 SK 2850

15 60 C 3 f8 円　　 形 1．16 － 73 直立 平坦 自然 SK 285 1

15 6 1 C 3丹 不　 整　 形 0．91 ×0．74 － 74 外傾 平坦 自然 SK 2852

15 62 D 2 b6 楕　 円　形 0．84×0．70 － 8 外傾 平坦 自然 本跡→ SK 15 63 SK 2853

15 63 D 2 b6 円　　 形 0．84 － 10 緩斜 平坦 自然 SK 156 2→ 本跡 SK 2854

15 64 D 2 b7 楕　 円　 形 0．96×0．84 － 7 外傾 平坦 自然 SK 2855

15 65 D 2 b7 楕　 円　 形 1．12×0．86 － 48 外傾 凹凸 人為 SK 2856

15 66 D 2 b7 円　　 形 0．56 － 7 外傾 平坦 自然 SK 2857

156 7 D 2 b7 円　　 形 0．88 － 8 直立 凹凸 自然 SK 2858

156 8 D 2 b6 楕　 円　 形 0．68×［0．56］ － 10 緩斜 平坦 自然 本跡－→SK 156 9 SK 2859

156 9 D 2 b7 楕　 円　 形 0．78×0．64 － 8 外傾 平坦 自然 SK 156 8→本跡 SK 2860

157 0 D 2b8 円　　 形 0．64 － 12 外傾 平坦 自然 SK 2861

157 1 D 2b7 不 整 円形 1．02

圭

16 外傾 平坦 自然 SK2 862

157 2 D 2 a8 楕　 円　 形 ［0．86］×0．76 － 14 外傾 平坦 自然 SK 1573→本跡 SK 2 863

157 3 D 2 a8 円　　 形 ［0．54］ － 12 外傾 平坦 自然 本跡→SK 157 2 SK 2 864

157 4 D 2 a8 円　　 形 0．85 － 23 外傾 平坦 － 自然 SK2 865

157 5 D 2 C7 円　　 形 0．60 － 40 直立 皿状 － 自然 SK2 866

157 6 D 2 C7 円　　 形 0．86

i
－ 66 直立 平坦 自然 SK2 867

157 7 D 2 b9 不 整 円形 2．22 － 20 外傾 平坦 2 自然 SK 2 868

15 7 8 D 2 b9 円　　 形 0．50 － 8 外傾 平坦 1 自然 本跡→SK 15 79 S K 2 869

15 79 D 2 b9 楕　 円　 形 0．98 ×0．84 － 32 外傾 平坦 － 自然 SK 15 78→本跡 SK 2 87 0

15 80 D 3 g7 楕　 円　 形 1．43 ×1．15 － 30 外傾 平坦 － 自然 SK2 87 1

15 8 1 D 2 gO 楕　 円　 形

l
2．41 ×2．16 － 34 外傾 平坦 3 自然 深鉢 本跡→SH 8 1 S K 287 2

15 82 D 2 C9 楕　 円　形 0．80×0．72 － 60 外傾 平坦 自然 SK 287 3

15 83 C 3 f8 不整 円形 ［0．81］ － 29 直立 平坦 － 不明 SK 2874

15 84 C 3 h6 不　　 明 不　 明 － 52 不明 平坦 不明 SK 2879

15 85 D 3 j4 円　　 形 2．32 － 50 直立 平坦 1 自然 SK 2880 ‘

15 86 D 2 e8 楕　 円　 形 0．91×0．79 － 27 外傾 平坦 自然 SK 288 1

15 87 D 2 C9 円　　 形 2．16 2．20 ×2．14 4 1 内傾 平坦 自然 SK 2882

15 88 D 2 d9 円　　 形 1．1（） － 50 直立 平坦 自然

l

探鉢

深鉢，鉢，打 製石斧，磨 石

SK 15 89→本 跡 SK 2883

15 89 D 2 d9 楕　 円　 形 ［2．4 1］×2．18 － 47 直立 平坦 5 自然 本跡一→SK 15 88

本跡→SK 15 18

本跡→SE ll

SK 2884

159 0 D 2d9 楕　 円　 形 2．50 ×1．98 － 22 外傾 平坦 3 自然 SK 2885

159 1 C 3 e9 円　　 形 ［2．20］×2．10 － 45 外傾 平坦 8 自然 SK 2887

159 2 C 3 j6 円　　 形 0．96 － 36 直立 平坦 自然 SK 2888

159 3 D 2 d8 楕　 円　 形 L 29 ×1．08 － 18 外傾 平坦 自然 SK 2889

159 4 D 2 rO 不　　 明 0．80 ×－ － 8 緩斜 平坦 自然 SK 289 1

159 5 D 2 fO 楕　 円　 形 ［1．68］×1．42 － 31 外傾 平坦 自然 SK 2892

159 6 D 2 fO 楕　 円　 形 － ×0．70 － 12 外傾 平坦 自然 SK 2893

159 7 D 2 fO 不　　 明 － ×1．05 3 8 外傾 平坦 1 自然 SK 2894A

159 8 D 2 fO 不　　 明 － ×［0．69］ 不明 不明 不明 不明 SK 2894A

159 9 C 3f6 不　　 明 不　 明 20 緩斜 平坦 不明 SK 2895

16 0 0 C 3j6 楕　 円　 形 ［1．14］×1．03 1．78×1．50 90 内傾 平坦 自然 本跡→SK 160 1，P4 95 SK 2896

16 0 1 C 3j7 楕　 円　 形 2．56 ×2．00 － 65 内傾 平坦 自然 SK 1600→本跡

本跡・→SK 160 5

SK 2897

16 0 2 D 2 dO 不　　 明 ［1．68］ － 15 外傾 平坦 自然 SK 2898

16 0 3 D 3 dl 円　　 形 2．45 ×［2．37］ － 25 外傾 平坦 3 自然 SK 2899

16 04 D 3j5 円　　 形 2．29 2．56×2．01 85 内傾 平坦 2 自然 SK 2900

－520－



番号 位置
開口部

！　 規　　 模 ！壁

底面 ピッ

トi覆土！ 主な出土遺物
重　 複　 関　 係

（旧→新）

恒

平面形 桓 部（長径×短径m）i底部脹径×短径m）桓
m）

1605 D 3j5 楕　 円　形 恒 ・41］×1・21 ！ 巨 2 州頃平坦ト 自然l≒i SK 1604→本跡 IsK 2901

1606
恒 毘桓　 形 巨 12×2・00 i 巨 5 州頃平坦 1 自然、≒i isK 2902

1607
恒 2恒　 形 恒 ・05］×2・04 ！ i 73 緩余斗皿状 自然≒！ SK 1608→本跡 SK 2903

1608 iD 3g2恒　 形 i 2・36×2・20 i 2・30×2・00 巨 10 内華頁平坦 8 人為！探鉢，鉢，磨製石斧，石鉄 SK 1627→本跡→SK 1607 SK2904

1609 D 2f8 恒　 形 巨 14×［1・95］！ 巨 6 内イ頃平坦 3 自然≒！ SK2905

1610 D 2h8
恒　 形 ！ 0・89

－ 49 鮒頃平坦 自然≒！ 本跡→SI180 SK2906

1611 D 3d2 楕　 円　形 巨 30×2・02
－ 34 内イヒ裏平坦 1 自然

ヽ
本跡→SK 1612 SK 2907

1612 D 3d2 楕　 円　形 1．96×1．75 － 78 直立平坦 2
恒 、深鉢，鉢 SK 1611→本跡 SK 2908

1613 D 3d2 楕　 円　形 1．34×［0．93］ － 21 外華頁平坦 恒
ヽ

本跡－→SK 1614 SK 2909

1614 D 3d3 楕　 円　形 2．13×1．72 2．01×1．85 44 内傾
ヽ
平坦 桓 、深鉢 SK 1613→本跡→SK 1659 SK2910

1615 D 3i5 楕　 円　形 1．86×1．68 － 30 外佃蔚平坦 2 自然 SK2911

1616 D 3h3 円　　 形 2．19 － 40 外傾、恒 1 自然 SK 1617 ・1620→本跡 SK2912

1617 D 3h3 楕　 円　形 1．29×［1．05］
－ 23

恒 、恒 自然 SK 1618→本跡→SK 1616 SK 2913

16 18 D 3h3［円　　 形 ［1．58］ － 8 緩斜】平坦 自然 本跡→SK 1617 SK 2914

1619 D 3i3 円　　 形 1．78 － 15 緩斜 平坦 1 自然 本跡→SK 1620，SI2 12 SK 2915

1620 D 3h3 不　　 明 1．65×（0．76） － 26 外傾、平坦 自然 SK 1619→本跡→SK 1616 SK 2916

1621 D 3e3 不　　 明 不　 明 － 23 外傾、平坦 自然 本跡→SK 1622 SK2917

1622 D 3e3 円　　 形 ［2．83］
－ 37 外傾 平坦 3 自然 深鉢 SK 1621・1623・1659→本跡 SK2918

1623 D 3e3 円　　 形 1．98 2．29×2．11 49 内傾平坦 1 自然 探鉢 本跡－→SK 1622 SK 2919

1624 D 3e3 楕　 円　形 1．42×1．17 － 29 外傾平坦 3 自然 SK 2920

1625 D 2gO 楕　 円　形 1．05×0．92 － 49 直立平坦 自然 SK 2921

1626 D 3f3 南　 形
1．35 － 9 媛斜 平坦 2 自然 SK 2922

1627 D 3g3 円　　 形 ［1．53］ ［2．10］×2．08
i

62 内傾 平坦 自然 深鉢，浅鉢，石血 本跡→SK 1608 SK2923

1628 D 3i4 円　　 形 2．12×2．10 － 30 緩斜 平坦 1 自然 本跡→SI212，SK 1629・1870，P524 SK2924

1629 D叫

E 3a6 i

D 2 g9 i

D 3可

D 3可

D 3d3 i

D 3C4 i

D 3d4 ！

D 3d3 i

D 3C4 i

D 3可

D 3a5 ！

D 3b5 i

D 3可

楕　 円　形 1．40×1．29 － 102 段状平坦

l i

4 ！

」

1

2 i

1

3 ！

l i

」

1 ！

i

l

i

！

！

！

i

自然 i

i

深鉢，鉢　　　 i

本跡→SI212，SK 1628，P525 ！

！

i

SK2925

1632 楕　 円　形 1．46×0．95 － 26 外傾 平坦 自然 SK 2928

1633 楕　 円　形 1．82×1．56 2．00×1．88 115 内傾 平坦 自然 SK 2929

1634 楕　 円　形 （1．05）×1．03 － 32 不明不明 自然 本跡→SK 1635 ・1909 SK 2930

1635 楕　 円　形 （1．85）×1．18
－ 63 外傾 平坦 自然 SK 1634→本跡→SK 1636 SK 2931

1636 楕　 円　形 2．46×2．00 2．50×2．10 54 内傾平坦 自然 深鉢 SK 1635・1637・1638→本跡 SK2932

1637 楕 円 形 ！

不　 可

楕 円 形 ！

2．27×［1．90］
－ 47 直立平坦 自然 ！SK 1640一→本跡→SK 1636 SK2933

1638 不　 明 － 20 緩斜 平坦 自然 iSK 1639－→本跡一→SK 1636 SK2934

1639 1．75×1．38 2．00×1．92 68 内傾 平坦 叫

叫

叫

叫

叫

叫

叫

叫

叫

叫

叫

叫

叫

叫

i

i

本跡→SK 1638　 ！

本跡→SK 1637　 i

SK 2935

1640
楕 円 可

円　 形 ！

円　 形 ！

不　 明 ！

2．26×2．00 － 19 緩斜 平坦 SK 2936

1641 1．82 1．90 36 内傾 平坦 深鉢，聾　　　 ！
SK 2937

1642 1．75 －
60 ！

22 i

l可

38 ！

70 i

32 ！

45 i

42 ！

可

9 i

20 i′

直立平坦 深鉢，鉢　　　 lSK 1849→本跡 SK 2938

1643 不　 明 － 緩斜叫 ！本跡－→SK 1644 ・1849 SK2939

1644 楕　 円　形 0．86×0．68 － 内傾 叫 ！SK 1643→本跡 SK2940
1645 iD 3b4 不　　 明 不　 明 － 外傾 凹可 ！本跡→SK 1646 SK 2941
1646 ！D 3b4 i不整円形 ［1．5 1］ － 直立 叫 浅鉢，敲石　　　 iSK 1645 ・1647－→本跡 SK 2942
1647 iD 3可 不　 明 ！ 不 明 ！ i 不明 叫 ！SK 1648→本跡－→SK 1646 SK 2943
1648 ！D 3C5 i

D 3C4 i

D 3C4 i

D 3C4 i

C 3可

不　 可 不 明 i ！ 直立叫 l本跡→SK 1647　 ！
SK 2944

1649 i 円　 形 ！ ［1・87］ ！ i 外傾叫 探鉢　　　　 isK 1647・1650・1651→本跡 ！SK2945

1650 i 不　 可 不 明 i ！ 外傾 叫 isK 1651→本跡→SK 1649 i
SK2946A

16中

1652 i

不　 明 ！

楕 円 形 i

不 明 ！

1・45×1・0日

i

！

叫

緩可

叫

叫

i

！

本跡→SK 1650 ・164日

！

SK2946B

SK 2947
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番号 位 置
開口部

平面形

規　　　　　 模
壁面

I∴＋

ピット覆土 主な出土遺物
重　 複　 関　 係

（旧→新）

発　 掘

番　 号
開口部浪径×短径m）底部脹径×短径m ）深さ（cm）

165 3 C 3 i5 楕　 円　 形 1．67 ×1．34 2．21×1．74 68 内傾 平坦 自然 本跡→P499 SK 2948

165 4 D 3 b5 円　　 形 1．60 － 34 不明 平坦 2 不明 SK 2949

165 5 D 3 b5 不　　 明 不　 明 － 36 外傾 平坦 自然 SK 164 3→本跡→SK 16 47 SK 2950

165 6 D 3 b4 楕　 円　 形 1．18 ×1．0二3 － 14 緩斜 平坦 自然 SK 166 4→ 本跡 SK 295 1

平坦 自然 本跡→SK 169 2 SK 2952165 7 D 3 b5 不　　 明 （0．50）×0．54 － 19 外傾

16 5 8 D 3 cl 円　　 形 1．84 2．36 ×2．14 36 内傾 平坦 自然 SK 2953

16 59 D 3 d3 楕　 円　 形 ［2．35］×仕52］ － 12 外傾 平坦 自然 SK 16 14→本跡→SK 16 22 SK 2954

16 60 D 3 C6 楕　 円　 形 1．90×1．74 － 16 外傾 平坦 3 自然 SK 2955

16 6 1 D 3 C6 楕　 円　 形 ［1．10］×［0．66］ － 32 外傾 平坦 自然 SK 2956

16 62 D 3 C6 円　　 形 2．35 － 32 直立 平坦 4 自然 深鉢，土器片円盤 本跡→P69 1 SK 2957

16 63 C 3 h4 円　　 形 0．78 2．68 ×2．32 9 2 内傾 平坦 人為 深鉢，磨石 SK2 958

16 64 D 3 b5 円　　 形 ［0．84］ － 15 外傾 平坦 － 自然 本跡→SK 1656 ，P49 7 S K 2 959

16 65 C 3 j4 円　　 形 1．00 － 22 外傾 平坦 自然 SK2 960

16 66 C 3 h7 円　　 形 ［0．80］ 2．75 ×2．64 84 内傾 平坦 自然 深鉢 SK2 961

16 67 D 3 a3 楕　 円　 形 0．94 ×0．74 － 不明 不明 不明 不明 SK29 62

166 8 D 3 b2 楕　 円　 形 0．86 ×0．65 － 不明 不明 不明 － 不明 SK29 63

166 9 D 3 C4 不　　 明 不　 明 － 32 外傾 平坦 3 自然 SK 16 7 1→本跡→SI24 6 S K 29 64

167 0 D 3 C5 円　　 形 0．60 － 28 外傾 平坦 不明 SK29 65

167 1 D 3 C4 楕　 円　 形 2．02 ×1．62 － 52 外傾 平坦 2 自然 深鉢 ，器 台 SK 16 69→本跡→SI24 6 S K 29 66

167 2 D 3 e4 楕　 円　 形 ［2．38］×1．88 ［2．54］×1．98 34 内傾 平坦 － 自然 探鉢 SK 16 8 1→本跡→SK 167 3 S K 29 67

167 3 D 3 e5 楕　 円　 形 1．61×1．46 1．90×1．45 10 0 内傾 平坦 － 自然 探鉢 SK 16 72→本跡 SK 29 68

167 4 D 3 f5 円　　 形 0．90 － 18 緩斜 平坦 自然 本跡→SK 16 75 S K 296 9

167 5 D 3 f5 楕　 円　 形 1．90 ×1．6二3 － 18 外輝 平坦 4 自然 SK 16 74→本跡 SK 297 0

167 6 C 3j5 円　　 形 1．12 2．74 ×2．43 85 内傾 平坦 自然 探鉢 SK297 1

167 7 C 3 i6 楕　 円　 形 2．20 ×1．78 －
I

20 外傾 平坦 4 自然 SK 297 2

167 8 C 3 h7 楕　 円　 形 2．02 ×1．82 2．30 ×1．94 72 内傾 平坦 自然

深鉢 本跡→SI173・182，SK 18 39

S K 297 3

167 9 C 4 i2 円　　 形 1．30 － 47 外傾 平坦 自然 SK2974

1680
i
C 4 i2 円　　 形 ［1．86］ － 40 直立 平坦 3 自然 SK 297 5

16 8 1 D 3 d4 円　　 形 ［1．72］ ［2．16］ 56 内傾 平坦 1 自然 深鉢 本跡→SK 16 72 ・16 82 SK 2976

16 82 D 3 d4 楕　 円　 形 1．90 ×1．60 2．07 ×1．94 10 8 内傾 平坦 自然 深鉢 ，磨製石斧

深鉢 ，鉢

深鉢，浅鉢

深鉢，磨石

深鉢，鉢，磨石

SK 16 8 1→本跡

本跡→SI17 8 ・SK 168 6

本跡→SI17 5，SK 152 2

SK 2977

16 8 3 D 3 e4 円　　 形 1．72 1．76 30 内傾 平坦 4 自然 SK 297 8

16 84 D 3拘 円　　 形 1．18 －
12 i外傾 平坦 1 自然 SK 2979

16 85 D 3魯 円　　 形 1．88 2．30 52 内傾 平坦 自然 SK 2980

16 86 C 3 j5 不　　 明 不　 明 － 不明 不明 不明 不明 SK 298 1

16 87 C 3 j6 円　　 形 1．26 2．22 7 8 内傾 平坦 自然 SK 2982

16 88 C 3 j8 円　　 形 1．48 1．38 2 0 内傾 平坦 自然 SK 298 3

16 89 C 3 i8 楕　 円　 形 1．10×0．96 1．36 3 8 内傾 平坦 自然 SK 2984

16 90 C 3h9 楕　 円　 形 2．48×2．20 4 1 内傾 平坦 自然 SK 2985

16 9 1 C 3g8 円　　 形 0．81 6 0 直立 平坦 自然 本跡→SI17 5，SK 155 7 SK 2986

16 92 D 3 b5 不　　 明 不　 明 27 外傾 平坦 1 不明 本跡→SK 165 5

本跡→SK 169 7

SK 2987

169 3 D 3 a9 円　　 形 圧 491 － 40 ！外傾 平坦 自然 SK 298 8

169 4 D 3 h4 楕　 円　 形 1．14 ×0．99 － 30 外傾 平坦 自然 SK 2990

169 5 D 3 i7 円　　 形 1．34 － 48 外傾 平坦 自然 SK 299 1

169 6 C 3jO 不　　 明 不　 明 39 直立 平坦 自然 SK 2992

169 7 C 3jO 円　　 形 2．13 5 7 内傾 平坦 3 自然 SK 1996・1699→本跡→SK1698，P571 SK 2993

169 8 C 3jO 楕　 円　 形 0．66 ×0．59 9 6 直立 平坦 自然 深鉢 SK 169 7→本跡 SK 2994
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番号 位置
開口部 規　　　　　 模

壁面
＼プ

底面ピット

i

覆二土 主な出土遺物

i 垂 。票→票）係
発　 掘

番　 号平面形 開口部浪径×短径壷1 底部浪径×短径m）深封cm

1699 C 3jO 不　　 明 不　 明 － 43 外傾 平坦 2 自ハ
ll

isK 170→本跡→SK 1697
SK 2995

1700 C 4jl ！楕 円 形
2．35×1．70 － 46 外傾 平坦 3 離

ll
本跡→SK 1699，P572 SK2996

170 1 C 3i9 円　　 形 1．66 － 40 外傾 平坦 2 自然
lヽ
深鉢 本跡→SI175 SK2997

1702 C 3h7 楕　 円　形 1．13×0．98 2．20×1．16 74 内傾 平坦 自然
ll SK2998

1703 D 3a4 円　　 形 ［1．20］ 1．56×1．44 34 内傾平坦 自然＼ 本跡→P510 SK 2999

1704 F 3e8 不　整　形 2．75×2．60 2．62×2．29 72 内偵平坦 自然＼lヽ
SK 20001

1705 F 3d8 円　　 形 1．62 － 90 直立平坦 自然
tl

SK 20002

1706 F 3d8 楕　 円　形 1．59×1．28 － 29 外傾 平坦 自然
ヽ SK 20003

1707 F 3d8 楕　 円　形 1．37×1．16 － 30 外傾 平坦 自然
ヽ SK20004

1708 F Jb二 楕　 円　形 2．16×1．96 1．73×1．64 111 直立 平坦 － 不明 SK20005

1709 F 4al 円　　 形 1．84 － 71 外傾平坦 1 自然
ヽ SK 20007

1710 F 5b5 円　　 形 1．12 － 85 外傾段状 － 自然
ヽ SK 20008

17日 F 3b5 楕　 円　形 1．08×0．94 － 18 外傾 平坦 － 自然
ヽ SK 20009

1712
！F 3b5 楕　 円　形 1．14×0．95 － 41 外傾 段状 1 自然

ヽ SK 20010

1713 F 3C4 楕　 円　形 1．40×1．09 － 41 緩斜 平坦 － 自然 SK20011

1715 F 3bj 円　　 形 1．51 － 56 外傾 平坦 自然 SK20013

17 16 F 3a4 円　　 形 0．87 － 103 外傾 平坦 自然 SK20014

1717 F 3a4 楕　円　形 1．72×1．46 － 74 外傾平坦 自然 SK 20015

1718 F 3a3 円　　 形 1・10 i
48 外傾 平坦 自然 SK 20016

1719 F 3a3
厄　 形

［

1・75 ！
50 外傾 平坦 自然 SK 20017

1720 F 3d7 円　　 形 1．48 － 28 緩斜 平坦 自然 SK 20018

1721 F 3d8 円　　 形 1．26 － 140 外傾 平坦 自然 SK20019

1723 F 3b9 円　　 形 1．60 － 64 外傾 平坦 自然 SK20021

1724 E 3j7 円　　 形 1．02 － 25 外傾平坦 自然 SK20022

1725 F 3a5 楕　 円　形 1．38×1．14 － 40 外傾 平坦 自然 SK20023

1727 E 3j5 不　 整　形 1．50×1．00 － 36 外傾 平坦 1 自然 SK 20025

1728 F 3b3 楕　 円　形 1．56×（L 15）
－ 33 緩斜 平坦 自然 SK 20026

1729 F 3b7 楕　 円　形 1．20×1．06
巨 8 外傾 －平坦 自然 SK 20027

1730 E 3j8 円　　 形 ［1．90］ i 80 直立 －平坦 自然！

！

i

i

l

I

i

！

I

I

I

i

i

i

i

！

SK 20028

1732 F 3a4 不整楕円形 1・10×0・95 ！　　 巨 2 外傾平坦 自然 SK 20030

1733 F 3a5 円　　 形 127 i　　 巨 0
外傾平坦 自然 SK20031

1736 F 3g6 不　 整　形 1・48×1・0中　　　 巨 … 緩軒 平坦 自然 SK20034

1737 E 3j6 楕　 円　形 1・16×0・80 i　 i l… 叫 、平坦 自然 SK20035

1738 F 3a6 楕 円 形 ！ 1・16×1・04 i　 i 28 叫 、平坦 自然 i
SK 20036

1739 E 3ib 円　 形 i 0・94 ！　　 巨 2 叫 、叫 自然 i
SK 20037

1740 E 3h6
不整楕円形i 2・38×1・76 i　　 巨 2 I叫 、叫

自

白

自

自

白

叫

叫

叫

叫

自然i

然！

然！

然i

然i

然i

！
SK 20038

174 1 ！
E 3i6

円　 形 ！ 1・14 ！　　 巨 日 夕中 叫 i
SK 20039

1742 i
E 3ib

楕 円 形 i 1・16×0・94 i　　 巨 中 中 叫
1 i

SK 20040
1743 i

E 3j6 円　 形 ！ 1朋 i　　 巨 中 叫 、＋∴I i
SK 20041

1744 F 3h4 円　　 形 0．88　　　　　　　　　　　　 12　 羞緩斜 、平坦 SK20042

1745 ！F 3h5 円　 形 i 0・81 i　　 巨 2 ！直可 、叫 i
SK20043

1746 ！E 3i7 i円　 形 ！ 1・07 I　　 巨 中 叫 平′坦！」 i
SK 20044

1749 ！E 3可 不整舶 形i 1・95×1・5日　　　 巨 中 緩斜i平′坦i」 ！
SK 20047

1750 ！E 3i6 i円　 形 ！ 1・74 ！ －一　 日 中 緩可平堰 i」 ！
SK 20048

1751 iE 3h7 i楕 円 形 ！ 2・40×2・1中　　　 巨 日 夕叫 平′叫 l i i
SK 20049

175中 3gl I円　 形 i 1・82 i　　 巨 7 恒傾i乎堰 ！l i自然 ！
SK 20052

－　523　－



番号 位 置
開口部

平面形

規　　　　　 模
壁面

）
底面 ピット覆土 主 な出土遺物

重　 複　 関　 係

（旧→新 ）

発　 掘

番　 号
開口部脹径×短径m）底部（長径×短径m）深さ（cm

17 54 E 3 gl 楕　 円　 形 1．56 ×1．11 － 14 直立 凹凸 自然 SK200 53

17 5 6 E 3 fl 円　　 形 2．09 － 36 緩斜 平坦 2 自然 SK 200 55

17 57 E 2 fO 楕　 円　 形 （0．96）×0．72 － 21 緩斜 凹凸 自然 本跡→SK 17 58 SK 200 56

17 5 8 E 2 m 円　　 形 1．81 － 35 緩斜 平坦 1 自然 SK 17 57→本跡 SK 20057

17 59 E 2 e7 楕　 円　形 2．92× （1．34） － 50 緩斜 平坦 1 自然 SK 2005 8

17 60 E 2和 楕　 円　形 2．33×1．83 － 24 外傾 凹凸 1 自然 SK 20059

17 6 1 E 2 eO 円　　 形 2．12 － 58 直立 平坦 1 自然 深鉢，石皿，打製石斧 SK 20060

17 62 E 3口 楕　 円　 形 1．78×1．56 － 26 外傾 平坦 自然 SK 2006 1

17 63 E 2和 楕　 円　 形 2．21×1．92 － 15 緩斜 平坦 1 自然 SK 20062

17 64 E 2 dO 円　　 形 1．96 － 21 緩斜 平坦 自然 SK 20063

17 65 E 3 dl 円　　 形 1．84 － 43 緩斜 平坦 1 自然 SK 20064

176 7 E 3 C2 楕　 円　 形 1．96×1．77 － 47 緩斜 平坦 1 自然 SK 20066

176 9 E 3 cl 不　　 明 不　 明 － 48 外傾 平坦 2 自然 SK 20068

177 0 E 3 f9 楕　 円　 形 1．32×1．15 － 49 直立 平坦 自然 SK 20069

177 1 E 3C4 楕　 円　 形 2．34 ×2．06 － 71 直立 平坦 1 自然 深鉢 SK 20070

177 2 E 3C2 楕　 円　 形 2．18×1．96 － 118 直立 平坦 自然 深鉢 SK 2007 1

177 3 E 3 d9 不　　 明 （0．76）×0．89 － 48 外傾 皿状 自然 本跡→P706 SK 20072

177 5 E 3 dO 楕　 円　 形 2．81×2．24 － 35 緩斜 平坦 4 自然 SK 20 074

177 6 E 4 dl 楕　 円　 形 0．92 ×0．83 － 31 直立 平坦 自然 SK20 075

17 7 7 E 4 dl 円　　 形 0．95 ×0．83 － 30 外傾 平坦 － 自然 SK20 076

17 7 8 E 3 e8 楕　 円　 形 2．74 ×2．50 － 50 綾斜 平坦 1 自然 SK 20 079

17 79 E 3 C9 円　　 形 145 － 43 外傾 平坦 － 自然 SK200 80

17 80 E 3 f2 楕　 円　 形 2．64 ×［1．50］ － 34 段状 凹凸 － 自然 本跡→SK 17 9 1 S K 200 81

17 8 1 E 3 f2 不　　 明 不　 明 － 35 外傾 平坦 1 自然 SK 17 80→本跡→SK 178 2 S K 200 82

17 82 E 3 e2 楕　 円　 形 2．0 1×1．90 － 24 外傾 平坦 － 自然 SK 17 8 1一→本跡 SK 200 83

17 83 E 3 e5 円　　 形 1．15 － 51 直立 平坦 － 自然 SK 200 84

17 85 E 3 f5 楕　 円　 形 1．16×0．92 － 5 1 緩斜 皿状 － 自然 SK 200 86

17 86 E 4 hl 楕　 円　 形 1．60×1．38 － 44 外傾 平坦 自然

自然

自然

自然

自然

自然】

不可

自然i

叫

自然i

叫

自然i

自然

自然

本跡→SK 17 84

S K＿20 2 1→本跡

SK 200 87

17 87 E 3 e5 楕　 円　 形 1．83×［1．20］ － 34 外傾 平坦 1 SK 2008 8

17 88

178 9

179 0

E 3鐙

E 3 g4

E 3 d4

円　　 形

円　　 形

楕　 円　 形

1・03 】

1・28 ！

1・72 ×1・24 I

i

i

i

3 2

2 8

8 0 ［

外傾

外傾

外傾

U字状

平坦

平坦

SK 20089

SK 20090

SK 2009 1

179 1 E 3糾 円　　 形 1．0 1 － 55 直立

直立

緩斜

外傾

外傾

平坦 SK 20092

17 9 2 E 3 a7 円　　 形 1．40 － 70 平坦 SK 20093

17 9 3

17 94

17 96

E 2∬

E 3 g5

E 4 hl

楕　 円　 形

円　　 形

不整楕円形

1・78 ×1・44 ！

1・42 ！

0・84 ×0・72 ［

！

I

i

7言

60 i

40 i

U字状

平坦

U字状

1

SK 20094

SK 2 0095

S K 2 0097

17 97 E 3 f8 楕　 円　形 2．62 ×1．56 － 80 緩斜 平坦 SK20 098

17 99 E 3 g9 楕　 円　 形 1．36 ×1．20 － 54 外傾 平坦 SK20 100

18 00 F 3 d4 楕　 円　 形 ［1．15］ － 28 外傾 平坦 SK20 101

180 1 F 3 C4 不整楕円形 1．80×1．48 － 30 外傾 平坦 本跡→P682 S K 20 102

180 3 F 3 e5 円　　 形 2．02 － 48 外傾 平坦 自然 SK20 105

180 5 F 3 e6 円　　 形 1．44 － 55 外傾 平坦 自然 SK20 107

180 6 F 3 e6 不整楕円形 1．40 ×1．18 － 30 外傾 平坦 自然 SK20 108

180 8 F 3 db 楕　 円　 形 2．36 ×1．74 － 30 緩斜 平坦 自然 SK20 110

18 11 F 3 C8 円　　 形 1．34 － 68 外傾 平坦 自然 SK20 114
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番号 位置
開口部 規　　　　　 模 ）！壁面

底面

i

ピット覆土 主な出土遺物
重　 複　 関　 係

（旧→新）

発　 掘

番　 号平面形 開口部脹径×短径m）底部脹径×短径m）深さ（cm

1812 F 3b7 円　　 形 1．06 － 34 外傾 平坦 自然 SK20115

1814 E 3g7 不整円形 1・14 ！
52 直立 平坦 自然 深鉢 本跡→SK 1815 SK 20117

1815 E 3g8 円　　 形 1．44 － 62 怪立平坦 自然 SK 1814→本跡 SK 20118

1816 C 3h7 楕　 円　形 2．42×1．76 － 48 直立平坦 自然 本跡→SK 1817 SK 20119

1817 C 3h7 円　　 形 ［1．86］
－ 38 直立 平坦 自然 深鉢 SK 1816→本跡→SK 1820 SK 20120

1818 D 3b6 円　　 形 1．45 － 28 外傾 平坦 1 自然 P523→本跡 SK20121

1819 C 3g7 楕　 円　形 1．83×1．33 － 31 外傾 平坦 自然 P521 ・522→本跡 SK20122

1820 C 3 g7 楕　 円　形 2．01×1．40 1．86×1．60 97 内傾 平坦 自然 SK 1817→本跡 SK 20123

1821 D 3 a5 円　　 形 1．96 2．26 96 内傾i平坦
5 自然 深鉢 本跡－→SK 1822 SK 20124

1822 D 3a5 楕　 円　形 ［1．56×0月4］
－ 25 外傾 平坦 自然 SK 1821→本跡 SK 20125

1824 D 3b4 円　　 形 2．04 2．07 47 内傾 平坦 4 自然 本跡→P718 SK 20127

1825 D 3i5 楕　 円　形 0・92×0・82 i　 i 26 外傾 平坦 自然 SK20128

1829 D 3a8 楕　 円　形 2・16×1・62 巨 88×2・24
68 内偵 平坦 1 自然 深鉢 SKl紛→本跡→Sn17・218，SK1831 SK20132

1830
I

D 3a8 楕　 円　形 ［
1・52×1・0日 ・21×2・82 102

I内傾 平坦 － 自然 深鉢 本跡→SI217・2略 SK 1829 SK20133

1831 D 3a7 円　　 形 ［2．04］
－ 65 直立 平坦 2 自然 探鉢 SK1829→本跡→SI217，SK 1843 SK 20134

1832 D 3a8 楕　 円　形 1．37×1．23 － 92 外傾平坦 1 自然 深鉢 SI218→本跡 SK 20135

1833 D 3aO 円　 形 ！ 1．84
i 54 外傾平坦 4 自然 SK 20136

1834 D 3j5 円　　 形 0．91
i　　 巨 6 外傾 平坦 自然 SK 20137

1835 D 3g2 円　　 形 1・04 i　　 巨 1
外傾 平坦 － 自然 SK 20138

1836 E 3gO 楕　 円　形 1．36×0．92 i 53 外傾 平坦 － 自然 SI209→本跡 SK20139

1838 D 3 a8 不　　 明 不　 明 － 20 外傾 平坦 － 自然 本跡→SI218，P631・658 SK20142

1839 C 4j2 円　　 形 2．08 2．25×1．81 43 内傾平坦 4 不明 SK 1853一→本跡 SK20143

1840 C 3j8 円　　 形 1．14 1．49 50 内傾平坦 2 自然 SK 20144

184 1 C 3 i7 円　　 形 ［1・24］ i 2・64×2・38
64 内傾 平坦 自然 深鉢 本跡・→SK 1842 SK 20145

1842 C 3i7 円　　 形 ［1．30］ 1．82×1．52 45 内傾 平坦 叫 深鉢，磨製石斧 SK 1841→本跡 SK 20146

1843 D 3a7 円　　 形 圧12］ i l・72×1・44 巨 3 叫 平坦 自然！深鉢 SK 1831 ・1844→本跡 SK 20147

1844 D 3 a7 不　　 明 不 明　 巨 46×［2・2扇巨 2 内傾 平坦 －
叫 本跡→SK 1843 SK20148

1845 i

1846 ！

1847 i

E 4i4 i

E 4g2 i

D 3b9 i

楕 円 形 i

楕 円 形 ！

楕 円 形 i

2・37×1・65 i　　 巨 o i

l・67×1・34 ！　　 巨 o i

l・78×1・54 日 錮×摘 「可

外傾】

外傾

叫

叫

平叫

叫

」

1

3 ！

叫

叫

叫

！

！

深鉢，鉢　　　 ！

l

i

i

SK20149

SK20150

SK 20151
1848 ！D 3a5 ！不　　 明 五30］ i …－ ！不明

不明不明 不可
SK 20152

1849 ！D 3b5 i不　　 明 不 明 i 一一 i 24
外傾 、平坦 1

」㍉1 ！SK 1643→本跡→SK 1642 SK 20153
185可 D 3a7 ！円　 形 i 1・03　 日 16×0・94 巨 7 ！叫 、平坦 叫 ！本跡→SK 1851 SK 20154

1851 D 3a7 円　　 形 1．36×121　　 1．29×1．18　　　 56 内傾 J平班 自然は深鉢，浅鉢 SK 1850→本跡 SK20115

1853 iC 4可 不　 明 ！ 不 明 i 、－ i 45 i叫 不明
】

叫 i本跡→SK 1839 SK20157
1854 ！C 3j7 i円　 形 i 1・24　　 L粥×1・80 巨 中 内軒 平坦 人中 纏 ，浅鉢　　　 ！本跡→SK 1601，P495 ！

SK20158
1855 iC 3可 円　 形 i 1・33　 巨 70×2・55 巨 8 ！叫 平坦 」 日中 綿 ，磨石　　　 i本跡→SI211　 ！

SK 20159
1856 ！C 3可 円　 形 ！ 1・79　 巨 24×1・80 巨 5 ！叫 、平坦 」 日中 圭鉦　　　　 I本跡→SK 1854 ・1929 ！

SK 20160
1857 iD 3中 奮 円 形 i 2・62×1・90 i 一一 i 52 i直可 、平坦 2 i日中 栗鉢　　　　 ！SK 1858 ・1872→本跡 l

SK 20161

1858 ！D 3b9 i円　 形 i 2・19　 巨 20×2・05 ！6日 叫 、平坦 弓 日中 果鉢　　　　 ！SK 19 17→本跡→SK 1857 ！
SK 20162

185可 D 3可 円　 形 l ［1・56］ 巨 50×2・18 巨 4 ！叫 、平可 」 日中 綿 ，石皿，磨製石斧 ！ i
SK 20163

186可 C 3中 奮 円 形 i 1・46×1・18 i 2・68×2・55 巨 4 桓傾i平′坦！」 日中 楓 磨製石斧　 i本跡→SI174，SK 1874 i
SK20164

186 1 iE 3可 不整楕円形 ！ 2・14×1・75 ！　　 巨 8 ！緩紺 i平′可 」 叫 i本跡→SI222　　 ！
SK20165

1862 iD 3可 円　 形 i 五90］ i 2・48×2・20 i l18 桓傾i皿可 」 日中 相 ，磨石　　　 ！本跡→SI179，P704 i
SK 20166

186可 D 3中 膏 円 形 i 2・30×2・03 ！　　 巨 1 桓可 平′坦！l i叫 ！ i
SK 20167

1864 iD 3a6！円　 形 ！ 1・25 ！ 1・40　 巨 5 桓傾！平′可 当 日然i ！本跡→SK 1865　 i
SK 20168
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番号 位 置
開口部

平面 形

規　　　　　 模
壁面 底面 ピット覆土 主な出土遺物

重　 複　 関　 係

（旧→新）

発　 掘

番　 号
開口部脹径×短径m）底部脹径×短径m）深さ（cm）

186 5 D 3 a6 円　　 形 1．76 － 83 外傾 平坦 自然 SK 186 4－ヰ本 跡 SK 20 169

186 6 D 3 b6 円　　 形 0．73 － 95 不明 不明 不明 SK 20 170

186 8 E 3 i5 楕　 円　 形 1．35 ×［1．17］ － 75 段状 皿状 自然 SK 20 172

186 9 E 3j5 不　　 明 1．43 ×（0．75） － 25 緩斜 平坦 1 自然 SK 20 173

1870 D 3 i3 円　　 形 0．64 0．54 ×0．48 7 1 内傾 平坦 自然 SK 20174

187 1 C 3 g7 不　　 明 不　 明 － 42 外傾 平坦 2 自然 SK 20175

1872 D 3 b9 不　　 明 不　 明 － 38 直立 平坦 3 自然 本跡→SK 185 7 SK 20176

1873 C 3 i5 楕　 円　 形 0．85 ×0．69 1．90 ×1．80 85 内傾 平坦 自然 SK 20177

1 874 C 3 j8 楕　 円　 形 2．34 ×［1．78］ － 30 外傾 平坦 2 自然 深鉢 SK 1860→本跡 SK 20178

18 75 D 3 b8 楕　 円　 形 1．97 ×［1．00］ － 20 外傾 凹凸 自然 SK 20179

18 76 D 3 d5 楕　 円　 形 1．58 ×1．43 2．16 ×1．94 1 18 内傾 平坦 2 自然 深鉢，磨石 SK 1877→本跡 SK 2 0180

18 77 D 3 d5 不　　 明 不　 明 － 26 外傾 平坦 自然 本跡→SK 187 6 S K 2 018 1

18 78 E 3 i4 不整楕円形 1．67 ×0．84 － 32 外傾 平坦 － 自然 SK2 0182

18 8 1 E 3h5 円　　 形 1．84 － 54 直立 凹凸 － 自然 SK20 185

18 82 E 3 h5 楕　 円　 形 0．82×0．69 － 42 緩斜 皿状 － 自然 SK20 186

18 83 D 4 h2 楕　 円　 形 0．38×［1．00］ － 95 外傾 平坦 － 自然 SK20 187

18 84 C 3 jO 円　　 形 ［1．72］ － 26 外傾 平坦 2 自然 深鉢 SK 15 28 ・18 86→本跡 SK 20 188

18 85 D 3 a9 不　　 明 ［1．82］ － 48 不明 平坦 － 自然 SK 1886 ・19 17→本跡 SK 20 189

18 86 C 3 i9 不　　 明 不　 明 － 12 外傾 平坦 2 自然 本跡→SK 18 84 ・18 85 S K 20 190

188 7 D 3 r6 楕　 円　 形 （0．78）×0．64
－ 15 外傾 平坦 － 自然 本跡－→SK 18 89 S K 20 191

188 8 D 3 f6 楕　 円　 形 1．14 ×（0．82）
－ 12 外傾 平坦 － 自然 本跡→SK 18 89 S K 20 192

188 9 D 3 f6 楕　 円　 形 1．72 ×1．24 2．38 84 内傾 平坦 － 自然 深鉢 ，不 明土 製品 SK 18 87，18 88→本跡 SK 20 193

189 0 D 3 h7 円　　 形 1．14 － 36 外傾 平坦 － 自然 本跡→SI2 16 ・SK 189 1 SK 20 194

189 1 D 3 h7 楕　 円　 形 1．18 ×0．86 － 22 外傾 平坦 － 自然 SK 18 90→ 本跡→SI2 16 SK 20 19 5

189 2 D 3 C8 円　　 形 2．30 － 50 外傾 平坦 1 自然 深鉢 本跡→SK 18 94 SK 20 19 6

189 3 D 3 C8 楕　 円　 形 1．36 ×1．06 － 12 外傾 平坦 － 自然 本跡→SK 189 4 SK 20 19 7

189 5 D 3 f9 楕　 円　 形 1．92 ×1．62 － 18 外傾 平坦 1 自然

深鉢

深鉢

深鉢

SK 193 2→本跡→SK 190 6

SK 20 199

1896 D 4 gl 円　　 形 1．98 － 15 外傾 平坦 1 自然 SK 20200

1897 D 4 el 円　　 形 1．06 － 10 外傾 平坦 自然 SK 2020 1

189 8 F 3 a6 楕　 円　 形 1．60 ×1．42 － 44 外傾 平坦 自然 SK 20202

19 00 F 3 e4 円　　 形 1．10 － 28 外傾 平坦 自然 SK 20204

19 0 1 F 3 e4 楕　 円　形 2．14 ×1．16 1．85 ×1．22 7 2 外傾 平坦 自然 SK 20205

19 02 F 3 r4 不　　 明 2．85 ×（2．22） － 60 外傾 平坦 1 自然 SK 20206

19 03 E 3 h4 楕　 円　 形 1．38 ×1．16 － 62 外傾 平坦 自然 SK 20207

19 05 D 3 C9 円　　 形 1．88 1．88 ×1．74 7 6 内傾 平坦 1 自然 SK 20209

19 06 D 3 C9 円　　 形 1．80 2．12 ×1．72 7 4 内傾 平坦 2 自然 SK 190 5→本跡

本跡→SK 1944

SK 202 11

19 07 D 3 C9 円　　 形 ［0．86］ － 26 直立 皿状 不明 SK 202 12

19 08 D 4 e2 円　　 形 1．97 2．10 ×1．72 6 6 内傾 平坦 1 自然 SK 202 13

19 09 D 3 C3 円　　 形 0．82×0．80 － 不明 外傾 不明 不明 SK 202 14

19 10 D 3b8 楕　 円　 形 0．82×0．52 2．13 ×1．83 6 2 内傾 平坦 自然 SK 202 15

19 1 1 C 3 aO 楕　 円　 形 1．87×1．67 1．96 ×2．00 5 7 内傾 平坦 2 人為 深鉢 本跡→SK 19 12 ・19 18 SK 202 16

19 12 C 3 aO 円　　 形 ［2．07］ － 30 外傾 平坦 自然 探鉢 SK 19 11→本跡→SK 19 13 SK 202 17

19 13 D 3aO 円　　 形 ［1．56］ ［1．68］ 39 内傾 平坦 3 自然 深鉢，打製石斧，磨石

深鉢

SK1885・19 11・1912・19 17・
1920→本跡一十SK 1974

本跡→SK I185

SK 202 18

19 14 D 3 f7 円　　 形 1．87×1．81 － 46 外傾 平坦 2 自然 SK 202 19

19 15 D 3 i8 楕　 円　 形 1．34 ×1．16 － 45 直立 平坦 自然 SK2 0220

19 16 D 3 f6 円　　 形 ［2．63］ － 52 外傾 平坦 6 自然 深鉢 SK2 022 1
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番号 位置

極 票 i閃。部謁 底部髄 莞 径m恒 柚 ッ

ト覆土 主な出土遺物
重　 複　 関　 係

（旧→新）

発　 掘

番　 号

1917 D 3 a9 楕　 円　 形 2．31×1．85 2．40 ×2．30 3 9 内傾、平坦 3 人為 探鉢 本跡→SK 185 8 ・188 5 SK 20222

19 18 D 3 h7 円　　 形 ［1．96］
－ 50 不明 不明ト 不明 深鉢 SK20 223

19 19 D 3 i7 楕　 円　 形 1．23 ×1．00 － 42
外傾恒

1 自然
l S K 20 224

192 0 D 3 aO 円　　 形 1．90 ×0．87 － 125
直立恒 自然、深鉢，磨石 SK 188 5→本跡 SK 2022 6

19 2 1 D 3 a6 楕　 円　 形 0．70 ×0．60 － 63 直立 平坦 不明 SK 2022 8

19 22 C 3 g7 円　　 形 2．16×［2．02］ － 43 外傾 平坦 不明 深鉢 本跡→SK 18 7 1 SK 20229

19 23 E 3 iO 円　　 形 1．10×1．00 － 20 外傾 皿状 自然 SK 20230

19 24 D 3 b7 楕　 円　 形 1．83×1．59 1．95 ×1．78 5 3 内傾 平坦 2 自然 深鉢 SK 2023 1

192 5 E 4 j2 楕　 円　 形 1．13×0．75 － 13 外傾 平坦 自然 SK 20232

192 6 D 3 h6 円　　 形 1．36 － 25 外傾 平坦 自然 SK 20233

192 7 D 3 C7 楕　 円　 形 1．10 ×0．92 2．32 ×2．03 1 12 内傾 平坦 自然 深鉢，浅鉢 SI2 45→本跡 SK 20 234

19 2 8 D 3 a7 楕　 円　 形 1．00 ×0．81 1．54 ×1．35 90 内傾 平坦 人為 深鉢，打製石斧，磨製石斧 本跡→P55 7 S K 202 35

19 29 D 3 a6 楕　 円　 形 ［2．24 ×1．28］
－ 17 外傾 平坦 自然 本跡→P55 8 S K 20236

19 30 D 3 b7 円　　 形 0．78×0．72 － 10 0 外傾 平坦 自然 SK 19 3 1→本跡 SK 20237

19 3 1 D 3 b7 楕　 円　 形 1．45×1．20 － 65 外傾 平坦 1 自然 深鉢 本跡→SK 19 30 SK 20238

193 2 D 3 C9 楕　 円　 形 ［1．40 ×1．20］ 2．15 ×2．05 6 8 内傾 平坦 自然 探鉢 本跡→SK 189 4 SK 20239

193 3 D 3 e9 円　　 形 1．08×1．10 － 27 外傾 平坦 自然 SK 20240

1934 F 4 al 円　　 形 1．93 ×1．90 － 50 外傾 平坦 自然 本 跡→SI197 SK 2024 1

1935 D 3 f8 楕　 円　 形 0．50 ×0．44 － 42 直立 平坦 不明 SK 20242

19 36 D 3 g8 楕　 円　 形 0．92 ×0．65 － 60 外傾 平坦 自然 SK2 0243

19 37 D 3 b8 楕　 円　 形 1．43 ×［1．05］ － 19 外傾 平坦 2 不明 SK 20 24 4

19 38 D 3 g7 楕　 円　 形 2．50×2．15 － 22 外傾 平坦 2 自然 SK 20 24 5

19 39 D 3 g5 楕　 円　 形 1．18×1．06 － 34 外傾 平坦 自然 SK2024 6

194 0 D 3 b7 不整楕円形 0．84 ×0．74 1．02 ×0．81 36 内傾 平坦 自然 深鉢 SK 20247

194 1 D 3 d5 楕　 円　 形 1．52 ×1．34 1．68 ×1．56 4 3 内傾 平坦 人為 深鉢，鉢 本跡→SI23 0 SK 20248

194 2 C 3 h9 円　　 形

楕　 円　 形

0．70 ×［0．65］ 2．34 8 6 内傾

外傾

外傾

叫

不可

叫

叫

凹可

叫

「

叫

叫

2

2

1

「 ！

－ ！

－ l

2 ！

2

1

－ ！

－ i

自然

不明

人為

自然

自然

自然

叫

人為l

自然

人為

自然

自然

人為

叫

自然

自然

人為

不明

自然

自然！

人為i

探鉢，浅鉢，土器片円盤

SI24 5，SK 20 12→本跡

SK 20249

19 4 3 D 3 C7 2．08 ×1．62 － 不明 探鉢 SK 20250

19 44 D 3 b8 楕　 円　 形 2．28 ×1．97 － 35 深鉢，磨製石斧，敲石 SK 19 10→本跡 SK 2025 1

194 5 C 3j7 不整 円形 1．63×1．50 1．75×1．58 50 内傾 深鉢

探鉢，打 製石斧

本跡→SK 1874

本跡→SK 19 4 8

S K 20252

194 6 D 3 e7 不　 整　 形 1．04×0．90 － 70 外傾

緩斜

緩斜

緩斜

緩斜

外傾

外傾

緩斜

内傾

内傾

叫

叫

叫

叫

緩斜i

叫

叫

SK 2 5253

194 7 D 4 f3 楕　 円　 形 1．38×（0．95）
－ 21 S K 20 254

194 8 D 4 f3 楕　 円　 形 1．32×1．13 － 45 S K 19 47 ・19 49→本跡 SK 202 55

194 9 D 4 g3 楕　 円　 形 1．65 ×0．80 － 25 本跡→SK 19 48　 i

i

i

l

I

S I2 42，SK 19 55→本跡 I

SK 20256

19 50 D 4 g3 円　　 形 1．25 － 25 SK 20257

19中
D 4 h4 円　　 形 1．45 ×1．36 － 45 平坦

皿状

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

SK 20258

19 52 iD 4 g3 楕　 円　 形 1．50 ×0．95 － 64 SK 20259

19 53 iD 4 g4 円　　 形 1．17×1．15 － 33 SK 20260

195 4 iD 3 bO 円　　 形 1．57×［1．50］ 1．80 ×［1．70］ 37 SK 20262

195 5 ！
D 3 bO 楕　 円　 形 2．33×2．13 2．45 ×2．15 83 探 鉢，浅鉢，磨石

深鉢

l

l

S I2 42→本跡→SK 19 54 S K 20263

195 6 ！
D 4 b l 楕　 円　 形 1．25 ×1．10 1．15 ×1．00 20 S I2 42 ・SK 19 73－→本跡 SK20 264

1957 ！
D 3 f7 円　　 形 1．88 ×1．78 1．77 ×1．75 4 5 S K 19 58→本跡 SK 20 265

19 58 ！D 3 f7 円　　 形 2．60 ×2．55 2．90 ×2．75 7 0 本跡→SK 19 57 ・19 59 S K 202 66

19 59 ！D 3打 楕　 円　 形 1．55 ×1．30 － 40 SK 19 58→本跡 SK 2026 7

19 60 iD 4 al 不整 円 形 1．80 ×1．70 － 25　 ′ 本跡→SK 196 1 ・19 7 1 SK 20270

196 1 i
D 4 al 楕　 円　 形 0．90 ×0．75 － 36 S K 196 0 ・196 2→ 本跡 SK 2027 1

196 2 ！D 4 al ！不整楕円形 1．61×1．30 1．63×1．09 26 本跡→SK 196 1 SK 20272
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番号 位 置
開口部

平面形

規　　　　　 模
l壁面

）
底面 ピット覆土 主 な出土遺物

重　 複　 関　 係

（旧→新 ）

発　 掘

番　 号開口瞞 躯 短径m頼 腋 径×短径m ‖深さ（cm

196 3 D 3 a9 不整楕円形 1．18 ×1．04 － 60 外債 平坦 自然 SK 19 64－ヰ本跡 SK2027 3

1964 D 3 a9 円　　 形 1．84 ×1．62 2．28×2．10 75 内傾 平坦 自然 本跡→SK 19 63 SK 20274

196 5 D 4 al 不 整円 形 0．90 － 70 外傾 平坦 1 自然 SK 19 66→本跡 SK 20275

19 66 D 4 bl 楕　 円　 形 1．40 ×1．28 1．52 ×1．30 55 内傾 凹凸 2 人為 本跡→SK 19 65 SK 20276

19 67 E 3 d7 隅丸長方形 （1．20）×1．05 － 26 外傾 平坦 自然 SK20277A

】

19 6 8 E 3 d6 円　　 形 1．20 ×1．10 1．26 ×1．10 23 内傾 平坦 自然 SK20277B

19 69 D 4 C3 不整楕円形 2．59×2．31 3．75 ×3．41 85 内傾 平坦 自然 SK 20278

19 70 C 4 il 円　　 形 1．18×1．10 2．06 ×1．98 90～94 内傾 平坦 人為 探鉢，打製石斧，石鉄 本跡→SI18 2 SK 20279

19 7 1 C 4 jl 楕　 円　 形 i l・45×（0・22） － 21 外傾 平坦 不明 SK 196 0→本跡 SK 20280

19 72 D 3 bO 楕　 円　 形 1．02×0．83 － 12 外傾 平坦 不明 SK2 028 1

19 73 D 4 bl 円　　 形 0．86×0．62 － 49 外傾 皿状 自然 本跡→SK 195 6 S K 20 282

197 4 D 3 aO 円　　 形 0．95×0．91 － 98 外傾 平坦 人為 有孔鍔付土 器 SK20 286

197 5 D 3 m 楕　 円　 形 1．74 ×1．38 － 33 外傾 皿状 自然 SK 1999→本跡 SK 20 287

197 7 C 4 g l 不　　 明 （1．45 ×0．59） － 51 外傾 平坦 自然 SK 19 78－→本跡→SK 149 2 S K 20 289

197 8 C 4 h2 不　　 明 1．34 ×（0．49） － 38 外傾 平坦 自然 SK 19 7㌢→本跡→SK 197 7 S K 202 90

197 9 C 4 h2 不　　 明 1．91×（1．44） － 36 緩斜 平坦 2 自然 本跡→SK 19 78 S K 202 91

198 0 D 3 d7 円　　 形 1．37 ×1．29 － 66 直立 平坦 人為 SK2029 3

198 1 D 3 b9 円　　 形 1．01×0．94 － 32 外傾 平坦 自然 SK 2029 4

19 82 D 3 b9 円　　 形 0．77 ×0．76 0．69 ×0．62 55 内傾 平坦 自然 SK 2029 5

19 83 D 3 i8 円　　 形 1．03 ×0．92 － 4 1 外傾 平坦 自然 SK 2029 6

19 84 D 3 i7 円　　 形 0．78 ×0．74 － 15 外傾 平坦 － 自然 SK 20297

19 85 D 4 f3 楕　 円　 形 1．25 ×0．96 － 10 媛斜 平坦 － 不明 本跡→SI22 6 SK 2029 8

19 86 D 3 g6 円　　 形 1．59 ×［1．52］ － ‖ 外傾 平坦 － 不明 本跡→S‾I18 3 SK 20299

19 87 D 3 iO 円　　 形 1．26×1．17 － 27 緩斜 平坦 自然 SK 20300

19 88 D 3 d8 楕　 円　 形 1．08×0．89 － 31 外傾 平坦 －
自然 SK 2030 1

19 89 D 4 d l 円　　 形 2．07 ×1．97 2．33 ×2．19 60～70 内傾 平坦 4 自然 探鉢，浅鉢，磨製石斧 SK 20302

199 0 D 4 d l 楕　 円　 形 20．6 ×1．84 － 58 外傾 平坦 人為

自然

自然

自然

人為

自然

不明

深鉢，土器片 円盤

深鉢

本跡→SI23 7 SK 20303

199 1 D 3 cO 楕　 円　 形 1．33×1．14 － 51 媛斜 平坦 SK 199 2→本跡 SK 20304

199 2 D 3 cO 円　　 形 0．95 ×0．90 3．00×2．90 82 内傾 平坦 本跡→SK 199 1 ・1994

S K 1992→本跡

本跡→SI2 26

SK 2 0305

】
199 3 D 3 d9 円　　 形 1．06 ×0．98 － 94 直立 平坦 SK2 0307

1994 D 4 cl 円　　 形 2．16 ×2．04 － 42 直立 平坦 1 SK 20 308

1995 D 4 cl 楕　 円　 形 1．39 ×1．18 1．08×0．89 46 内傾 平坦 SK20 309

19 96 D 4 C2 円　　 形 1．09 ×0．99 － 13 外傾 平坦

1

1

1

S K 20 310

19 97 D 4 e3 円　　 形 0．99 ×0．93 － 15 緩斜 平坦 不明 SK20 311

19 98 D 4 f3 円　　 形 1．06 ×圧01］ － 11 外傾 平坦 不明

自然

不明

自然

不明

自然

不明

自然

不明

SK20 312

19 99 D 3 rO 隅丸 方形 ［1．72］×1．68 － 43 外傾 平坦 本跡→SI2 34，SK 197 5 SK 20 313

20 00 D 3 aO 不　 整　 形 0．94 ×（0．74） 1．58 ×（0．92） 44 内傾 平坦 本跡→SK 20 08

F 17一→本跡

本跡→S王213 ・23 1

SK 203 14

20 0 1 D 3 e5 楕　 円　 形 1．90×五 60］ － 12 緩斜 平坦 SK 203 15

20 02 D 3g7 楕　 円　 形 1．10×（0．50） － 29 外傾 平坦

凹凸

平坦

SK 203 16

2 0 03 D 3 d9 楕　 円　 形 0．94×0．82 － 14 直立 SK 203 17

2 00 4 D 3 d9 楕　 円　 形 0．88×0．73 － 23 直立 SK 203 18

2 00 5 D 3j9 隅丸 方形 1．41×1．35 － 48 直立 平坦 SK 203 19

2 00 6 D 4 h5 円　　 形 1．21×1．11 － 51 外傾 平坦 SK 20320

2 00 7 E 3 bO 楕　 円　 形 2．27 ×［2．05］ 2．07 ×2．02 8 8 内傾 平坦 1 人為 SK 2032 1

2 00 8 D 3 aO 円　　 形 0．81×0．74 － 142 直立 平坦

皿状

自然 SK 2 00 0→本跡 SK 20323

2 00 9 D 3 e6 不整楕円形 1．71×1．06 － 36 緩斜 自然 本跡→SI230 SK 20325
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番号 位置
開口部

平面形

規　　　　　 模 ）i壁面

底面 ピ再 覆土 主 な出土遣物
重　 複　 関　 係

（旧→新 ）

発　 掘

番　 号開口部脹径×短径m）底部脹径×短径m）深さ（cm

2 0 10 D 3 e6 楕　 円　 形 0・79 ×0・68 i
4 1 外傾 平坦 不明 本跡→SI2 30 SK 20326

2 0 11 D 3 e5 楕　 円　 形 1．30 ×紅62）
－ 20 外傾 平坦 不明 SK 20327

20 12 D 3 b7 楕　 円　形 0・90×（0・67）目 黒 ×0・98
85 内傾 平坦 自然 鉢 本跡→SK 194 3 SK 2 0328

20 13 D 3 d4 楕　 円　 形 0．95×0．73 0．80 ×0．76 100 内傾 平坦 不明 深鉢 SK20 329

20 14 D 3 e2 楕　 円　 形 1・04 ×0・中
24 外傾 皿状 自然 SK 20 15→本跡 SK 2033 0

2 0 15 D 3 e2 楕　 円　 形 0．68 ×（0．40） － 7 緩斜 皿状 － 不明 本跡→SK 20 14 S K 2033 1

2 0 16 D 3 aO 円　　 形 0．68 ×（0．40） 0．80× （0．30） 不 明 外傾 不明 不明 SK 20332

20 17 D 3 d5 隅丸長方形 2・32×圧 2中 20 10 ×自戒 不明 外傾 不明 － 不明 SK 20333

20 18 D 3 d7 楕　 円　 形 0．94 ×0．67 － 34 外債 平坦 不明 SK2 0334

20 19 C 2 d7 不整楕円形 0．70 ×0．40 － 不明 不明 不明 不明 SK20 335

2 0 20 E 2 eO 隅丸長方形 1．22 ×0．62 － 30 緩斜 平坦 1 不明 SK 2032 6

2 02 1 F 3 d4 不整楕円形 1・20 ×0・中
60 外傾 平坦 自然 P68 1→本跡→S K 180 0 －

202 2 C 2 C6 不　　 明 （0．6 1×0．34）
－ 28 緩斜 不明 不明 本跡→SK 98 3 SK 20337

20 2：3 C 2 C8 不　　 明 不　 明 － 不 明 不明 不明 不明 －
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